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プロローグ：ゆかいな魔物使いパーティ


魔王と息子


新入りは問題児


宰相が現れた


商店街に行こう


ステータス確認


なんだか様子がおかしいな


ギルドカード確認


一緒に商店街に行こう


トロッコが導く闇の洞窟


従魔たち　全員集合！


魔王国の夜


戦いたいのか？


武闘大会・予選


Ｓ級緊急クエスト・悪夢の街を救え


契約の終わり


装飾保存ブレスレットを買おう！


エピローグ：レナパーティの外的評価






ネコミミヒト族の検証


レナパーティを狙う者、守る者


アウトドアでカレーを作ろう！






あとがき


電子版特典SS　天使と悪魔のハーフ
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プロローグ：ゆかいな魔物使いパーティ


藤堂レナ、魔物使い。十七歳にして七体もの従魔を所持している。スター・ジュエルスライム×２、ハイフェアリー・ダーク、夢喰いヒツジ、ギガントバタフライ、羽根飛ビウサギ、さらにはネコミミヒト族……すべてが希少種魔物。


藤堂レナの出身地は明らかになっておらず、ラナシュ世界中を旅していて一箇所にはとどまらない。いく先々でトラブルを解決しており、通過した街々では「赤の女王様」といえばレナパーティと通じるほど有名だ。赤、はレナが愛用しているマントと鞭から由来しているとのこと──。






「なんじゃこら」


「今回の護衛対象の情報ですよ」


「護衛……いるのかこれ？   希少種魔物が勢揃いで、強いはずだろ。いやむしろいるのか……。見た目だけは可愛らしいぬいぐるみの集いだからな。そういう容姿の魔物だけが集まってて、主人も女の子って、そんな冒険者パーティ前代未聞だが」


「だいたい強さとゴツさ、セットですからねー」


「なぜ、危険な冒険者なんてやっているのかね。……まあ俺たちが気にすることじゃないな。魔王国にやってきてトラブルを起こされても困る。さっそく不審者に狙われてるぞ……捕縛に動く」


「はい」


「……しっかし、レナパーティがうちを訪れた理由ってこれなあ」


「伝統魔道具の装飾保存ブレスレットを買いにきた、と。観光っすね」


「まったく、強者であるほど道楽的に生きてんだよな」


「先輩、魔王様に聞かれますって!?」


「おっと。じゃ、行くぞ……」


影に紛れるように数人が気配を消した。


鋭い視線が、人混みに埋もれるように存在するレナパーティを見守っている。


☆


藤堂レナは、日本から異世界ラナシュに転移トリップしてきた元・女子高生。


なりゆきで魔物使いになり、ギフト【☆７】［レアクラスチェンジ体質］を駆使して、弱い魔物をレア種族に育てながら旅をしている。転移してからすぐに、悪名名高いガララージュレ王国に狙われてしまって、なんだかんだと海を渡ってついには魔王国に辿り着いた。


魔王国は魔物にとって過ごしやすく作られているので、従魔たちものびのびできそうだ。治安もまあまあいいし、入国時の交渉で護衛をつけてもらえることになったので、レナたちは観光を楽しむ気が満々である。


▽やったね！


周囲からの危機感と本人たちの能天気さの齟齬がものすごい、とよく言われている。


「ねぇねぇ、あの商店街に行かない？　地元の珍しい食べ物買いたいなぁ」


レナが商店の並ぶ通りを指差して、ぴょんぴょん小さく跳はねている。


赤いマントがふわっと翻ひるがえる。マントの端からちらりと覗いた鞭、ブーツ、下着、いろいろと赤い。なりゆきで［赤の女王様］なんて称号を手にいれてしまったレナは、赤の装備品を身につけているとステータスが上昇する効果を有効に使うために、色を揃えているのだ。そのままではもちろん目立つので、ところどころに黒や白の差し色を入れている。


レナは振り返ると、幼くみえがちな顔でにこっと微笑んだ。


長い三つ編みが風になびいて、魔王国の街の中でもそっと注目を集める。


『『いいね、賛成〜！』』


▽スライムが　頭から落っこちてきた。


「わわっ!?   クレハとイズミ、あのね……視界が塞がれちゃったから……赤くて、青いよぉ……。……ぶくぶく……」


『『レナーー!?』』


（呼吸が）


顔面スライムまみれでよろけたレナを、ネコミミヒト族のルーカが支えた。いつものことなので馴れっこだ。赤と青のスライムはお調子者だし、主人のレナはおっちょこちょいである。


「おふざけはそこまで。ね？」


『『ごめんなさーい、楽しくなっちゃって』』


クレハとイズミは泡をぷくぷくと漂わせながら、ヌルヌルとレナの頭に戻っていく。


▽スライムボディの艶めきがお肌にうつったレナは、美肌度が増した。


……ぷくくっ、とルーカが笑いをこらえる声。きっとフードの中で金色のネコミミがピクピク揺れていることだろう。ルーカは笑い上戸だ。レナはコツンと肘でこづく。


「わっ」


足元に白金色のモコモコが転がっていて、また転けてしまうかと思った。夢喰いヒツジのハマルである。いじらしくレナを見上げているつぶらな目には、若干の不満がにじんでいる。レナが転んでしまったらその身で受け止めるつもりだったのだがルーカに支えられてしまったし、今だってついでに踏まれても良かったのに？　と訴えかけてきている。見た目の可愛いマゾヒツジ。それがハマル。


「ハーくんも気をつけてくれてありがとうね？」


『出遅れてくやしーですー。めええー……撫でてくれないと、もー動けませんー』


このしょうがない性格でもまあ可愛いもんだと思うのは、レナが従魔第一の親バカであるがゆえ。手を伸ばして撫でてあげようとする。


「ちょ、レナ、そんな前かがみになられると、支えてるのがさすがにきつい……というかなんで支えられたまま体勢変えようとするの!?」


「つい？」


「外観がまるで大道芸だよこれ」


その時、レナの背中に二つの衝撃。


『ダイジョーブ？　んしょ、んしょ……』


『引っ張りあげるね！　ご主人様ァァァ大丈夫ぅぅ!?』


▽ハイフェアリー・ダークと　羽根飛ビウサギが　レナの背中に飛び乗った。


▽違うそうじゃない。でも主人を助けたいなんて可愛いじゃないか。


「ちょっ」


「どわーーーーーっ!?」


▽全員で　団子状に転けてしまった！


▽レナパーティは注目の的。


▽自主退散！！！！


治安のいい街中にいるからって油断して、天然が炸裂している。


後始末をする護衛たちが大変だ。こののほほんとしたレナパーティを狙って、誘拐を企てる者やこっそり撮影するものなどが湧いている。変態製造機。それはのちにレナパーティに与えられる不名誉な裏称号であった。割愛。


▽護衛が激務。


▽たくさんの不審者が捕縛された。


▽レナパーティは　隣の商店街にやってきた。


後ろを振り返る。黒灰色のレンガがよく使われている街並みに、色とりどりの特徴を持つ魔人族たちが、のんびりとそれぞれの買い物や観光を楽しんでいる。レナパーティを追いかけてくる不審者は見当たらない。レナたちは顔を見合わせると、歓喜の声をあげた。


「……護衛の皆さん、すごい！　こんなの初めてだよ。すごい平和〜」


「守ってくれる契約を結んだんだから、存分に守ってもらうとしよう」


『『やったぜ！』』


「いやー悪い気はするけどねぇ。お給料たくさんもらってるといいなぁ。これまでは、どの国でも結局目立っちゃって、そこに居られなくなったもんね。森でも追われ、海でも追われ……嫌な縁もあったなぁ。旅をする中で、みんなに出会えたのはすばらしい縁だけどねっ」


『ご主人様っ♡』


隙あらば主従でイチャイチャするのは己の心を守る癖である。


レナは赤いリュックを揺らして歩き出した。


「じゃあ、今度こそ商店街に行こう。みんなの好きな食べ物と、服とかを買っていこうね」


もふもふ、ぴょんぴょん、ぷよぷよーんっ。コミカルな行進。


この国にやってきたばかりなので、探検したくてたまらないのだ。レッツゴー！


「食材と服、魔法アクセサリーにお土産……よし。じゃあ早めに、お宿に行こう」


『『レナ〜。すぐ食べられるおやつと夜食も欲しい〜』』


「スライムジュエルを換金したお金が山ほどあるし（小声）無限容量のマジックリュックもあるから（小声）よーし買っちゃおう！」


『『やったーー！』』






──夕方。真っ赤な空にハーピィ族のダンス。すずやかな風には樹人たちの花の香りがフレグランスのように混ざる。シヴァガン王宮の鐘が重厚な響きを奏でると、獣人たちが空に咆哮を捧げて共鳴した。ぽぽぽっ、と蛍街灯が灯っていって、夜を幻想的に彩る。


レナたちはたくさんの買い物袋を抱えて、宿に向かった。


＊


▽淫魔ネレネのお宿♡ にたどり着いた。


淫魔のお宿♡は有名なチェーン店。お手頃価格で各部屋に風呂とキッチン付き、防音、バスタオルとバスローブのサービス、淫魔のお姉さんはとっても優しい。けれど、ピンク電飾がきらめくド派手な外観が入店ハードルをグンと上げている上級者向けの場所。


「サービスが良すぎてここ以外に考えられないからね……よしいくぞ……！」


ショッキングピンクの城に、レナたちは素早く入店した。


正面ホールには淡いピンクのカウンターがあり、超絶美人の淫魔お姉さんが脚を組んで座っている。カウンターの上に座るのが淫魔スタイル。


下から、ピンヒールのパンプスに、足はタイツに包まれていて、深いスリットが艶かしい黒のドレスを纏まとっている。豊満なバストがこぼれてしまいそうに危うい。ボンキュッボーン！　の曲線を眺めさせていただいた後は、小さな顔の美しさに見惚れる。赤のタレ目がにこっとした。小首をかしげると、桃色の巻き髪が肩から腰にかけてゆらゆらと揺れる。


レナは三秒ほど硬直してから、ハッとした。


（お色気にクラクラするぅ……！）


「いらっしゃいませ？」







    
  
  




お客様かしら？と首を傾げる彼女に、レナは淫魔ルルゥからの紹介状を渡した。


あら、と妖艶に目を瞬またたかせて、紹介状を丁寧に読み、彼女はレナに微笑みかけた。


「ルルゥお姉様の友達でいらしたのね。私、ネレネ。あなたには私の名刺も渡しておきましょう」


「ありがとうございます」


「サービス♡ しちゃうわ」


▽なんと！　レナパーティの宿泊部屋が　ランクアップした。


七階相当の夜景が綺麗なスイートルーム。大きなお風呂にキッチン付き。部屋の家具はルネリアナ・ロマンス社というブランドで揃えられている。パステルカラーの色合いの部屋だ。


「ここにレナちゃんたちが居たら素敵だと思ったの。いかがかしら？」


「素敵ですね」


「ふふ。魔王国を楽しんでいって下さいませ」


ネレネは優雅な一礼を披露し、レナに艶めかしくにじり寄ると、そっと鍵を渡して、退室した。


ふー、と一息ついたレナは「お風呂に行こう」と従魔たちを誘って、さっぱりと汗を洗い流した。


クイーンサイズの二倍もある巨大ベッドに、ころんと寝転ぶ。


まるで子どもみたいに足をパタパタさせて、部屋を満喫している。


「ふああああ……！　こんなふうに安心して夜を過ごせるの、久しぶりだよねぇ」


あくび。従魔たちも口を開いて、誰が一番大きな口が開くかな〜？　と勝負した。


▽スライムの捕食口が優勝！


ころころと笑う。


レナは、首から下げたルームキーを摘んで言った。


「魔法鍵付きの扉！　しっかり防犯。誰からも見られずにダラダラっとできるのは、室内ならではだねぇ。草原の野宿はキャンプって感じで楽しいんだけど、他人にも見られちゃうから」


じーっとハマルの視線を感じる。レナはえいえいと強めに撫でた。


「ハーくんすねないで、いつも野宿の時はベッドになってくれてありがとう。おかげで外でも寝れるんだよ」


『いえいえー。むふふー。ボク、いつだってレナ様に踏まれるためにお側におりますものー』


レナの頭の下に、ハマルがもふんと入り込んだ。これが従魔のこだわりならばレナは無下にしない。そのまま枕として使わせてもらうことにする。せっかくなので［体型変化］で三倍の大きさになってもらって、ロング枕ハマルを抱いた。レナの周りに小さな従魔がころころと並んだ。


そんな光景を微笑ましく見ていたルーカが、ちくりと苦言を呈ていした。


「本当に安心かな？　とは思ってる……」


「もー。そうやってすぐネガティヴを誘う」


でも聞きましょうか、とレナはよっこらせと体を起こした。ぐったりくたびれたので心地よく寝てしまいたいものの、レナよりも歳上で危険をよく知っているルーカの言葉はいつだって重要だから。


『きゃー』と従魔たちが怖がったふりをして、レナの腕の隙間やら膝の上に、ぎゅうぎゅうと体をねじ込んできて離れない。少女のぬいぐるみ盛り、一丁あがり。そんな感じだ。


ふふ、とルーカが笑って、こほんと咳払い。


「お宿♡チェーン店は運営元が「魔王国」というところなんだよね……。他国にいた頃はどんなものからもお客優先で守ってもらえた。しかしこの国の上層部から掛け合われたら？」


「入国管理官のロベルトさんが、君たちを国家にスカウトしたい腹づもりはあるけど無理強いはしない、って約束してくれましたよ？」


「政府みたいな大きな組織はね、一枚岩ではないものだから」


「うーーん！   他ならぬルーカさんが言うと……闇が深い……」


ルーカは今でこそレナたちと旅をしている一般人だが、元はガララージュレ王国の第一王子で、長年政治の駒として利用されていた過去を持つ。数多の貴族たちの腹黒さを【☆７】［魔眼］で覗いて育ったのだ。そのため、国家という組織への見解は慎重である。


ルーカの表情がずっと曇っているので、レナが心配そうに眉間のシワを指先で撫でた。


こんなふうにルーカが接触を受け入れることができるのは、レナが魔眼を以てして証明された綺麗な魂を持つ人だからであり、ルーカが人を信用するきっかけになったのがレナの親切心のおかげだから。できれば信じたいというレナの意見をルーカも否定したくはない。


「安心、しないほうがいいですか……？」


「気を抜きすぎに注意、って思っただけ」


ルーカは、脱衣所に置かれたままだった赤のマントを持ってくると、レナに着せ直した。


赤のマントの正式名称は［赤ノ祝福ヲ賜タマワリシ覇衣ハゴロモ］──魂が黒い悪人を寄せ付けない、という破格の魔法効果をもつ。これがあればとりあえずレナの身は安全なのだ。くつろぐ時にはちょっと相応しくないけれど。レナはマントを着せられてから、ルーカに苦笑してみせた。


「はーい。気をつけます。……あ、眉間のシワがなくなりましたね」


「そりゃ、僕もいつまでも顔をしかめているのも疲れるし」


「せっかくだから笑ってみせてー」


おちゃらけてみせたレナに導かれるように、ルーカは「にこ！」と微笑んでみせた。


▽にらめっこ大会が始まった。


▽スライムの優勝！


──まるで安息の地のような雰囲気。


レナは（このままだったらいいのに）と思う。ついつい騒ぎに巻き込まれてしまうタイプだけれど、いつだって本音は、ただただ仲間と平穏に暮らしたいだけだから。大切な人たちと、安全に、慎ましく。これから先もまた追われる旅が続くのだろうかと考えてしまうと、ふと怖くもなる。


（もしかしたら、この魔王国が定住地になってくれたらいいなぁ。とは思ってるんだけどね）


そう上手くはいかないもので。


──近寄る足音。


防音扉の向こうを「視た」ルーカは、ネコミミをピンと立たせた。廊下を睨む。


「ルーカさん？」


▽ルーカはシュシュを掴むと　レナの顔に押し付けた。


「わぷ!?　なんですか……尻尾嚙んじゃった……」


『はうん!?　シュシュねシュシュね、ご主人様にならそんなことやあんなことされたってぇ……♡』


「落ち着いてシュシュ。よーし、よしよし」


「そんな感じで平常心でいてね。レナ、しっかりシュシュを持ってて……」


シュシュの額の幸運の宝石カーバンクルがランプの明かりを反射してぴかりと光っている。


ルーカはそれに賭けた。低く囁ささやいた。


「いざとなったらレナだけでも逃すから」


「え？」


「アレは、トラブルにしても難しい……！」


レナが硬直する。


トラブル。


レナパーティの旅路をいつだってめちゃくちゃにしてきた。


だめだめ、と大急ぎで頭を切り替える。レナだって従魔たちを守りたいのだ。


視極めたルーカのハンドサイン。人差し指と親指を伸ばして、扉に向かって、ばきゅん！


最上級の警戒合図。


スライムがぷくーっと膨らんで壁になり、ハマルは三メートルにまで巨大化して、リリーが結界の準備をした。獣化率を上昇させたルーカは、剣のように尖った爪にぱちぱちと雷を纏わせている。


（これほどの警戒、初めて……）


レナはシュシュを胸に抱いて、ぎゅっと唇を嚙み締めた。


（私がみんなの主人だもん。しっかりしなくちゃ）


コンコンコン、とノックの音。この丁寧な礼儀はオーナーのようだけれど……。


「はい」


レナが返事をする。声はギリギリ震えていない。


ノック音から予想していたよりもよっぽど乱暴に、扉が吹き飛んだ。


優美な扉のノブがひしゃげて、蝶番ちょうつがいが歪み、ぷらぷらとかろうじて枠にぶら下がっている。


レナがまず見たのは、足の爪が飛び出した上等な皮靴だ。おかしなものを見た……との感想を抱いて早々に、ドン！　と室内に現れたのは、黒紫色の大男。


重厚。押しつぶされそうな存在感を、レナたちは息を呑んで受け止めた。


「ほう？」


獣の威嚇いかくを思わせる声。


にいいっと大男の口元が歪むと、凶暴な牙が覗いた。


（誰!?）……という声すらも出ない。喉がひりつく。


大男の容姿は美貌と言ってもいいのに、その表情と眼光のせいで、ひどく恐ろしい印象をうける。鍛えられた厚みのある体に、暗色の貴族服をどっしりと纏い、マントの影では見事な尻尾がばさばさと揺れている。長髪はまるで魔王国の旗のような黒紫…………と、ここでレナは顔をひくりと引きつらせた。


（予想が外れててくれないかなああ!?）


黒紫の頭の上では、大きな獣耳が揺れている。


（獣人なんだ……）


レナはこの国のトップがどのような魔物だったかを思い出した。頭が痛い。


怖いけど、でも。


（捕食されるばかりの獲物になってあげるつもりはないんですよ！）


レナはベッドから立ち上がってずんずん進む。マントの下にシュシュを隠した。


レナはスライムの壁を押しのけて歩み、羊毛をくぐり抜け、最前線にやってきた。


（ちょ!?　隠れててよ！）


（レナ様ーーー!?）


（この獣人、明らかにやばいよね。だからこそ私が出ます）


従魔に普段助けてもらうのが主人であり、そのかわりいざという時は従魔を見捨てないことが、魔物使いの条件なのだとレナは信じている。


主人の気持ちを受け止めて、従魔はサポートへと切り替えた。感激で胸が熱い。


（まかせきりで後ろに引っ込んでいる人の話なんて誰も聞いてくれないんだから。頑張れ……！）


▽レナが　現れた！（大男視点）


なんだこのちっこいの？　と大男はどうでもよさそうに見下ろしたが、レナの手に鞭が握られていると気づくと、表情が一転、目が爛々と輝く。


ぞわっとレナが肌を粟立たせたが、先陣を切る。


「こんばんは。ネレネさんの許可を得てここにいらした方ですか？」


「ううむ。すばやく警戒姿勢をとった従魔に、魔物をかばう魔物使いか。なるほどなァ。これはたまげた。我の［絶対王者の覇気］を受けても倒れない根性があるか……ふふ……ふははははは!!」


（わ、笑ったーー!?）


すぐそばでビリビリ轟とどろくような笑い声をぶつけられて、レナの鼓膜が痛い。


（絶対王者？   うわああああ……）


レナは嫌そうな表情にならないように気をつけて、ギリギリセーフな引きつった微笑みを浮かべ、首をグッと上に向けて（アイタタ……背が高い）大男を観察した。


（赤のマントを着た私の側に居られるんだから、少なくとも魂が黒い悪者ではないんだよね。とりあえず、話し合いをしてくれる姿勢とみた……）


大男からの圧が、少しマシになった。登場時はレナたちを試していたのかもしれない。


レナはそっと肩の力を抜いた。


従魔たちもレナに倣って、まずは訪問理由を聞こう、と警戒を緩めかける。


その時、大きな手が動く。


「そういえば件の魔物使いは、［赤の女王様］などという称号を持っていたのだったな？   あまりにちっぽけなものが現れたので忘れてしまっていた。ふーむ、意外だなァ」


▽大男は　赤マントの端を　ぺらりとめくった。


『『『『絶許ゼッタイユルサナイ！！！！』』』』


▽従魔が　激怒した。


（みんな落ち着いて!?）


レナはパシッと鞭の柄を打ち［従順］スキルを最速発動、従魔をなんとか落ち着かせる。


（この獣人さん、マイペースすぎる！　会話が成立しない……活路は……!?）


冷静に状況把握してみると、大男の背中ではドンドンと叩く音がしていて、ネレネが背中を殴っているようだ。でかい存在が扉につっかえているので入室できないのだろう。となると、快く招き入れたお客ではないのか、会わせようとしたら勝手なことを始めたのかもしれない。


（ネレネさんはこっちの味方だと思う……名刺もいただいたし。じゃあ、さっさと本題を引っ張り出してこの会合を終わらせよう。そのためには名乗り合わなくっちゃね）


「私、魔物使いの藤堂レナです。あなたは!?」


レナは挑んだ。


大男はじーっくりレナを眺めてから、ぐわ！　と大口を開いた。


「我は、現魔王デス・ケルベロス！　ドグマという名である。どちらで呼んでも良いぞ、お前にならば許そう。ふははははははは!!」


（やっぱりーーー。意外性も何もないよ。大変ありがとうございます帰ってください）


「魔物使いレナよ。気に入った」


（気に入られてしまった!?　なんで!?　どこを!?）


ごきげんに尻尾を揺らした魔王がズシンとレナに一歩近づく。レナは引けない。後ろには従魔たちがいる。スペースがぎゅうぎゅうだ。


▽堂々魔王と   怒りの従魔の　挟み撃ち。


▽レナ　あっぷっぷ。


そんな窮屈な空間に、さらにもうひとつ存在が増えた。


レナの指先にふと、ふわっとしたものが触れる。羊毛やウサギの毛並みとはまた違う、やわらかくて細い毛の感触。魔王の尻尾というわけでもなさそう。これはなに？　とレナが不思議に思う。


魔王が手を突き出した。正確にはその中のモノを。


▽青い毛玉が　現れた。


「魔物使いレナよ。我の息子を頼みたい」







    
  
  




魔王と息子


レナはくらりとした。


（えーっと……それが訪問理由？　いろいろと予想外すぎる）


魔王がすぐに手を離してしまったので、青い毛玉を落とすわけにもいかず、レナはあわてて受け止めた。もぞもぞしている青い毛玉を、途方にくれながら眺める。


ちょこんとした鼻先が飛び出した。魔王が丸めるように持っていたので、これまでは顔を守っていたようだ。イヌ科らしき耳と尻尾がぴょこんと飛び出し、ふかふかとした手足がレナの腕に伸びる。肉球がむにっと触れたのにレナが悶もだえる。可愛らしいものは好きなのだ。それはそうとして、アーモンド型の金の瞳は、一度だってレナの方を見てくれない。違和感を覚えて、レナの心がチクリとする。


（頼みたいだなんて……この子は納得していなさそうだけど？）


「魔犬ブラックドッグの雄、名はオズワルドという。ブラックドッグというのは、必ずレア種族に進化するという莫大な可能性を秘めているのだ。我も昔はブラックドッグであった。ふはははは！」


「あの〜……」


「こら、また逃げようとして」


魔王はぐわしと頭をつかみ、オズワルドをレナの方に向かせた。ぐいいいっ。


（乱暴では!?）とレナは冷や汗をかく。相手が親でなければ、手をひっ叩いていただろう。力加減はされていたようで、オズワルドは不満そうに唸っただけだ。それからじっとりした半眼でレナを見上げる。（ダメージはなさそう……）レナはふうと安堵あんどの息を吐いた。しかし悩みのあまり、口の中が苦いような気すらする。


「あの。この子を訓練なんて、なぜですか？　まずは内容だけうかがいますけど……」


「戦闘力が伸び悩んでいてな」


魔王がうーーむと長く唸うなる。


「レベル30。黒系統の時空魔法を取得したまでは良かった。しかしそれ以降すっかり体の動きがにぶくなり、調子が悪いのだ。我は立ち止まることなくデス・ケルベロスまで成長したため、対処法がさっぱりわからん！　なんとかせよ、魔物使いレナよ」


「そうなんですか……」


（見栄を張らないんだなぁ魔王様。わからないって正直に言うなんて）


オズワルドを眺めていたレナは、魔王が自分語りをし始めたときに、小さな犬耳が伏せたことに気づいた。


（なるほど、不調の理由はあるんだろうね。きっと、魔王の息子なんて高貴な身分のこの子にも、ううん、だからこその、苦悩が……）


「おお、そんなに見つめ合って。我の息子を育ててみせるか、そうか！」


魔王のマイペースがしんどい。オズワルドが唸っている。レナはちょっとだけ苦悩の理由がわかった気がした。


（断定が早い！　まずい。乗り遅れたらこの人のペースになるし、それは……オズワルドくんにもきっと良くないことだ）


「まずはお話をうかがうだけですって」


「そして納得したのであろう？　うむ！」


「ああもう」


レナは覚悟をキメた。


「この件、はっきり申し上げないといけません。お断りします……！」


「なぜだ？」


魔王が顔をしかめた瞬間、すささささーっとすばやい動きで、従魔たちが後退した。


レナをスライム触手で絡めて、一緒にさらった。


わずかながら殺気を感じたためだ。魔王にその気が無くとも、殺気の自己制御ができていないならば獣の本能に呑まれて暴れる可能性がある。わざと殺気を滲ませたのならば、なおさら始末が悪いのでお断りだ。


キョトンとしたあの顔からすると、偶然漏れてしまっただけのようである。


なりゆきでレナ側にさらわれてしまったオズワルドも、キョトンとしている。親とよく似ている。


そんな可愛らしい反応を見せたオズワルドの後頭部を、レナは痛ましい気持ちで眺めた。


（これから君を傷つけちゃうかも、ごめん……）と心の中で謝って、しかし魔物使いとして譲れないものがある。


「お断りの理由を聞いてほしいです。レナパーティでは、魔物教育を受け付けていないんですよ。藤堂レナがこれまでテイムした魔物は、みんな、旅の仲間として迎えています。狩りや敵襲、いざという時の戦力になってもらう代わりに、私がしっかり可愛がって大事にする。家族のような存在です。トレーナーのような教育でビジネス化するつもりはありません」


だから応えられません、とレナは念押しして、首を横に振った。


「……ふむ。しかしそれでは困るのだ。我は、オズワルドの復調を急いでいる」


「なぜですか？」


「魔王国武闘大会がそろそろ始まるのだ。次期魔王を決めるという理由があるが、そこはそれ。強くなった息子と、我が！　正々堂々と戦える！　この舞台に、ぜひ間に合わせてもらいたい！　……とあとで続けるつもりであった」


（裏事情キター！　でも全部正直に言っちゃったの？　文脈の策略とかじゃなかったの？）


なぜ、と聞いたから、答えてくれちゃったのだろうか。正直だ。魔王がぐっと力こぶを浮かべた雄々しい腕を見て、レナは（脳筋なのかな）と察した。そうと決まれば選択を絞る


レナも回りくどい言い方をせずに、なんどもダメを繰り返すしかない。


犬の躾のようであった。


「ダメです！」


「そう謙遜するな」


「成果をお約束できませんから。ダメです！」


「それらの従魔を控えさせてそういうのか？」


魔王が指しているのは、レア魔物ばかりということ。


（大急ぎで［幻覚］で見た目を偽ったのに、本来の種族を知ってるってことは……入国時に提示したギルドカードを把握したうえで、やってきたんだろうなぁ）


では、ギルドカードの弱点を用いて、レナは諭すしかない。


そろそろ従魔の我慢の限界が近いのだ。荒ぶるスライムボディとモフモフ羊毛を、レナはできるだけ優しい手つきで撫でて、落ち着かせた。スライムボディの泡がハート形になった。


その手腕を評価できる、とでもいうように魔王が眉を上げたのでなんとも押しの強いことである。


「この子たちはたまたま強く進化しただけなんですよ。ほら、知ってるでしょう？　私の運ステータスが［測定不能］ってこと」


魔王は「ふーむ」と深く唸った。


運ステータスは、ラナシュ世界において絶大な影響を持つ。幸運に恵まれている者には、大変ラッキーな出来事が起こるし、運が低ければ平凡な生活を送る。しかし運の天秤のようなものがあり、大きな幸運を得たものは、反動としてひどいトラブルにも巻き込まれる。


レナのステータスならば「たまたま」従魔が強くなったこともあり得るし、反動の「トラブル」がオズワルドにいかないとも限らないのだ。


魔王もそれに思い至らないほどバカではない。


ギルドカードで秘匿できる項目、真の成長の裏技である【☆７】［レア・クラスチェンジ体質］については、レナは隠した。


（不安定な私に賭けたいとは思わないでしょう？　時間制限があるなら、なおさら）


「お断りします。魔王様、ごめんなさい」


レナが深々と礼をする。


魔王は沈黙している。


これでシメになった、はずだった。






オズワルドをレナが戻そうとした時、ブルブルっと震えた。レナの手から退くのが嫌だといわんばかりに。レナと魔王が、困った顔を見合わせた時に、青の魔力が、オズワルドから滲み出た。紫になり赤色へと魔力が変化していく。そして魔法陣となる。


「え……!?」


オズワルドと目が合う。すがるような潤んだ金色だ。


▽六芒星の魔法陣が　レナとオズワルドの間に　完成してしまった。


（これ、なんか既視感が……通常の従魔契約魔法陣が反転してる形!?）


ふんぬぬぬとレナが腕に力を込めなおす。オズワルドを持ったままなので、プルプルしてきた。


右に、左に、と腕を動かしてみても、魔法陣も一緒に移動してくるので逃げられない。うかつに腕を引き戻してオズワルドをくぐらせたら──とまずい気がする。レナは、魔王に訊ねることにした。


「これ、説明、してくださいっ……！」


「逆契約懇請こんせいを知らないのか？」


「勉強不足な魔物使いで誠に申し訳ございません〜」


わざと情けなく言ったレナの言葉もなんのその、魔王はにいいいっと笑う。この凶暴さはおそらくごきげんの証だ。だって尻尾がぶんぶん揺れている。


「逆契約懇請とは！　魔物から魔物使いに向かって、従属を願う魔法だ。通常の［従魔契約］は魔物使いから願うが、逆というわけだ。中級以上の魔物であれば、この魔法を本能的に知っている。しかし発動するものはごく稀……なぜなら……」


「もったいぶらないで全部下さーい！」


「なぜなら信頼に値する魔物使いが現れるなどほぼ皆無であり、もしも契約を拒絶された場合にはペナルティがある。……レベル・能力が現状の半分になり、数ヶ月間どれだけ鍛錬しようとも経験値を得る事ができなくなるのだ」


（なんて重い罰則なの!?）


レナが真っ青になった。


なんて選択を突きつけてくれたのか、この子犬は！　ズンと腕が重くなったような気すらした。


「オズワルドは魔物使いレナが気に入ったらしい、めでたい事だなァ！」


「そ、そうなの？」


レナがオズワルドに急いで聞く。


しかし先ほどのすがる視線もどこへやら、魔法陣の向こう側からぼーっとレナを見ているだけだ。真意が読めない。レナはとても困る。しかし時は刻一刻と過ぎていく。


「この子が、いったん契約魔法を取り下げることはできますか？」


「ん？　それはすなわち拒絶されたとみなされるだろうな」


「ゔ〜〜〜〜……!!」


申し出をレナが拒絶した場合、をシミュレーションしてみよう。


・魔王の一人息子の弱体化を図ったなどと、レナパーティに悪評がつきかねない。


・事情を知る魔王本人はともかくとして、政府からは厳しい追及や誤解が予想される。


・厳罰もありうるかも……。


と、いくつもの最悪が想定される。レナは唇をかみしめた。


──魔物使いは、自分を慕ってくれる従魔たちを守らなければならない！


レナの目が据わる。ヤケクソだ。


でも、と思う。


「君は、そんな迎えられ方でもいいの？」


がうぅと獣の唸り声を、レナの懐の魔道具が翻訳した。


『＜従えてくれないか？＞』


レナは凝縮されたため息をフッと吐き出した。


「あと三十秒……［逆契約］の制限時間は、三分間だぞ。どうした、魔物使いレナよ？」


「だあッ！！──魔物使い藤堂レナは、ブラックドッグのオズワルドを従魔として受け入れます！」


レナが啖呵を切る。


「うちの教育方針に従ってもらうんだからね。覚悟なさい、オズくん！」


レナは契約魔法陣を通すようにオズワルドを引き寄せて、ぎゅっと抱きしめた。


世界の福音ベルがレナたちの頭の中に鳴り響く。


＜［従魔契約］が成立しました！＞


＜従魔：オズワルドの存在が確認されました＞


＜従魔：オズワルドのステータスが閲覧可能となりました＞


＜職業：魔物使いのレベルが上がりました！　＋１＞


＜スキル：［仮契約］を覚えました＞


＜ギルドカードを確認して下さい＞


（……その新スキルって、今ぁ!?　んもう、タイミング！）


プンプンと文句を内心でぼやいて、レナはオズワルドを撫なでくりまわした。それはもう無遠慮に。おりゃおりゃおりゃ。頭、耳の根元、首元、背中……獣の気持ちいいところはよーく知っているのだ。これは強引にことを進めたオズワルドへの罰である。


（あーあー癒いやされる〜）


うっとうしいスキンシップなのだが、オズワルドは嚙んだり引っ掻かいたりしてくることはなく身を委ねている。もう従魔だという自覚はあるのだろう。懐いてはいないだろうけど……とレナが感じるのは、契約で魂が繋がったことによって、不安に揺れるオズワルドの心がよく分かるから。


こんなに近くにいるのに遠い。そんな従魔は初めてだった。


「ふははははははは！」


「うるさいですよ」


「なんだ？　随分な物言いをするではないか」


「この子もびっくりしちゃってるんですよっ。ほら、耳が伏せてる。だから笑い声のボリュームを抑えてくださいっ。従魔のためなら、主人は頑張って苦言も言っちゃうんですからね……！」


魔王がキョトンとした。オズワルドもキョトンとした。全く困った親子だ。


（はーーー）


レナの腕の隙間に、シュシュが頭をねじ込んできた。


シュシュはぎりぎりと草食獣らしからぬ歯ぎしり音を響かせて後輩を威嚇している。


（これは止められないよねぇ）


シュシュもオズワルドもともに従魔だ。強行突破をしたオズワルドに先輩が厳しいのは当然ともいえるし、喧嘩をしてやっと分かり合えることもあるだろう。


怪我をしないように調整をして、最後は甘えさせてあげるのがレナの役割だ。


これからまた大変そうだなーと考えて、しかしレナは従魔のこととなると、口元が微笑みの形にゆるむのだった。


「ほう……。うむ、オズワルドの毛並みを整えるブラシを置いていこう」


ごとっ、とテーブルに贅を凝らしたブラシが置かれる。黒漆に金の装飾。


レナは低ぅい声で「あ、り、が、と、う、ご、ざ、い、ま、す」とゆっっっくり返答した。こんな管理が面倒なものを置いていかないで欲しい。本意を察してほしいところだけど……。


魔王はめげない！　しょげない！　塩対応も平気だし、空気はまるで読まない！　ありがとうと言われたら、喜ばれたらしいなと素直に受け取るまで。


（つよい……つよすぎる……あらゆる意味で……）


魔王の尻尾がごきげんに揺れているので、このブラシで逆撫でしてやろうか、とレナは脳内イメージでめちゃくちゃにしてやった。　


魔王の背中をどしんと押して、ネレネがようやく部屋に入ることができた。


▽ネレネは　激怒している。


「……魔王ドグマ様ぁ。蜘蛛が集まってきていますわ？　フロントと廊下を糸まみれにされてしまうと困ります。もう帰って下さらないかしら？」


「なんだと!?　もうここまで辿り着いたのか、宰相め。奴の使役する朱蜘蛛はうんざりするほどねちっこいな。まだまだ話し込むつもりでいたのだが。ブラックドッグの種族傾向に、我と妻からの遺伝について、あとは……」


「帰って下さらないかしら？」


獣にはハッキリと、だ。


やんわり優雅な言い回しを好むネレネにここまで言わせる存在など、そうそういない。


扉にぶら下がっていた小さな朱蜘蛛を爪先でちょんとつまんだネレネは、魔王の目前に持っていき（いいかげんにしろ）と示した。


魔王は険しく眉をひそめた。よほど宰相が鬼門らしい、とレナが脳内にメモをする。


「……ううむ。目的は達成できたのでよしとするか」


「あっ。私、成果なんて本当にお約束できませんからね!?」


「家族のように魔物を愛する魔物使いよ。それならばオズワルドが望めば、叶えてやろうとするんだろう？」


「うっ」


痛いところを衝かれた……とレナが頭を抱える。


それから、愛だとか意外とロマンチストなんだな……とか。


オズワルドに対して父性愛があるゆえの行動だったらいいな、とか。レナが思っている間に、


「それではさらばだ！　ふはははははは！」


満足そうな笑い声を残して、魔王は窓を「むん」と力ずくで開けると、さっそうと家々の屋根を走って遠ざかっていった。


その後ろ姿を見て、レナがハラハラする。


「あれ屋根傷まないのかな？」


「まあ……レナちゃんは優しいわねぇ。大丈夫よ、魔王様、あのように走るときは下半分を獣型にして風のように移動するから屋根にダメージはないわ」


「そうなんですね」


「楽しくなってステップを踏むと屋根が傷むことは稀まれにあるんだけど、全額自腹で弁償よ」


「なんと……」


「この部屋を靴の泥で汚した請求書も送っておきましょう。ふふ……みなさんは何かある？」


「護衛の方に、魔王様からの防御もお願いしてください」


ふふふ！　とネレネが笑った。これは不可能だろうとレナも察しているので、ジョークの締めとしてふふふと笑っておいた。


「ネレネさんもお疲れ様でした」


「そんな。オーナーなのにって、力不足を実感しているところよ……ふぅ。今代の魔王様の言動をもっと学ばなくちゃ。あなたたちにはとっておきの紅茶をサービスするわね♡」


一時間前に訪れた魔王を、ネレネはあの手この手で引き留めてくれていたらしい。そして「レナパーティの承諾をもらってから訪問」と約束させたが、レナが「はい」とノックに応えたことを、快諾された！　と解釈して入室した……と。いろいろと重なったのだ。


ああ、紅茶がおいしいなあ。


茶器を下げながら、ネレネがレナに近寄る。豊満ボディで抱きしめてくれた。


「レナちゃん、ありがとう」


「ひゃーーーーー!?」


驚愕の柔らかさと大人の香りに魅了されて、レナは真っ赤になってしまった。


頭の中が強制リフレッシュされた。


▽ネレネが　退室した。


▽とっぷりと夜が更けている。


「はー……濃い体験をしたなぁ……。深夜になっちゃったね。みんな、ベッドに入ろっか」


「『はーい』」


従魔たちはのんびりと返事をしつつも、雰囲気がピリピリしている。


レナは、真っ先にベッドに寝転んだ。


「おいで！」


するとすばやく潜り込んできてハマルが枕になり、スライムがクッションになり、順調に集う。


主人の呼吸のリズムに合わせて、従魔が同じように落ち着いていく。


レナのお腹の上に置かれていたオズワルドが、バスローブから滑りそうになって、落ちまいと、小さな爪をほんのわずかにくいこませてレナのお腹をチクチクさせた。


「……オズくん。って呼んでもいいかな？」


どこか舌たらずなニュアンスのあだ名。


レナはわざわざ訊ねた直後、ふあ、とあくびを漏らした。オズワルドにも移ってしまい、ふあ、とあくびをしてから金目を丸くして硬直した。


「（彼、不眠状態だったみたいだよ。それも調子が悪かった原因かな……）」


「（なるほど……どうりでずっとジト目だったわけだ。眠かったんですね。かわいそうに。……ルーカさん、教えてくれてありがとうございます。でも魔眼で視すぎですからね？）」


警戒してくれたルーカのことは叱らず、でもレナは、魔眼による情報をそれ以上聞かなかった。


「（直接、この子と話していくべきだって思うから）」


レナの方針はルーカもよく理解しているので、瞳を閉じて［テレパシー］を打ち切った。


『……あの、さ』


オズワルドが口を開いた。イヌ科特有の平たい舌がちろりと覗く。


従魔契約をしたことで、レナたちは、他種族のオズワルドの言葉をもう理解できる。


全員から注目されたオズワルドは、ちょっと言い淀んだ。


『……好きに呼んでくれていいから』


「じゃ、オズくん。よろしくね」


プイッとオズワルドが鼻先を逸らした。もしも人だった赤くなっていたのかもしれないなぁ、なんてレナが想像する。魂が繋がったところが、トクトクと鼓動したから。


『おうおう、なんじゃーいその態度はー？』


『オズくんよぅ、ようこそこちら側へ。お前を〜赤色に染めてやろうか〜』


『『べろべろば〜！』』


「こらやめなさい。クレハとイズミ、ちゃかさないの。あとリリーちゃんとシュシュは可愛い威嚇をやめようね？　パンチとキックをしてるのはこの手足かっ」


レナがもみくちゃに抱えて、ハマル枕にもふーん！　と転がった。ころころ動いて、ケラケラ笑う。手招きされたルーカは少し間をあけて隣に寝転んだ。


「（あのね。トラブルを防げなくてごめん）」


しょんぼり伏せていたネガティブなネコミミを、レナはひと撫でして慰めてあげた。主人のことも頼ってねと言ってあるのにこれだ。みんなで生きていくのだから、とレナはオズワルドのことも離してやらない。今日は寄り添って寝ることにするの！


▽もふもふキュートの全部盛りじゃ！！！！


▽癒し！　癒し！　癒し！


▽レナの気力がグーーーーンと回復する。


▽これぞ魔物使いパーティの醍醐味だいごみだ。


「おやすみ」


レナの意見にみんな従った。トラブルを乗り越えて、いったん緊張が緩んだらすさまじい眠気がやってきたし、ハマルの羊毛＝寝てもいい、と体が覚えている。まぶたが下がってくる。レナが「気持ちいいねぇ」と呟くと、先輩従魔たちはふにゃりと笑った。なによりも主人が無事で良かった……と現状の幸せをかみしめながら従魔たちはまどろむ。オズワルドは早くも寝息を立て始めた。


ハマルが子守歌のように呟く。


『スキル［快眠］〜［周辺効果］〜』


▽レナたちは深く眠った。







新入りは問題児


オズワルドが夜中に目を覚ました。


ぼんやりとしていた脳が冴えてくると、他人がいたのに呑気に眠れた、ということを理解した。まさか、と硬直している。尻尾の先の毛までピシンと鋭く伸びた。


『おはよー？』


『……！』


『あのね、君だけ起こしたんだー。えげつない悪夢をみてるようだったからねー』


ハマルがのっそりと顔を出した。みんなの枕になっているので、オズワルドからは、羊毛越しにヒツジの鼻先がかろうじて見えているくらいだ。ハマルの夜色の瞳はまぶたが半分下りている。


『ん〜。ボクがスキル使ってる間はー、夢もみないくらい深く眠るはずなんだけどな〜？』


オズワルドが快眠できなかったことで、夢喰いヒツジとしてのプライドに傷がついたらしい。


『くすん。反省だあ』


『……』


『ところで、本格的に悪夢に引きずりこまれる前にー、引き戻してあげたんだけどー。お礼はー？』


『ん……』


そこ口下手ってダメでしょー？　とハマルはぷっくり頬を膨らませた。


せっかく歩み寄ろうとしてみたのに。


オズワルドはぼうっとしていて、ハマルばかりが徒労のようだ。ならばもっと押す。


『なんか眠れない心当たりでもあるの〜？』


『……いや……』


『そーやってさ〜自分の中で結論が出るまで相談しないの、やめなよ。従魔を望んだくせに』


オズワルドがムッと牙を見せて、赤マントの下から這い出てきた。


ハマルと睨み合う。


フーッとハマルが息を吐くと、みんなの枕になれるくらい巨大化したヒツジと子犬では力の差が明らかなので、オズワルドはコロコロ転がって赤マントのところに戻された。


『その赤マント、魂が黒いやつを近づけない効果があるから〜。ワケありの君には、今一番必要なものだと思うよー。しっかり被っとけ〜』


『だから俺も眠れた……？　でもさっき、悪夢って……』


『レナ様のお腹から転がった時にさー、体の半分がマントから出ちゃったっぽいよー。その隙に悪夢ににじり寄られたのかもね〜？　悪夢を見るようなー、悪い縁にー、心当たりないのー？』


『……。……』


『ええい悩める子犬め〜。なんかありそーなのにそんなに言いたくないんならー、せめて快眠させてやんよー。リベンジ。おりゃおりゃスキル［夢吐き］赤のブランケットの夢〜［快眠］［快眠］［快眠］〜！』


『おまっ!?』


▽レナパーティ全体が　巨大な赤のブランケットに　包まれた。


▽オズワルドは　強制寝落ちした。


ハマルはむふーっと満足げな鼻息を吐いて（子犬の悪夢のことレナ様に言わなきゃな〜）と頭にメモをして、二度寝した。


＊


▽レナパーティが　起床した。


朝の日差しが室内をやんわりと照らしている。パステルカラーの部屋の中央、やたらと華やかな赤いブランケットが目立つ。レナがパチパチと瞬きしてから、目をこすった。


（こんなの昨日はなかったよね……？　ハーくんが寝ぼけて［夢吐き］したのかなぁ）


レナ自身もフニャフニャ寝ぼけながらそう考えて、ブランケットに頬ずりした。ベルベットのようなすばらしい触り心地だ。ふにゃ、と笑顔になる。ふと、お腹に質量を感じた。


柔らかく声をかける。


「オズくんおはよう」


『……おはよ』


オズワルドは低く唸るように返事をして、ギリギリと歯ぎしりのように牙を動かした。


（なんだか機嫌が悪そう？　ハーくんの［快眠］でよく眠れたはずだけどなあ）


そのハマルが原因でなんだか悔しいだなんて、さすがのレナにも思い至らなかった。


「昨夜はバタバタとしてちゃんと挨拶できなかったけど、オズくん、よろしくね」


『……ん。よろしく』


少し、素直になってくれた。


レナはにこーーっと満面の笑みになる。オズワルドは照れたのか丸くなって顔を隠した。


レナはしばらくの過ごし方を「オズワルドが慣れること」「装飾保存ブレスレットを買うこと」の二つに定めた。


『『『『ヤッホー先輩だよー！』』』』


シュシュとリリーがやってきて、クレハとイズミはぷよぷよーんと乗っかり、オズワルドの周りはにぎやかだ。こんなにも小さな魔物たちに囲まれたことはなくって、いつも王宮は大人ばっかりだったもんな……と思い出しながら、オズワルドはこくりと頷いた。


「一度聞いたら名前を覚えるなんて、オズくん優秀だねぇ」


『!? !?　適当に褒ほめるのやめて』


「ありゃ」


プイッとそっぽを向いたオズワルド。


（本当に嫌だったのかな？）


尻尾を振ってしまわないように体に力が入っている、とレナは気付いた。


おそらく、嬉しい時にそのまま表現できない時期なのだ。


レナはテイム時のようにオズワルドを抱えて、顔を見つめた。まん丸の金眼が見つめてくる。


「私はいつだって真剣だよ。適当になんて言ってない。小さなえらい！　も大きなすごい！　も、思いっきり褒めていく方針だからよろしくね!!」


思いっきり気持ちを込めて伝えた！


オズワルドは瞳孔を細くして主人の本質を視て、眩しそうに目を伏せた。


魔眼持ちとして同じ経験をしたことがあるルーカが、得意げにふふんと鼻を鳴らした。きっとこの魂の眩しさに甘えられる日が来るだろうと、信じることができる。


朝の飲み物の支度をみんなで行う。ルーカが戸棚からルームサービスの紅茶を出して、クレハとイズミがポットにティーバッグと水を入れる。リリーが、コンコンコンと三回爪でノックすると、ポットが光った。魔法冷紅茶のできあがり。シュシュが溶けない氷をカップに入れて、完成。


レナがテーブルに運ぶ。魔物たちにはちんまりしたカップが配られた。


ティータイムを楽しんだ。華やかな香りが部屋に漂う。


スキルを使用して頑張っていたハマルがここでようやく起床、テーブルに着いて紅茶をぺろり。


オズワルドは隣を横目で見ていたが、ハマルはのんびりと平常通りだ。


ギルドカードをそわそわ指で弄もてあそんでいたレナが訊ねる。


「オズくんのステータスを確認してもいい？」


『それはいいよ』


オズワルドがこくんと頷いた。






「名前：オズワルド　　種族：ブラックドッグ♂、ＬＶ・30　　装備：Ｍ風の子服セット、尾の飾り布、ニクキュウ靴、Ｍ身護みまもりペンダント、装飾保存ブレスレット（金）


適性：黒魔法［時空］、赤魔法［炎］、黄魔法　　体力：67　　知力：32　　素早さ：55


魔力：32　　運：28　　　スキル：［嚙み砕き］、［心眼］、［観察眼］、［咆哮］、［炎爪］、［炎の毛皮］、［リトル・ボム］、［重力操作グラヴィティ］、［持続力］、［冷静］、［シャドウ・ナイフ］


ギフト：【☆５】［限界突破］、【☆４】［巨人の血筋タイタン・クラン］　称号：魔人族、魔王の子」






【ブラックドッグ】……漆黒の毛並みをもつ、希少種のイヌ科魔物。小柄な体躯には、これからレアクラスチェンジするための力が蓄えられている。ステータスの成長率が高く、希少種への成長が約束されている。種族スキル［観察眼］を進化時に取得する。






【☆５】［限界突破］……命が危機に瀕ひんした時、激昂げっこう状態になり、ステータス値が１．５倍に跳ね上がる。激昂状態が解かれた時、一気に身体にダメージが押し寄せてきて動けなくなる。






【☆４】［巨人の血筋タイタン・クラン］……巨人族の血を引く者の証。純血の巨人族の二代目までがこの体質を得る。［重心移動の心得］［骨太］［強靭］の才能が贈られて、最終進化先が巨大な魔物になる。






「わ、強い……！　巨人の血筋？」


『母親が巨人族だから。俺の力はパーティのために使うつもり。旅のお守りのためだっけ……十分戦力になると思う。……だからそれ以上は俺に望まないで』


「え？」


『強化して欲しいとか思わない。魔王ドグマのオモチャになってやる気はないんだよ』


「！」


オズワルドがとても大切な気持ちを告げた気がした。


もちろんそのままの意味に受け取るには、伏せた犬耳や顰められた眉間の真意が、レナにはまだわからない。これから、知っていきたい。血筋の件も、オズワルドが聞かれたくないならそれでもいい。


（いつかは笑顔が見たいな。せっかく縁があったんだから）


レナは、長椅子の端っこに座っているオズワルドに歩み寄って、わざわざしゃがみこんで目線を合わせた。


「もう家族のつもりだから。オズくんの気持ちを一番優先したいよ」


『……そう言うのかと思って、アンタを選んだんだ』


オズワルドの獣耳がそうっと立ち、安心したようだ。


レナたちがみんなで紅茶セットを片付ける間、オズワルドはそわそわと落ち着かなさそうに尻尾を揺らしていたので、「次から手伝ってねー」とレナは軽く告げた。なにを協力するといいのか、しなくてもいいのか、さりげなく伝えていくつもりだ。


訓練はしないけど、教育は、レナの魔物使いとしての挑戦である。


オズワルドは従魔としてなら、とたまに口にする。その方が素直に動きやすいのだろう。


▽レナは　ごつい装飾ブラシで　オズワルドをブラッシングしようと……。


▽重い！　持ち上げられない！


「ふんぬっ」


『……それさ、魔王ドグマの自己満足だから別にやらなくていいよ』


「そうなの？　じゃあそのまま撫でるね」


『従魔としてのことならしょうがない……』


▽オズワルドが　レナに撫でられる。


羨ましそうにしている先輩を、レナが気にかけないはずもなく。


「みんなも、オズくんのこと可愛がってあげようね♪」


『『『『『おっらーーーー！』』』』』


『は!?』


▽もみくちゃにされた！


▽ルーカが　オズワルドの快楽ポイントをばらした。


▽こしょこしょ！　さわさわ！　なでなで！


▽オズワルドは　陥落した。


▽もう指の一本たりとも動かせない。ふにゃふにゃ。


『くうっ……』


「先輩たちマッサージ上手でしょう？　肩の力が抜けたみたいだね」


レナの太ももを、青の尻尾がぺしんと叩いた。尻尾を振ったことが証拠になっている、なーんて。


従魔としてのことならスキンシップも受け入れる、とはある意味オズワルドの意地なのかもしれない。先輩たちは鬱憤が晴れて、けらけらと笑っている。


なんだよ！　と、オズワルドが先輩をふらふらと追いかけ始めて、ささやかな追いかけっこが始まった。ルーカが高級家具を結界でガードする。レナはニコニコと観賞した。


何はともあれ。


▽うちの子は可愛いなー！


「さて。今日はどう過ごそうかな……あっお腹すいてきた。えへ」


お腹具合はどう？　とレナがみんなに聞こうとした時。


コンコンコン。またしても扉が音を立てた。






▽淫魔ネレネが現れた。


明らかにホッとするレナ。けれどネレネは申し訳なさそうに眉尻を下げる。


「おはようレナちゃん。あのね、来客よ」


「ええぇ」


「ごめんなさいね。オズワルドのフォローだから、会っておいたほうが良いと思うわ」


「わかりました。ネレネさんがそう言うなら」


「昨夜失敗したばかりなのに優しいわね」


「一緒に頑張ったんじゃないですか！　ね！」


それにオズワルドの前で、あまり責めることを言って欲しくなかった。


魔王もネレネも、オズワルドのことを評価していないようにレナは感じていた。魔王と上位淫魔からすればレベル30なんてまだまだなのかもしれないが、幼い魔物にしては努力しているのだし、このやる気がなさそうな態度だって、ただ怠けているわけじゃないはずだから。


レナのまっすぐな瞳に、ネレネは何かを察したようだ。


すすすと近づき、ちゅ、と頬に口付けた。白百合の香りがする。


「わわ!?」


「淫魔のお祈りよ」


「そ、そうなんですか」


どのような効果が……とは聞けなかった。


かがんだネレネの背後に、恐ろしい背後霊が佇んでいたから。


「ヒイイイッ」


「こちら魔王国の宰相様。レナちゃんたちにお詫びと後始末にきたそうだわ」


「妙な声をあげてしまって申し訳ございませんでしたァ！」


レナは態度を１８０度変えてひねって曲げてなんだかおかしな言葉を話してしまった。深々と下げた頭を上げるのが、気まずすぎる。


▽従魔が　警戒している気配。


▽レナは　チラリと横目で見る。


従魔たちの攻撃姿勢を、ルーカが宥めてくれていた。レナが（グッジョブ！）と小さくハンドサインをすると、ルーカには苦笑される。


「（余裕だね？）」


「（まさか。フォローって聞いてても、宰相さんめちゃくちゃ怖いですよぉ）」


「（助けるよ。［感覚共有］……）」


▽レナと　ルーカは　目を合わせた。


レナの中に、修羅場経験に定評があるルーカの落ち着きが現れて、どくどくと緊張していた鼓動が落ち着いた。


黒紫の瞳になったレナが、顔を上げた。







宰相が現れた


「私は忙しいので、ゆったりした進行は改善するように。ネレネ・ルージュ」


神経質そうなバリトンボイス。


朱色のまっすぐな髪は首の後ろで乱れなくまとめられていて、青色の鋭い眼が無駄なく周りをうかがっている。磨かれたメガネがキラリと光る。青白い顔は仕事疲れを想像させた。あの魔王相手では忙しいに決まっている、とレナが考えていると、蜘蛛のように手足が長い細身の彼が、すっと前に出た。


お手本のような十五度の会釈。


「この度はご迷惑をお掛け致しました。宰相のサディス・シュナイゼと申します」


「あっはい、魔物使いの藤堂レナです。初めまして」


レナがギクシャクと会釈をした。


（角度を合わせたほうがいい）とルーカからの貴族常識に助けられ、頭を下げすぎなかった。


「（サポートありがとうございます。これなら乗り切れそうかも！）」


「（宰相の種族は影蜘蛛。歴代魔王をサポートしてきたエリート従者一族であり、腹芸が得意だよ。レナ、気を引き締めて。一言一言に油断しないこと）」


「（はあい……）」


ゴクリと生唾をのみこんだレナと、宰相の額の「蜘蛛の目」が交わった。レナはゾクッとしたが、白百合の香りがふんわりと香って心を落ち着かせてくれた。それには宰相も気づいて、淫魔からの特別な好意を得たのか……と、眉を三ミリ上げた。レナの評価を上方修正。


「魔王ドグマ様の姿が見えないにもかかわらず、オズワルドが魔物使いレナ様とともにいる……と。……報告通りですね」


「私の連絡に不備はなかったでしょう？　請求書、受理してくださいね」


ネレネがツンとした声で横槍を入れる。


淫魔族のホームグラウンドでよくも傍若無人をしてくれたわね＋この子たちに迷惑かけすぎよ＋また魔王様に逃げられているなんてね？　という批判の合わせ技である。


ゴウッと二人の間に極寒のブリザードが吹き荒れる幻覚が見えた。レナの冷や汗も凍りそう。


「あのあの、座りませんか!?」


「お心遣い感謝申し上げます」


「紅茶をお持ちいたしますわ」


▽レナは　仲裁した。


▽レナは　二人からの　好感度を上げた。


（ネレネさんが熱心な味方になってくれたし、宰相さんも一応味方らしいし、穏便に終わらせたいんだよね。はー、頑張ろう！）


宰相は背に鉄板でも入れているのかと思うくらいまっすぐに姿勢良く座り、レナの姿勢も思わず硬くなった。あまりにも隙のない真面目さは、魔王とはまた別の恐ろしい圧がある。


（この温度差で風邪を引けそう）とレナは遠い目をした。


「魔物使いレナ様。肩の力を抜いて頂いて構いません。私個人としてまずはうかがっておりますから」


「あ、はい……従魔たちを抱いていてもいいですか？　落ち着かせてあげたくて」


「承知致しました」


▽レナは　小さな従魔たちを　もりもりと膝に乗せた。


▽従魔は　リラックスした。


レナの膝にいるオズワルドも落ち着いていると気づき、宰相は目を一度瞬かせる。


「……さて。この度はオズワルドの件で、ご心労おかけ致しました。その後始末に参りましたが、申し上げた通り『国の名を以ての正式な訪問』では御座いません。厳重に事を進めると制約が増え、初動が鈍くなるためです。まず皆様へご挨拶をすべきと考えて、私サディス・シュナイゼが直々に参りました。誠意をお察し頂きたく……」


「分かりました」


「（ええと、宰相の名称を出さないけど、宰相が来たという特別感を受け取れってことだよね？）」


「（レナ正解。そして分かりました、は了承と取られる）」


宰相はようやく「感謝申し上げます」と深く頭を下げた。国の意思とされないように予防線を張られた、と気づくのが遅かった。レナはがっくり項垂れる。くうう！やはり、豪快素直な魔王とは攻略の仕方が違う。


▽宰相は　手帳と禍々しい万年筆を　取り出した。


「魔王ドグマ様が訓練を願った。オズワルドは逆契約を発動した。魔物使いレナ様は承認した。お間違いは御座いませんか？」


「流れは合っています。けれど大事なことを……オズくんを家族として迎え入れたので、私、訓練についてお約束できませんっ」


「承知致しました」


（けれど私が反論しなかったらそのまま進めるつもりだったでしょう？　あ〜こわい）


大人ってズルイ。レナは頬を膨らませたくなるのを頑張って堪えた。


「魔物使いレナ様に相談申し上げます。ひとつ、オズワルドをそのまま従魔として迎える。ふたつ、従魔契約を解除して無かったことにする」


「……え!?」


「あなたを見ていて気持ちをお察し致しました。従魔契約は本意ではなかったのでしょう。自分にできる範囲で現実を受け入れようとした結果なのだと……」


指摘されたレナはどきりとした。


その通りだ、けれど。


「オズくんを従魔として迎えています。それを答えにして頂けませんか？」


オズワルドが緊張していたので、レナは手のひらでポンポンと背中を撫でてあげた。


宰相がメガネを光らせた。


「今ならばまだ選択の変更が可能です。従魔契約の痕跡を視ることができるほどの者など滅多にいないため、オズワルドの契約を解除して、レベル30からこちらで教育し、次期魔王を志させることもできる。幸いにも一度受け入れて頂いたので、逆契約不成立によるペナルティもない。面倒事を手放して、賠償金を受け取れば、レナパーティにとって総合的にプラスで終わると想定しております。それでも、現状を選びますか？」


宰相が禍々しい万年筆をこれ見よがしに揺らす。あれでメモをされたら、約束が確定してしまうのかもしれない。


レナは黒紫の目で、宰相を計ろうとする。きちんと心配から再確認をしている、と視えた。


いい加減にしてほしい。三者に対して。


（宰相さんも、オズくんも、魔王様も。みーんな愛情ってものに不器用なんだから！）


レナは目尻をキッと上げる。


「確かに逆契約には驚きました。……でもね私、ちゃんと覚悟して受け入れたんです。だからそんな、オズくんだけを責めるようなことは！　言わないで下さい……！」


レナが涙を零した。


宰相がハンカチを渡した。


「失礼致しました」


「こちらこそ堪えられなくてすみません……ぐすっ。でも、駄目だと思うんです。大人が理想を子どもに押し付けたら」


「魔王様によーーーーーく言い聞かせておきます」


それこそ子どもへの対応みたいだ。魔王は子どもの純粋さと残酷さをそのままに成長してしまったのだろう。誰よりも強かったからこそ、誰にも注意されることがなくて。


レナの考えを察したのかどうか、宰相がふと呟いた。


「ツェルガガ王妃が亡くなってからというもの、魔王様は以前にも増して落ち着きがなく自由になってしまって」


「さみしいんでしょうか？」


「……そうだと思います」


オズワルドの母ということだ。さみしさはオズワルドだって感じていることだろう。


「素敵な方だったんでしょうね」


「巨人族の女傑で、ドグマ様と連日連夜戦闘をしてギリギリ負けるほどの強者でした」


「すっごい!?」


思わず本音が飛び出したレナ。びっくりしすぎて涙が収まった。


しょんぼりしていたオズワルドの尻尾がぴしんと一度揺れた。


きっと魔王と息子は、心の支えを無くしてしまった状態なのだと思った。レナは繰り返す。大事に、気持ちを込めて。


「私はオズくんを迎え入れましたから。この子がここにいたいって思うなら手放さないし……願いは叶えてあげたいです」


「オズワルド。あなたも自分の意思を言いなさい」


眩しそうに主人を見ていたオズワルドに、宰相が言葉を投げかけた。


▽オズワルドは　レナの膝の上から　飛び降りた。


レナは追いそうになる手をぐっと堪える。きっとオズワルドから何か語ってくれると信じて。


オズワルドは体に光を纏った。


瞬きする一瞬の間に、少年くらいのヒト型になる。


毛先がツンとした青の髪に、金の目。いつものようにじとりとレナを眺めているのは照れているからなのだと、赤くなった鼻と頬が明らかにした。困ったように眉がしかめられている。しなやかな筋肉がついた体は、やたらとこだわった子ども服に包まれている。ステータスの「Ｍ風の子服」とはこれのことだろう。魔法効果がついたトレーニング用品、つまり魔王は過保護なのだ。


その気持ちをもっと上手に伝えてほしいですねっ、とレナは呆れた。


「オズくん、もう魔人族になれるんだね」


「両親が魔人族同士だった場合、子は生まれながらにヒト型になれるんだよ。……アンタ魔物使いなのに知らないことがいろいろ多いな、逆契約のこともさ」


「う、うん。今後に期待してて」


レナはニッと笑ってみせる。前向きだ。


つい素直じゃない発言をしてしまったオズワルドは顔を逸らして気まずそうに後頭部をかいた。こんなこと言いたいんじゃないのに、と唇を嚙む。


「『ご、しゅ、じ、ん、さ、ま!!』」


先輩従魔たちがぎゃんぎゃん吠えた。


後輩指導。最初が肝心。


▽主人には敬意を払うべしッ!!


「……主あるじさん。どう？」


「うん、ありがとう！  それがいい」


レナはもちゃもちゃ暴れている先輩従魔たちを押さえ込むようにしながら、ぶわわっと胸に喜びが込み上がってくるのを感じていた。あからさまに嬉しそうなにやけ顔を見て、オズワルドと宰相は（本当に従魔が好きなヒトだ）と納得した。


その納得は、青の尻尾がわずかに振られたことに現れた。宰相がメガネをクイッと上げて、厳しい瞳がわずかにやわらいだ。


レナがオズワルドに手を差し伸べると、オズワルドは貴族のような動作で片膝をついて、手を取った。綺麗な発声でいう。


「……ありがと」


「どういたひましてっ！」


握手のつもりだったレナは、かしこまられて逆に緊張してしまった。肝心な返事を嚙んでしまったので、苦笑した。


「一件落着のようね？」


ネレネがとっておきのラベンダーティーを淹れてくれた。お祝いの高級茶葉ブレンドだそう。


ホッ、とひと息。


みんな頑張った。そう、それぞれに現実と向き合ったのだ。


宰相がちらりと、肩に乗った朱蜘蛛に目を向ける。なにやら報告を受け取ったらしい。


「そろそろ退却します。それでは魔物使いレナ様、これを」


「紙……？　なんですかこれ。ワッ!?」


宵闇よいやみで染めたような紙に、赤の文字が浮かび上がったので、レナは飛び上がって驚いた。


「オズワルドの従属が継続された場合の、保証書です」


「初耳ですけど……そんなのあったんだ……」


「素直な意見を言いやすいようにと、提案の順番を考慮致しました」


やられた〜、とレナがさすがに膨れる。ラベンダーティーでリラックスしたから素が出ちゃう、ってことで。ネレネがクスリと笑った。


宰相の指が文字をなぞっていく。魔力がにじみ、もう後戻りはできないのだろう。


「月々の報酬として10万リルお支払いいたします。一般人は入れない国内の特別な施設や、シヴァガン王宮内部にも申請をすれば入場許可を致します。それから……魔王国の〝後ろ盾〟をご提案申し上げます」


レナが目を丸くした。思いも寄らない流れだ。


シヴァガン王国の国籍を問答無用で与えられて縛られるかも？　などと心配していたのだが……言葉のニュアンスがどうも違う。


「後ろ盾……ですか？」


「後ろ盾というのは、例えば皆さんが今後、魔王国の自治が及ばない地域でなんらかの事件に巻き込まれた場合、魔王国が名告を上げて助ける……という保証です。他国の権力者から圧をかけられた際に、魔王国が味方すると明確に口にしてもいい。それで防げるトラブルは多いはずです。もともとこの対価としては、政府から〝魔物使い藤堂レナが、現魔王の息子の教育係になった〟と公表することを要求するはずでした」


「…………」


「しかしご意思は固いようで」


「色々考えてくださって……」


「ええ。この公表について、成り立ちませんでしたが、概要の説明だけ聞いておきませんか？　皆さんの今後の身の振り方にも関わってきますから」


レナがコクリと頷いた。わざわざ教えてくれるならありがたい。


宰相も頷きを返した。


「このような公表を目指した理由から。まず、秘密裏に魔物使いを雇うと、魔王国は軍事強化をしているのではないか？　真意は？　などよそからの邪推を促してしまいます。加えて、魔王の息子を従えているレナパーティの取り込みを権力者は図るでしょうから、魔王国から理由を公表することで見守っているのだとアピールする狙いがありました」


どれも納得の内容。レナは生唾を呑む。


これらを拒否したのだ。


でも、後ろ盾はできればほしい。こんなことを聞いたあとでは余計に。


（何を対価に、交渉できそうかなぁ？）


レナが考えはじめる。宰相は話を続ける。


「オズワルドについて。我が国のならわしとして、魔王の実子であっても王位継承権は与えられていません。オズワルドを皆が敬称をつけて呼ばないのはそのためです。武闘大会で全ての魔物に勝つことでのみ、魔王の座が認められます。そのため息子に政治的価値はないのですが……ヒト族の王たちはいまだに世襲制のイメージを持っています。レナパーティには、ただの強力な戦力ではなく、魔王国の王位継承者がいるというイメージが付きまといます」


「それは……怖いですね……」


「ええ。わざわざ繰り返したくらい重要な点です」


レナは自分のこれまでの価値観と比べてみる。


認識が甘かった、と言わざるを得ない。


もともとレナは平和な日本の女子高生で、異世界に来て数ヶ月足らず、放浪の旅生活をしていたため異世界特有の危機意識がどうしても追い付かない部分がある。


国籍を持たない冒険者であるということは、例えば誘拐や監禁、殺されたとしても、最近ギルドで見ないわねぇ、別の街に行ったのかしら……とふんわり処理されてしまうということなのだ。しばらく姿がないからといって国軍に捜索されるという事もない。国は、ふらりと訪れただけの旅人に対して、そこまでの責任を負わない。税の支払いなどの対価として、国民個人を助けるのだから。国政は慈善事業ではないのである。


もっと気をつけておくべきだった、という後悔が残る。


でもオズワルドを迎えたことは後悔しない、パーティの方針も変えない、とレナはそれだけはしっかり決めているから。


凛々しい目のまま見つめてくるレナに対して、宰相はそっと目を細めた。


「ご清聴ありがとう御座いました。ところで、先ほどのような公表をしなくても、後ろ盾を渡すことができます」


「…………えっ？」


「後ろ盾を渡す。オズワルドのことは公表しない。それを併せて可能に……」


「どのような方法ですか!?」


「（レナ、食い気味すぎ！　ちょっと落ち着いて）」


「（あ、ルーカさん……すみません。興奮してたら失敗しますもんね）」


レナは深呼吸した。意外な名前が、宰相の口から飛び出した。


「ミレージュエ大陸にいる淫魔ルルゥをご存じですね？　上位淫魔ネレネの『お姉様』の位くらいを持ちます。彼女が、レナパーティを魔王様に推薦していました。〝優秀な魔物使いについて報告します。その代わり魔王国でしっかり守ってください〟と」


「ルルゥさんがそんな風に……」


レナの目が潤うるんだ。


身寄りのないレナたちをそこまで気遣ってくれたことが、嬉しかった。その情報があったからこそ魔王に絡まれてしまったのだが、それ以上に、レナたちの身を守る相談をしてくれていたのだ。


宰相が「改めて」と取り出したのは、まっさらな黒の紙。


「ここに新たな条件記入をしていきます。私が言った言葉に問題がなければそのまま進めますので、変更希望があればそのつど発言してください」


「はい……！」


よほど急いでいるようだ。宰相の肩に、新たに朱蜘蛛が三匹乗っている。


「魔物使いレナをリーダーとする冒険者パーティへ、オズワルドが移籍。それに伴い、シヴァガン王宮での生活という魔王の息子の待遇を打ち切る。政府からは、ブラックドッグが出家、とだけ公表する。別途、淫魔ルルゥの推薦により『将来有望な魔物を有するレナパーティ』への後ろ盾を承認。なお魔物使いレナの魂が善人の間のみ、支援を有効とする」


（情報量が多っ！　これは確かに落ち着いてないと混乱しちゃってたかも……）


オズワルドがレナをチラリと見た。本人は出家を納得しているようだ。


「……よろしくお願いします！」


「ここに血判を」


「う……」


▽レナは　リリーを呼んだ。


▽リリーは　レナの指に　牙を突き立てた。


レナが指を押し付けて、黒の紙に血判完了。


「悪魔文書を確かに頂戴致しました」


「すさまじい紙だった……」


「この契約は絶対破られません。よりご安心頂けるよう、こちらの誠意を感じていただけたらと」


（悪魔はただの種族とわかっているんだけど、どうしても日本でのイメージがつきまとうんだよね。いけないいけない。それから宰相さんの誠意って発言が、圧〜！）


口の周りを血塗れにして恍惚としているリリーを見て、宰相がどこか遠い目をした。


「規格外の魔物ばかりテイムして苦労なさっているようですね」


「なんの。魔王様に仕える宰相さんも、いつもお疲れ様です」


▽妙な信頼関係が　生まれた。


▽宰相も　魔王を慕ってはいるようだ。


レナがまだ知らない、魔王のいいところも悪いところもあるのだろう。


深々と二人は礼を交わした。


「本日はご対応くださり誠に有難うございました」


「こちらこそ。ふわふわしてた話が地に足の着いたものになって、良かったです」


「それから最後にひとつ」


何が飛び出すのだろうとレナが戦々恐々としていると、宰相は慇懃無礼なくらい丁寧に告げた。


「私は個人的にこの場に伺い、譲歩した契約をしましたが、事前に内容を精査してから提案を差し上げています。レナパーティに余分に入れ込んでいるわけでは御座いませんので、誤解をしないように。影蜘蛛の一族は、ただ規則に従って行動することが誇りなのです。自分の味方は誰なのか、間違えないように十分お気をつけ下さいませ」


（不器用すぎる……気をつけてねって言葉にここまでの装飾を……ツンデレだ）


「もちろんですよ。サディス宰相」


レナは心からのお礼として、深々とお辞儀をした。






▽怒涛の会談、総まとめ。


▽レナは　優秀な従魔を　テイムした！


▽魔王国政府との深ぁい縁ができた！


▽自由な旅人のままで　魔王国の後ろ盾を　手に入れた！


破格すぎるすばらしい成果である。すごーい！　とか思っといた方がテンション上がるからそうしよう！　とレナは決めた。できるだけポジティブじゃないとこの異世界で生きていけないのだ。


▽宰相が　退室した。


「……よし、今度こそお出かけしよう」


『「えいえいおー！」』


レナは気分転換のために、とっておきの衣装を引っぱり出してきた。


▽レナが　軍服風ワンピースに　着替えた。


それから従魔たちにも、グレンツェ・ミレー港で買ったオシャレ着を……と思ったのだけれど。それぞれ幼児姿にしかなれない従魔を大人二人で引率するのは大変なので、諦めた。魔王国の散策に慣れてからみんなでおしゃれをしよう。魔物姿の従魔には、おめかしリボンを結んであげた。


「オズくんはヒト型で行く？」


「悪いんだけど……俺、ちょっと疲れた」


オズワルドはだるそうにそう言うと、子犬の姿に戻ってしまい、ひらりとソファの端っこに飛び乗って、体を丸める。


『主さんたちだけで行ってきて。それか同行の命令する？』


「しないよ。分かった、じゃあ私たちはちょっと出かけてくるねー。できるだけオズくんといたいんだけど、かなりお腹空いちゃって」


レナがお腹に手を当てると、驚きのタイミングの良さで「ぐー」っと鳴った。


オズワルドの頬が少し膨らんだのは、笑いを堪えたのだろうか。レナの背後で笑いきっているルーカのように、いつか心を開いてほしいものだ。そんなことを考えながら、レナはペチンとルーカの頬を軽く叩くと、マゾっ気のあるハマルが『ボクも♡』と滑り込んでくるからオマケビンタすることになるし、ご褒美もらってるのいいなー!?　とシュシュが抱っこを要求して、血好きのリリーには［吸血］を許すことになった。クレハとイズミが『『触れ合いたいのー♪』』と服の下に潜り込んできたのでレナはくすぐられて悶えた。


あまりの騒ぎように、オズワルドが呆れている。


「通常運転です」


▽レナの宣言！


このパーティに馴染まなくてはいけないのかと、オズワルドがちょっぴり戦慄した。


▽がんばれ！


「じゃあオズくん行ってくるね。ゆっくり休んでて、はいこれ」


レナが赤のブランケットを側に置いた。クレハとイズミが飴をプレゼントして、リリーとシュシュからはお花、ハマルから羊毛クッションの「夢」が贈られた。そしてルーカは四角の連絡魔道具を添える。


『……どうも』


「なにか買ってきて欲しいものは？」


『適当な食事』


「はーい。いろいろ買ってくるから楽しみにしてて」


レナはアレルギーについて聞く。血抜きをしてないドラゴンの肉は生臭くてちょっと……というオズワルドの驚愕の食生活が露わになり、ワイルドすぎる子育てをしていた魔王を今度会ったらガッツリ叱ると決めた。従魔のためならモンスターペアレントにもなりましょう。


またあとでね、と扉を閉めた。


従魔として主人を求めるさみしさが、オズワルドの胸にほんのりと甘く残った。







商店街に行こう


レナパーティは商店街にやってきた。加工食品をメインに扱う街道、美味しそうな匂いがあらゆる方向から漂ってくる。屋台、カフェ、食堂……なんでもござれ。これだけ店がひしめき合っているのにどこもかしこも繁盛しているのは、冒険者ギルドが近くて腹ぺこの利用者が多いから。レナパーティは絡まれないか!?　というと、ひっそりと影に潜む護衛がオシゴトをしている。昨夜はあまりに多忙で挨拶が見送られたほどだ。


レナとルーカに抱かれている従魔たちの話題は、後輩のことで持ちきりだ。


『オズ、寂しくて泣いてないかしら〜？』


『くすんくすん鼻を鳴らして、ふにゅんふにゅんレナの残り香嗅いだりしてて』


『『きゃーっ可愛いものね〜♪』』


『なにそれ……シュシュもご主人様の残り香嗅ぎたい。記憶に刻み付けていつ如何なる時も幸福になりたい』


『それなら〜ビンタと鞭打ちの甘〜い痛みの余韻はいかがですか〜？』


『ご主人さまの、血……吸うと、物理的に、合体できるよ？』


「こーら。後輩をからかわないのっ」


レナが従魔それぞれにツンツンとデコピンしていった。構ってもらった先輩はきゃあきゃあはしゃぐ。ワケありの後輩がやってきて、先輩たちはいつもより甘え足りていないので。


レナは苦笑した。それからふーーっと長く息を吐いて獣耳などをくすぐった。


ひたすらに従魔たちが可愛い。癒される。


だからこそうまく仲裁してあげることが、レナの魔物使いの腕の見せ所である。


「オズくんは今、一人になって考えたかったんじゃないかな。これからどうするのか、どうしたいのかって。あの子は王宮の環境じゃどうにもならないモヤモヤがあって、助けてほしくて、懇請をしてきたような感じがするんだ。私、魔物側から求められたのは初めてだから……どうするべきなのか、私も分かってないよ？　でも」


「『レナなら大丈夫！』」


「ふふ、ありがとう。オズくんに関しては、あっちからいろいろ言ってくれるように受け身の環境を整えてあげるのがいいと思うの。そういう方針に協力してくれる？」


「『仰せのままにー！』」


ぴし！　と従魔が主人に敬礼する様子は、けっこう魔物使いらしかった。


いつもはレナが従魔たちを世話しすぎて「どっちが主人だ」状態なのだけれど。


仲間に入りたいっと突撃しかけた変態を、護衛が止めた。


「レナ、オズワルドの動機は本人もまだモヤモヤしてるようで、僕にも本質が視えない。だから受け身は正解だと思う。彼が自分を見つめ直すことでこそ、気が晴れるんじゃないのかな。うちへの害はないって僕が保証するから。万が一違ってたら叩いていいよ」


「またそんな物言いを……こら。そうやって一人だけ悪者になろうとするのはダメですからね」


「はいはい」


「仲間思いのルーカさんには、そこのタマゴサンドを買ってあげちゃう罰です。さあいこうー！」


「転ぶよレナ」


「あっ」


相変わらずのペースが戻ってきたので、従魔たちは安心した。


レナが転びかけたとき、ルーカが助けて、従魔たちがフォローするいつもの流れ。プッと笑う。


そしてレナがぶつかりそうだった大柄の冒険者は一瞬で姿を消していた。


（あれ……？）


不穏な気配を感じたわけでもなかったからまあいっかあ、そんなこともあるよね、とレナが受け流す。ラナシュでは、曖昧に物事が過ぎていくことがよくある。そのすべてを解明しようとしていたら、人生がいくつあっても足りない。今が大事。


▽サンドイッチ専門店を訪れた。


▽タマゴサンド　野菜サンド　ベーコンサンド　フルーツサンドを　購入した！　×20


▽ベーコンレタス目玉焼きサンドを提案したら　店員に感謝された。


▽マンゴージュースを　オマケしてもらった。


こんな調子でたくさんの食品を買い込み、オマケをもらって、食べ歩きの可愛さが宣伝になるからとあちこちの商店から呼び込みをされる。


クレハとイズミは飲み物でスライムボディをマーブルカラーにしていて、リリーは悪魔菓子店の柘榴キャンディを夢中で舐めている。シュシュは野菜の試食でまんまるになったお腹を放り出してハマルの上で寝ているし、ハマルの羊毛には小袋に入ったオマケがクリスマスツリーの飾りみたいにひっついている。ルーカはたくさんの買い物袋を持っていて、レナは新しい商店を見るたびにまだまだ目を輝かせてありったけ買い込んだ。


歩く広告塔のようなレナパーティ。


（……ある意味守るのは楽ですけどね、目立つから見失わんし）


（変態を量産するのだけやめてくれませんかねぇ!?　ほんとに、こんな激務初めてっす！）


影で護衛たちが働いている。


レナたちの頭上に水の膜がドームのように現れて、太陽の光を美しく透かした。アクアリウムを見上げているみたいな光景だ。そこに黒薔薇の花びらが泳いで、水の粒がキラキラと凍る。


路上サーカスショーだろうと国民は呑気に見上げた。


その呑気を守るために働いてくれる大人たちが、この街にはいるのだ。


レナたちはようやく護衛の実力を信じて、魔法服屋に入り、お金をたっぷりかけて小柄魔人族向けの服を買うと、着替えて、街に飛び出した！


クレハとイズミは輝く宝石のような赤と青の髪の双子。リリーは褐色の肌に乳白色の髪の美少女。シュシュは柔らかな桃色髪と羽根耳をもつ美幼女。ハマルは白金色のふわふわ髪が可愛らしい少年。それぞれにおしゃれ着を纏って、きらきらの笑顔を見せて、街の一角をおおいに沸かせた。


☆


はるか遠方のざわめきをかすかに聞いて、オズワルドが耳を動かした。少し開けた窓からは、春らしい穏やかな空気がそよ風に乗って集ってくる。


外の様子が気になったけど、あまりにも体がだるくてうずくまった。少しでもラクになりたくて主人が寄こした赤のブランケットに鼻を潜らせて、平常心を取り戻そうとする。頭がぐるぐるして、明らかに数日前までと同じ不調だった。


（王宮から離れたら治るわけでもないのか……くそっ……）


ふと、嗅ぎ慣れた匂いに気付く。ブランケットの中に魔王からのブラシが紛れ込んでいたのだ。偶然のはずはない。家族をよく口にするレナは、きっと父と息子の絆なんてものを願っているのだろうと考えた。屈託のないレナの笑顔を思い描いたオズワルドは（フン……）不服な鼻息を漏らした。そんな仕草をしてみせたって、尻尾はふるりと揺れる。


『俺、ただの犬かよ……』


はあ、とため息。


従魔契約のせい、と自分の一面を無理やりの理由で認めてしまうと、気持ちが少し楽になった。


もともとオズワルドの幼いプライドなんて、激強俺様魔王ドグマによって粉砕されているようなものなので、このようななんちゃって一匹狼状態なのはただ「拗こじらせている」だけなのだ。


『主さんたち、いつ帰ってくるんだろ。……なに話したらいいんだろ』


謝るタイミングは完全に逃してしまっている。


（……まさか俺のテイムを一回拒否するなんて、驚いた。なんだかんだ理由をつけてても、強い魔物が身内になると分かれば喜ぶと思ってたのにな……）


でもレナの喜びのポイントが違っていたのは嬉しいことで。


うぐぐぐ、とオズワルドが奥歯を嚙んで、むずがゆさをやり過ごそうとする。尻尾はびたんびたんとクッションを打った。ころんと転がって、羊毛クッションにぼすっと頭を埋める。するとびっくりするくらいの眠さが襲ってきた。


『すぅ……』


瞳がやんわり閉じられた。


ハマルのスキルを使わない睡眠はまどろみを誘う。まぶたがピクピク動いて、悪夢をみ始めた。


現実の悪いところばかりをつきつけられて、開きかけていたオズワルドの心が閉じられた。







ステータス確認


▽レナパーティが　淫魔のお宿♡に　帰還した。


「ただいまーオズくん」


「「たっだいまー！」」


「……あれ、寝てる？」


オズワルドはすぅすぅ寝息を立てており、ソファの端にうずくまってピクリとも動かない。イヌ科なのだから聴力はいいはずだけど、耳がこちらを向きもしないのでわざと無視しているわけでもなさそうだ。


「よほど疲れていたみたい……この子にとって重大な決断をしたわけだしね」


レナがそうっと近寄っていって、よしよしと頭を撫でた。するとオズワルドの体から力が抜けた。


「スキル［快眠］〜」


「ありがとうハーくん。しっかり眠って早く疲れが取れるといいよね」


「「それな！」」


「クスクス。オズの、ご飯……あとでも大丈夫？」


「冷めても美味しいものをってご主人様が選んでたから、大丈夫だよリリー！」


「あ、そうだった。忘れてた……テヘ♡」


「「ご主人様はすごいね！」」


「やった〜褒められた〜」


レナとシュシュとリリーが戯れながらベッドに転がった。


帰宅早々くつろげるように、ベッドの上には、薄くてサラサラした布がかけられている。これなら着替えずに寝てしまってもいいから。ネレネの気遣いからくるサービス♡だ。


転がったレナの足からブーツを引き抜き、外套を脱がせて、ルーカが自然に帰宅後の整頓を始めた。レナの髪に飾られていた生花を抜くと花瓶に生ける。こんなにも甲斐甲斐しいのは、従魔になってから目覚めた素質だ。もともと器用なルーカが正式に仲間に加わったことによって、レナの生活はどんどん快適になっていく。三つ編みの乱れを直されながら、レナは拝んでおいた。


「ぷっ。なにそれ」


「感謝の気持ちです」


「はい［赤ノ祝福ヲ賜リシ覇衣］忘れずにね〜」


「前が見えませんけど……なにこの中途半端な着せ方……照れてるんですか？　照れてるんですね？　早く着せてくださいよっ取繕う前に見たいから！」


「なんのことやら？」


▽ルーカは　澄ました顔をしている。


▽照れ顔を見逃した　レナが　膨れている。


▽しかし　激写されていた！


＜ジャーン＞


「げっ」


「スマホさんがいてくれてよかったよね」


レナがケラケラ笑いながら、オズワルドの横に置かれていた四角の魔道具＜スマホ＞を手に取った。


先ほどまではオズワルドを録画してくれていて、今はルーカの表情を激写している。


レナのスマホは特別で……。


＜マスター・レナの喜びが私の喜びーーッ！　ホホホホホホ！ いやぁ意思が目覚めて本当に毎日が豊かですよ＞


「スマホさん元気だー。よかった。スリープモードになりながらもサポートありがとうね。あなたも自我が目覚めてからー定期的なスリープモードが始まったし、従魔になりたてのオズくんもそういうかんじ……って考えてもいいのかな？　逆契約っていう特殊な状態だったぶん、魂への負荷が大きいとか」


＜私に関してはイエスですし、オズワルドさんにとっては、従魔契約魔法よりも、精神的な負荷の方かもしれません。お留守番していた時の独り言を聞きますか？＞


スマホの画面に動画が表示されて「▽」マークで視聴を始めるか、問われている。


＜身体不調の様子も映っていますから視聴をオススメ致します＞


「そうくると。オズくん、ごめん……！」


レナは指先でスマホをタップした。


動画が始まる。


留守番中のオズワルドはソファの隅から動かずに体を丸めていて、たまに唸ったり……とても快調とは言い難い。レナの心が痛む。父である魔王のブラシを見た瞬間、目元が柔らかくなったかと思いきや、ぎゅっと眉間に皺を寄せてきつい顔つきになった。やはり魔王がキーなのだろう、良いことも悪いことも。


＜〝……主さんたち、いつ帰ってくるんだろ。……なに話したらいいんだろ〟……以上で御座います＞


「ありがとうスマホさん」


＜画面をタップして下さいまし♡＞


「はいはい」


レナがつんつんと何度もタップすると、スマホの画面にはハートマークが舞った。クスリとレナが微笑んだ。


「はー。オズくんのことを知ると同時に、魔王様たちのことも知っていく必要がありそうだね。あちらの方が「「おバカ脳筋っぽーい」」こらっやめなさいクレハイズミ！　素直だから、親子のすれ違いとか経緯が分かりやすそう」


「あとで会いにくる〜話にくる〜って言ってたね」


「オズに、かこつけて……ご主人さまに、接触、決定してたもんね？」


「全自動我が道肯定わんわん王。わおーん」


「「きゃはは！　ぱふぱふ〜！」」


おふざけが止まらなくなった幼い従魔たちを、レナが穿たしなめる。


その隙にルーカがスマホと相談して、頷いた。


「僕の魔眼で視た情報、みんなで共有しておこうか」


▽魔王たちのステータスを確認しよう！


▽国家機密を　ルーカの【☆７】［魔眼］が丸裸にしてしまった。






「ギルドカード：ＳＳ    名前：ドグマ　　種族：デス・ケルベロス♂、ＬＶ.75


装備：高級貴族服、Ｍ付与魔法無効ジュエリー、Ｍバッグ、Ｍ装飾保存ブレスレット（藍）


適性：黒魔法［闇］、赤魔法［熱、炎］、緑魔法［治療］　　体力１２１　　知力：85


素早さ：１０８　　魔力：76　　運：41


スキル：［嚙み砕き］＋１、［剛爪］＋１、［観察眼］＋２、［遠視］、［地割り］、［身体強化］＋１、［五感向上］、［全力初動］、［咆哮ほうこう］、［業火球］、［火柱］、［超回復］＋１、［ハイ・テンション］、［拘束離脱］


ギフト：【☆５】［限界突破］、【☆５】［野性の本能］　　称号：孤高の獣、魔人族、魔王」






室内の空間に現れた緑のウィンドウに、これらの情報が現れた。ギルドカードと同じレイアウトなのはスマホの調整。先ほどルーカと相談していたのはこれだった。


「うわ強……！  さすがにレベル高い。魔王様って、この世界の最高峰？」


「いや、あのデス・ケルベロスはまだ年若いから、歴代魔王と比較してもレベルは低め。そもそもレベルに関しては、長寿種族や、戦闘に明け暮れるＳランク冒険者など、魔王よりもレベルが高い存在がいくらかいるよ。しかし純粋な強さは、魔王ドグマが圧倒的なんだろうね。前回武闘大会で優勝しているんだから、少なくともジーニアレス大陸で一番だ」


ルーカが、スマホのウィンドウを指でなぞりながら説明する。


「ギフト二つ、多彩なスキル……どれも強力な技能が揃ってる。あとは本人の戦闘センスもすばらしいんだろう。［野性の本能］で技能を使いこなし、［全力初動］で全開戦闘、［ハイ・テンション］で限界突破。魔物たちの頂点に立つ存在として、文句なしにふさわしい」


「「人柄はアレだけどね〜〜っ？」」


「そうだねぇ……んっ、んんっ！  あ、危ない。無意識に肯定してた。内輪ノリがクセになっちゃうと、今度魔王様に会った時に出ちゃいそうだから気をつけようっと……」


 レナが「ふー」と胸をなで下ろす。


 その間に、ルーカがレベリングについて補足する。


「レベルが高くなればなるほど、成長が途中で停滞する。同等以上の力を持つ相手がいなくなるから、レベルアップの経験値を得ることが難しくなるんだ。ツェルガガ王妃が亡くなって戦闘の機会が減ってから、魔王ドグマのレベルはほとんど変化していない……と視た。ラナシュにレベル上限があるかは分かっていなくて」


＜ラナシュネットワークに接続中……接続中……。レベル上限は御座いません＞


「うっわ、スマートフォンやばすぎ。それ研究者が目を剥いて驚く情報だよ……？　異世界日本のスマートフォンの検索力はもはや反則だ。そうそう、ラナシュ世界史上で記録されている最高レベルは〝１００〟だよ」


「ルーカさんすごい、博識！　スマホさんもとんでもない！」


＜ホホホホホ！＞


「まあ勉強はそれなりにね」


ご主人様に褒められて、スマホの画面がキラリと光って、金色ネコミミが得意げに揺れた。


「このギルドカードランクは？　冒険者だったわけじゃないですよね」


「高貴な身分の者たちは、災害が起こった時に冒険者ギルドに力を貸すため、『ＳＳ』ランクとして登録されている。魔王、宰相、彼らも冒険者として高難易度の依頼を引き受けた事があるんだよ」






「ギルドカード：ＳＳ   名前：サディス・シュナイゼ　　種族：影蜘蛛♂、ＬＶ・82


装備：高級貴族服、Ｍバッグ、書類セット、Ｍ装飾保存ブレスレット（朱）


適性：黒魔法［闇］、緑魔法［風、治療］、黄魔法［付与］　　　体力：89　　知力：１２７


素早さ：78　　魔力：84　　運：40　　　スキル：［魔力増大］、［束縛技術］＋２、［透明糸］、［粘着糸］、［切断糸］、［束縛糸］、［糸質変化（鋼）］、［毒牙］、［直感］、［高速筆記］＋１、［速読］、［記憶力向上］、［話術］、［バランス感覚補正］、［威圧］＋１　　ギフト：【☆４】［集中継続］、【☆４】 ［蜘蛛の嗜み］   称号：魔人族、一族の誉ほまれ、教育者（極きわみ）、宰相」






「わー。技巧派って感じ。魔王様とのギャップが」


「あの、魔王を……大人しくさせるために。これくらいのステータスが……必要、なんだね……！  シュシュ』


「分かってる、リリー。鍛えよう。いざご主人様が危なくなったら奴に一発くらわせるため、鍛錬を加速させなくちゃ！」


「「押忍！」」


「やる気がそっちに行っちゃったんだ。まあ、鍛錬のエネルギーになるならそれもよしかな。うっ、主人のために強くなろうとしてくれるうちの子たちって本当に好き……！」


「「ごっ主人さまぁ〜！」」


ひし！　とオトメ三人が抱き合った。


▽廊下の向こうに　誰かの気配。


▽ルーカの［透視］


護衛代表のロベルトだ。


彼なら勝手に部屋に入ってくることはない。ついでにステータスも確認しておこう。






「ギルドカード：Ｓ  名前：ロベルト　　種族：雪豹スノー・パンサー♂、ＬＶ・50


装備：魔王軍制服、Ｍバッグ、Ｍ通信リング、Ｍ装飾保存ブレスレット（白）　　適性：青魔法［水、氷］　　体力：79　　知力：68　　素早さ：１０９　　魔力：56　　運：20


スキル：［駿足］＋１、［切り裂き］、［暗躍］＋２、［忍び足］、［氷爪］、［氷鏡］、［パウダースノウ］、［氷点下］、［冷気耐性］    ギフト：【☆５】［耐久力］　　称号：万能部下、万能上司、魔人族」






「すごくロベルトさんらしい称号」


「「ねーー！」」


そんな感じだ。確認終了。







    
  
  




従魔たちがヒト型から、魔物型に戻った。やんちゃな内緒話を聞かれないための配慮である。同じ種族でないため、従魔の言葉はロベルトに理解されないはずだ。


コンコン、ノックの音。ひんやりと冷気が扉から入ってくる。


雪色の髪にしなやかな体つきの雪豹獣人、魔王国の制服を纏ったロベルトが現れた。


「…………大丈夫ですか？」


レナの第一声がこうなってしまったのは、いかにも疲労困憊と言えるくたびれきった様子にビビったから。諜報部所属で体力があるロベルトがこんなに疲労をあらわにしているとは。


「おはようございます」


「もうお昼ですロベルトさん。疲れていますね？」


言動も限界がきている。自分たちのことだろうか、それとも魔王国の内輪事情だろうか。どっちもだろうなぁとなんとなく察した。さすがに自分たちを狙う変態どもが増えていて対応に追われているなんてことまではレナは知らないが。


「もしかして、コレですか？」


レナは指をそろえた手のひらを頭の上に持って来て、ピコピコと動かしてみせた。


魔王デス・ケルベロスの獣耳を表している。


「察して下さい」


ロベルトも同じ仕草を返す。自前の耳があるだろうに、疲れは判断を狂わせるのだ。


従魔たちがケラケラプルプルと震えて、やり取りを見守っている、その様子に癒されているロベルトのために、幼く無邪気なからかいがあったことは内緒にしておこう。


「ここに来るまでの道中で、魔王ドグマ様に遭遇しました」


「あーーーー。遭遇ってレベルなんですね」


「神出鬼没です。あの疾走力と失踪力と体力と今を生きる生命力はすばらしい」


上司の悪口は言わない、まさに万能部下。


レナがいたわりのクッキーを分けてあげると、ロベルトは苦笑した。


「レナ様たちに、魔王様から、装飾品を届けるように仰せつかいました。こちらのペンダントです」


「なんですと」


サクランボのような赤ピンクの玉が鎖で繋がれている。綺麗、とレナは呟いた。


これをわざわざ渡してきた真意を考える。


「オズくんに渡しておきますね。きっとそうだと思うから」


「お察しありがとうございます。魔王様は全てを仰りませんでしたが、本意はそうなのでしょう。このペンダント、命を奪う攻撃を一度身代わりする効果があるそうです」


「えっ、すごいものですね!?」


破格の効果を聞いたあとでも、レナはペンダントを当たり前のようにオズワルドの側に置いた。


だからこそ魔王はレナに託したのだろうな、とロベルトが気付く。


レナは眠るオズワルドの頭をそうっとひと撫で。起きたら、きちんと承認を取ってから首にかけてあげるつもりだ。


「オズくんは、大切にされているんですよね」


「そうですね。あなたにも」


「もちろんですっ」


二人は笑みを交わした。


控えていた従魔たちも、喧嘩もあったと聞いていたが、今では、ガッツポーズしたり頷いたり、思い思いに「もう後輩だよ！」と告げている。


（良い報告ができそうでよかった）


ロベルトは後ろ手に扉を少し開けて、廊下を見せた。不思議に思ったレナが顔を傾けて、覗き込んだところ、複数人の気配があるけれど姿は見えない。


「みなさんを護衛する人員が増えましたので、紹介を。ゴーストローズの樹人、魚護人マーマン、瞳の一族メデュリ・アイ。オズワルドがにおいを覚えておりますので」


「何かあったらあの子に聞きますね。分かりました」


「話が早くて助かります」


ロベルトが会釈をする。


オズワルドに任せるくらいに信頼があることが、レナは嬉しかった。


▽護衛人数分のクッキーをあげた。×３


▽お土産を渡した。


「引き続きよろしくお願いします。みなさんの滞在が有意義なものになりますよう。それでは」


「お疲れ様でーす」


▽ロベルトたちが姿を消した。


▽この後も護衛をよろしく。


レナたちもクッキーを食べてちょっとひと休み。机中央のバスケットには、後輩へと買い溜めてきたパンなどがたくさん入っている。ブラックドッグの毛並みのような青の花を飾り、色紙で輪っかのネックレスを作った。柔らかな匂いと、優しい笑い声。


目を覚ました時、このような光景があることの幸せを、将来のオズワルドはよく理解することになるのだ。


▽オズワルドが　目覚めた。







なんだか様子がおかしいな


尻尾がゆらりと持ち上がった。


『…………。…………寝てた……？』


まだ頭がボンヤリしているらしい。眠たげにゆっくり瞼を持ち上げて、くるりと首を回すと、仲間全員がじっとオズワルドを見下ろしていると気付いて、毛を逆立てる。


先輩従魔たちが、にやっ……と含みのある笑みを浮かべていた。


『『ようよう後輩クンよぅ、よ〜く眠れたかい？』』


『寝顔、可愛かったよ？　クスクスっ』


からかわれているのがわかって、嫌だ。そんなふうに不真面目なのは……それで一度挫折しているくせに、と過去の嫌なことを思い出してしまったオズワルドが、唸る。さっきは考える時間がありすぎた。それから悪夢の名残がどうにも胸をモヤモヤさせている。


「おはよう、オズくん」


『……おはよう主さん』


さすがに主人の声は無視しないけれど。


これぞ下げて上げる、なのだ！　と先輩従魔は呑気のんきなドヤ顔だけれど。


オズワルドの変化を（あれ？）と注意深く見ながら、レナは［友愛の笑み］で話しかける。


「体調はどう？  ハーくん……えっとね夢喰いヒツジのハマルがまた［快眠］スキルをかけたんだよ。許可をもらう前でごめんね」


『……』


オズワルドは眉間にシワを寄せて、険しい顔でハマルを見る。オズワルドの胸の中から、どろっとした声が溢れてきて頭痛を起こした。『夢属性……悪夢を見せたのはこいつじゃないか？』『魔物は群れの上下関係を重視するもんだ。マウントを取ろうとしているのでは？』『また俺は最下層』……。


睨まれたハマルは、のほほんと出方をうかがっている。


オズワルドは絞り出すように、苦しげに呟く。


『俺が攻撃を避けられず、眠りの状態異常に陥っただけだから。だから、別に……野生界では自分が反撃できなかったらそれまでだろ。非はこっちにもあると、俺は考える。不出来だっただけ。……だから、主さんの謝罪なんて必要ない。眠らされただけだし……』


（オズくんはなんでも戦闘思考で考えるんだね。不出来かぁ……）


オズワルドのトラウマ的なものを刺激した気がする。だからといって、結果として快眠させてくれたハマルに目も合わせないのはどうなのか。両方の気持ちを汲んであげたいレナは悩む。


レナがいかにも困っているので、オズワルドは気まずそうに付け足した。


『深く眠ったから、体調は良くなっていると思う……』


『その言葉の先は〜？　あ・り・が・と・う、なんじゃない？』


ハマルが動いたが、嫌味なニュアンスなので、オズワルドが睨みつける。


あちゃー、とレナが頬をかく。


しかしオズワルドは視線を逸らさずにハマルを見ているし、お互いに向き合おうとしているのだ。


喧嘩腰だけれど、そのほうがオズワルドが向き合いやすいこともあるかも。そしてまた仲間になればいい。


ハマルだって先輩なりに考えている、と気づいたレナは、見守ることにした。


（レナみたいに溺愛するタイプじゃなければ、他の魔物使いたちは不愉快に思って叱っただろうね。こんなリスクのあること勝手にするんじゃない、ってさ）


ルーカは、ハマルとオズワルドを生あたたかい目で眺めた。


レナの許容範囲の広さの賜物だろう。これだけ、と肩をつついて伝えておいた。


「（後もうひと押し。それで心のわだかまりがとけそう）」


レナは瞳の瞬きで応えた。


『……あのさ。アンタからは何も言うことないの？』


オズワルドの方から初めての問いかけが、ハマルに。


『主さんの謝罪に対しては「別にいい」って言ったけど、驚かせた張本人から何も言われないのはどうなんだ？　って思うんだけど』


『んー？  何がかなー？  ボク、アンタじゃなくて〝ハマル〟って名前なんだけどー。星の羊。綺麗な名前でしょー？　何事もまずはそこからだよオズー』


『オズワルドだけど』


『いやでーす。オズって呼ぶもーん。ボクのことはー、ハーくん、先輩、でもいーよ？』


『……主さん基準なら仕方ない……ハマル』


『ん、はーい。あのさー、レナ様は優しいから驚かせてごめんねってオズに言ったけどー。快眠、ボクは謝んないよー？　あのねー、前に寝苦しそうにしてた時に寝かしつけたのは気遣い〜』


レナがハラハラと、手を出しかけては、反対の手で自制している。


レナも成長のしどころだ。


『受け入れてくれた仲間に相談をするべきなのー。だって自分で抱えきれていないんだもん。心配かけまくってんだもん〜。誠意ってやつ分かるでしょー？』


『…………。ありがと、とは、言った』


『レナ様が抱え込むことになったのは、その一言だけじゃ足りない、もーっと重いたくさんのものだって気づいてるはずー！　みんな、君に難しいものは望んでないんだからさー。ただ、仲良くなりたいだけなんだ。そーいう気持ちだから、快適に過ごしてもらえるようにって、ご飯や快眠をプレゼントするのー。笑顔でいつだって話しかけるのー。縁があった君だから』


黙ってしまったオズワルドは、正論とストレートな好意に動揺している。鼻がひくひく、尻尾がふるふる。今更ながら、周りに毛色そっくりの青の花がわざわざ飾られていることに気づく。焼きたてのパンの匂いに、歓迎の飾り付けも。


さて、たくさん甘やかして導いてあげたところで、強烈なのを一発。


ハマルがチラリとルーカを振りかえり、目配せすると、ルーカはしょうがなく手元にあった薄手の毛布をミニヒツジにかけてやった。ハマルは白光をまとって、愛らしいヒト型になる。


ふわふわの白金髪に包まれた少年が、夢のように可愛らしく微笑んだ。


「オズ、友達になろーよ。とりあえず握手から始めましょー。ね！」


にっこりと笑って、ハマルは手のひらを上にしてオズワルドに差し出した。


▽こ……これは！  


▽犬っころ相手に、〝お手〟を要求しているーー!!


とんだ腹黒ヒツジであった。


『!?  おまっ……！』


「ハ、マ、ル、だってばー。せっかくレナ様がつけてくれた名前をそーんな表現で上書きするなんてー、もー許さないぞぉー！」


オズワルドが顔を引きつらせながら、柔らかそうな手のひらと、草食獣のくせに目を獰猛に光らせるハマルを見つめた。シュシュやリリー、ルーカにクレハとイズミ、みんなそうだ。


あんなフェミニンな見た目のくせに獰猛さを秘めている。


オズワルドの心臓がドクンと大きく鼓動した。


狩場のような興奮。


オズワルドも青い光をまとって、ヒト型に変化してみせた。


「……よ、ろ、し、く」


睨み顔で向き合って、ハマルとがっしり握手した。


〝お手〟なんてしてなるものか！  飼い犬のように手懐けられるつもりはないんだ、と金眼が告げていて、握った手には「同等」の意味が込められていた。


ハマルは満足そうにふんわり微笑んで、（詐欺すぎる）とオズワルドにドン引きされてから、レナに「ご褒美くださいー♡」「強引すぎだったよ!?」「ビンタがいいですぅー」と戯れに行った。







    
  
  




ぺチーン。と可愛く頬を叩かれて恍惚としているハマルを見たオズワルドは、感情が渋滞していてどんな顔をしていいのか分からない……ぽかんと口が空いて、小さな牙が無防備に現れた。


「はい、握手」


「！」


ルーカたちもそれぞれ、オズワルドに手のひらを差し出した。


オズワルドはおずおずとしながらも、きちんと指先を揃えて礼儀正しく握り返した。


シュシュのウサギの前脚と、リリーの妖精の手のひらは小さくて柔らかい。スライムボディはどこが手なのかわからないのでぷよぷよと触れた。傷をつけそうでこわいなと心配になった。ルーカは細身の美青年なので、指が細長くて、正直強そうとは思えなかった。


（こんなんで主さんを守れるのか？）


希少種だから魔法技能が優秀なんだろうけど……とオズワルドが考察する。


ルーカは［麗人］の称号を持っているゆえに体がゴツくならないだけだし、シュシュとリリーはあの小ささに驚くべきパワーを秘めているし、クレハとイズミは柔軟捕食型で、ハマルは巨大化できるドラゴンキラー羊なのだけれど。今のオズワルドにはまだ、（分かんない。でも、さっきのこいつらの戦闘意欲は本物だった。自分が強いって分かってる証だ。知りたいな……）


オズワルドの牙がうずうずする。


何か言いたげだと気づいたレナが、さりげなく近くに寄った。


「あのさ。技能披露、どうしたらいい？」


「技能披露……オズくんはどうしたいか教えてくれる？」


「えっ……と。訓練場とかでスキルの使い方、見せるから。主さん、従魔の戦闘スタイル知ってないといざって時に困るだろ。ステータス見ただけだとどうかなって……思ったから」


「うん、うん。見たーい！」


レナが自分に期待しているのが分かって、オズワルドは尻込む。


でもこの期待は、嫌な感じがしなかった。ただただオズワルドを知ろうとしているだけで、強者であれだとか、圧をかけてこない。失望されることはないのだろう……と、オズワルドは知らぬうちに腕の力を抜いていた。神経質に飛び出していた爪が、そっと隠れる。


「訓練場かぁ。あそこなら訓練用の罠とかあって、比較的安全に運動できるもんね」


「……そう」


オズワルドは頷きながらも（従魔との模擬戦じゃないのか）と残念に思った。


（不思議。俺、何かと戦ってみたいって……ここしばらく考えなかったのに）


王宮訓練場で戦おうとすると即、魔王が「我に挑んでみよ！」とわくわく顔で前に飛び出してきたことを思い出してしまって、げんなりと頭を振った。俯いて、目を閉じる。


オズワルドの口元に浮かんでいたのは、毒気のない苦笑だった。


「オズくん？　なぁにー赤のマント掴んじゃって」


「え……。あれ……」


「気に入っちゃった？　これ触り心地いいよねぇ。私もお気に入りなんだー」


レナは自然にオズワルドの気まずさを包み込んで、そっと話を逸らしてあげた。


（主さんが……なんか……包容力？　たとえるなら、母様ってこんな感じなのかな？……この人そのものも強いのか？　知ってみたい）


「オズくんの技能披露をこれからの予定に組み込んでもいい？」


「よろしく」


「じゃ、みんなで一気に共有しておこうね。これからのことと、今の状態。さあいきますよっ」


＜オープンウィンドウ＞


▽レナが　カッコいいポーズをキメた！


▽宙に　緑の電子ウィンドウが　現れた。


「はあ!?　何これ……」


電子ウィンドウを展開しているのは、四角の魔道具スマホ。オズワルドは、そういえば留守番の時にこれがすぐそばに置かれていたな、と思い出した。恐る恐る魔道具をつつこうとすると、


＜呼ばれて飛び出てジャジャジャジャーーン！＞


「うわああ!?　魔道具がしゃべった……」


＜そういう反応大好物で御座います。もっとちょうだぁい！　んもう欲しがりねぇｗ＞


「ええ……。主さん、これなに？」


オズワルドはまた無意識にレナの赤のマントの裾を掴んで、一番常識的なレナを頼った。


「スマホさんっていうの。私たちの旅のサポートをしてくれる魔道具みたいなものだよ」


＜スマートフォン、が正式名称です。けれど可愛い声でスマホさんって呼ばれるのは大好きぃ！　　マスター・レナの所有最古参にして！　従魔未満のこの私！　しょぼん……＞


「スマホさん。伸びしろ伸びしろ。いつかビッグになるんでしょ？」


＜そーーーですよねぇ！＞


オズワルドは早くも疲れてきた。このスマホはキンキン響く声で脳内に直接語りかけてくる。


そろそろ茶番が終わらないかなぁと思っていたところに、とんでもないことを聞く。


＜スマートフォンはいずれレアクラスチェンジするので御座います。大精霊シルフィネシア様の加護と、レナ様の体質の恩恵を得ていますからね。ビッグにレジェンドにゴッドに成長して！　マスター・レナの格をさらに上げるのです！　ホホホホ！＞


「はあ!?」


聞き流すには、パワーワードが内包されすぎている。大精霊、レナの体質、それはオズワルドがまさに知りたかったレナの秘密なのだろうと思った。


（超幸運らしいけど、それほどのことって、あり得るのか？）


オズワルドはレナを熱い眼差しで見つめる。


レナはわくわくと見つめ返してきて、求めたら返事をしてくれそうだ。


「主さん。……し、知りたい！」


「いいよー」


あっさりと承認されて、オズワルドはびっくりして尻尾をボフッと膨らませた。


「オズくんはもう従魔でしょ。だからありったけ信じるよ」


レナが太陽みたいに眩しく笑った。


（なんで、そんなにすぐに……俺はこんな態度しかとれないっていうのに。こんなふうに心を開くってどうやるんだ？　……主さんはどんな人生を送ってきたんだろう）


その答えもこれから聞かされるのだろうか。


オズワルドが生唾を呑んだ。


レナに手を差し出す。


「よろしく」


「うん！」


▽従魔オズワルドが　仲間になった。


▽レナは　この時　そんな気がしたのである。







ギルドカード確認


「じゃあ私たちの詳細チェーック」


『『ぱふぱふ〜！』』


「魔王国の手前でレベリングとかもしたもんね。見直すいい機会になったよ、オズくん」


「前向きかよ……」


ボソリとオズワルドが言ったことで、レナたちみんながピタッと動きを止める。


しまった、とオズワルドが思った瞬間、


『『前向き攻撃〜！』』


▽先輩従魔たちにまみれた。


▽ぷよぷよ、もふもふ、ふわふわしながら話を聞くハメになった。


▽レナは　（視界が最高）と大喜びで　ギルドカードをタップした。


▽スマホが　カード情報を　ウィンドウに　拡大表示した。






「ギルドカード：ランクＥ    名前：藤堂レナ    職業：魔物使いＬＶ・30    装備：麻のシャツ・キュロットスカート・赤ノブーツ・Ｍリュック・赤ノ祝福ヲ賜リシ覇衣、赤ノ棘姫いばらひめ    適性：黒魔法・緑魔法［風］


体力：44（＋８）  知力：78（＋10）  素早さ：37（＋12）  魔力：80（＋11）


運：測定不能    スキル：［従魔契約］、［鼓舞］＋１、［伝令］、［従順］、［従魔回復］＋１、［みね打ち］、［友愛の笑み］、［薙なぎ打ち］    従魔：クレハ、イズミ、リリー、ハマル、モスラ、ルーカティアス、オズワルド、シュシュ　　ギフト：【☆７】［レア・クラスチェンジ体質］  称号：逃亡者、お姉様、赤の女王様、サディスト、精霊の友達」






「名前：クレハ    種族：スター・ジュエルスライム（赤）ＬＶ・28    適性：赤魔法［熱］


体力：56（＋３）  知力：44（＋２）  素早さ：49（＋２）  魔力：32（＋２）


運：23（＋１）  スキル：［溶解］＋２、［超硬化］、［伸縮自在］＋１、［火達磨］、［火炎放射］


ギフト：【☆４】［全状態異常耐性］   称号：魔人族、悪喰あくじき」






「名前：イズミ    種族：スター・ジュエルスライム（青）ＬＶ・28   適性：青魔法［水、氷］


体力：53（＋２）  知力：41（＋２）  素早さ：55（＋３）  魔力：33（＋２）


運：22（＋１）    スキル：［溶解］＋２、［超硬化］、［伸縮自在］＋１、［氷のつぶて］、［鉄砲水］


ギフト：【☆４】［全状態異常耐性］    称号：魔人族、悪喰」






「名前：リリー    種族：ハイフェアリー・ダーク♀、ＬＶ・27   適性：黒魔法、黄魔法


体力：29（＋１）  知力：36（＋１）  素早さ：35（＋２）  魔力：66（＋５）


運：27（＋２）    スキル：［幻覚］＋４、［吸血］、［魅了］、［黒ノ霧］、［紅ノ霧］、［魔吸結界］、［消費魔力軽減］、［飛び蹴り］、［軽業］、［護身武術］


ギフト：【☆４】［フェアリー・アイ］    称号：魔人族、サポート上手」






「名前：ハマル    種族：夢喰いヒツジ♂ 、 ＬＶ・29    適性：黒魔法


体力：52（＋２）  知力：40（＋１）  素早さ：41（＋１）  魔力：33（＋１）


運：34（＋１）    スキル：［体形変化］＋１、［駆け足］、［快眠］＋２、［周辺効果］＋２、［跳躍］、［夢喰い］、［夢吐き］、［頑丈］


ギフト：【☆５】［鈍感］    称号：魔人族、ドラゴンキラー、マゾヒスト」






「名前：シュシュ　種族：羽根飛ビウサギ♀、ＬＶ・10　適性：白魔法［光］


体力：27（＋３）　知力：20（＋２）　素早さ：35（＋３）　魔力：19（＋３）


運：７７７（＋７７２）　スキル：［逃げ足］、［スピン・キック］、［駿足）］、［ステップ］、［暗躍］、［衝撃覇］


ギフト：【☆６】［幸運の加護］」






「名前：ルーカティアス　　種族：ネコミミヒト族　　職業：魔法剣士 ＬＶ・22　　


装備：高級ローブ、シャツ、スラックス、従属の首輪、厚底靴、Ｍバッグ、魔剣＋５　　適性：白魔法［光、雷］　　体力：55（＋15）　　知力：64（＋７）　　素早さ：57（＋10）　　魔力：49（＋８）　運：５［＋－１００］　　スキル：［身体能力補正］、［瞬発］、［感電］＋１、［雷剣］、［雷光］   ギフト：【☆７】［魔眼］　　称号：麗人、制雷マスター、器用裕福、話題のイケメン、赤の宣教師、精霊の友達、調教師、笑い上戸　　（従属状態・主人：藤堂レナ）」






「……頭がパンクしそう」


とはオズワルドの感想である。


＜思考回路がショート寸前で困っちゃぁう！　で御座いますね＞


「うっ、私の黒……いや赤歴史が疼く……！　もースマホさーん」


「情報量増やさないで、スマホ、主さん。俺、今、必死で頭動かしてるとこだから……」


「＜はーい＞」


オズワルドは目を皿のようにして、ステータスを細部までじっくり見ている。


（なんだこれ。なんだこれ？）


「ウィンドウをタップすると技能の詳細がみられるよ」


＜私が情報整理しておいたのでレイアウトも見やすいはずで御座います！＞


オズワルドは指で連続タップ。


スマホがあられもない声を演出してくるのは無視した。


スキルやギフトや称号の説明まで、全て確認したところで、オズワルドは魂が抜けたようなため息を漏らした。


「スライムは宝石吐き。ハイフェアリーは妖精王族の素質。夢喰いヒツジは夢を現実のアイテムに変えてしまう。羽根飛ビウサギは幸運の印【カーバンクル】だから天使族になる素質。ネコミミヒト族は、もともとヒト族だった者が魔物化したから、魔法剣士の職業恩恵と魔物の体力のどちらもを持つめちゃくちゃなステータス保持者。モスラは普通の蝶々が魔物化したネオ種の存在で、アネース王国にいるのか。……あと魔物未満のスマホ。……あと主さん。あのさぁ。はーー」


オズワルドはジト目でレナを眺める。


「ギフト［レアクラスチェンジ体質］って……。しかも【☆７】の最高レアリティ」


「テイムした従魔が絶対にレア種族に進化するんだよね。成長促進の効果もあるから、レベルが低い魔物なら数レベル鍛えたら一度目の進化を迎える。そしてレアクラスチェンジ。そんな力なんだけど、さっき言わなくてごめんね」


「魔王ドグマに知られなかったのは良い判断だと思う……」


「優しいね〜」


「どんな厄介な事態になるのか、わからない奴はいないだろ。よりによってここは魔王国で、主さんは魔人族をテイムもできる凄腕魔物使いなんだから……」


レナが目を潤ませたのが気まずくて、オズワルドはハンカチを渡しつつ、早口で言った。


『驚き疲れたー？　［快眠］させてあげよっかー』


ハマルの挑発にオズワルドは乗った。


ぽふんと後ろに倒れこんだら、先輩たちが覗きこんできて「すごいだろ！」とかっこいいポーズをキメてくる。三分フテ寝して、起きた。


（価値観が覆されたみたいだ……。でも頭はスッキリした）


「主さん。こんな戦力持っててさ、どうして謙虚に生きようとしてんの？」


「いろんな理不尽をねじ伏せられるのにって思う？」


「うん」


「昔話をするね。私ね、魔物使いになりたての頃、ただの弱い女の子だったの。いくら優秀なギフトをもっていたって、最初は自分だけで魔物をテイムする必要があるでしょ？　初めてスライムをテイムしたのも、レベルを一つ上げるのも、すっごく大変だったんだよ。しかもまだ弱いうちに、悪い人たちに目をつけられて攫われそうになってねー。そういう時に助けてくれる人がいたりね。……忘れられない経験。初心っていうのかな。だからどれだけ強くなっても、力はねじ伏せるためじゃなくて、縁があった大事な人たちを守るために使いたいって、決めてるの」


オズワルドは黙って、自分の中でレナの言葉を咀嚼しているようだった。


「……こんなに強いのにどうして戦う気にならないんだろ、って不思議だった」


「オズくんはそう思うんだね」


「いろんな考え方があるんだな、って。今は」


「そうだよ。例えば私、藤堂レナはね、みんなと平穏に暮らしたいし、綺麗な景色をみたりとか、美味しいものを狩って作って食べたいなぁ。とか思って生きている。オズくんがしばらく休みたいって思うのも、オッケーだと思う。いろんな経験をして、楽しいものとか面白いものを見て、苦難からは主人と仲間が全力で守ってみせるから、こうしたいって目標をいつか見つけてみて！」


レナが明るく話をシメた。


よく笑う人だな、とオズワルドは思った。


理不尽があっても、前向きに良いところを探して生きていくのが、レナの魂の明るさなのだと気づいた。胸のモヤモヤは無くなっていた。


（生き方は選べるんだ。俺は、もうただのブラックドッグ。何がしたい？　なんでもいい……）


「あのさ。次、一緒に出かけてもいい……？」


オズワルドの言葉をドキドキと待っていたレナと仲間は、ぱああっと笑顔になった。


「いいよ！」


▽やったね！


▽レナたちは　ハイタッチをした！


▽オズワルドの首に　魔王ドグマの贈り物をかけてあげた。


▽ペンダントは　とてもよく似合っている。







一緒に商店街に行こう


レナパーティがやってきたのは中央広場だ。


マーメイドが噴水を浴びて気持ちよさそうにあくびをしている。小人族がベンチに腰掛けころころと鈴鳴りの声で話している。花壇を樹人が手入れしていて、色とりどりの花々が香りを漂わせた。獣人の子どもがかけっこをしていて、魚護人にぶつかってしまうとシャボンが溢れた。シャボンが登っていく先の空には、ワイバーンたちが飛行している。


のんびりした空気の中、レナたちは街の案内板を眺めていた。


「私たち、装飾保存ブレスレットを買いたいんだよね。オズくん、どこがいいかな？」


「あちこちに店があるけど。予算は？」


「とびきりいいやつが買いたいな」


レナは手振りで「お金はどれだけでも大丈夫！」と伝え……る努力をした。まるでタコ踊りであった。伝わったかというと……オズワルドはルーカを見た。テレパシーで「（お金はあるよって言いたいみたい。スライムジュエルがえげつない資金源になってるから）」と伝えられた。


▽従魔の力は　主人の力。


▽伝言ゲームは大成功ということで！


「いい流し方でしょ」


ルーカが自分で言いながらぷくくと笑って、オズワルドの頭にポンと手を置いた。オズワルドが頭を振って、あんまりいい気がしないと示す。子ども扱いにもやっとしたのだ。主人がやるならと許容しているだけ。


▽というわけで主人がやるね！


クリクリ撫でられながら、オズワルドは案内板を指差していった。


「悪魔美品店デビリッチ。服飾店エルフィナリーメイド。宝飾店メディチ。この辺りは王宮からも納品依頼するくらいの有名店。魔法ブレスレット専門店アンベリール・ブレスレット……ここもすごくて、専門店だけあって種類豊富だし最高級なんだけど、まじで高いよ」


（ここに決めた）


レナがグッ！　と親指を上げるジェスチャーは伝わった。オズワルドはこくんと頷いた。


「まあいざ価格が無理となったら俺がそのように話し通すから」


「うん。ありがとう、心強い」


まだまだ子どもだなぁ〜もう特権の立場失ったのに〜という生あたたかい視線をルーカからわざわざ向けられたオズワルドは、むすっと睨んだ。そして（また自分だけ悪者になろうとするんですから）とレナに頬をつねられる。ルーカはしかし、自分がやりたいことを達成した状況に満足している。ハマルがボクもと縋り付いてきた。


オズワルドはぼうっと王宮の方を眺めた。


感傷にひたりながらも現実を知ることは、大切だ。


環境は変わっていて、それは自分で選んだことで、ふわふわと浮き足立つ気持ちは自由を得た証。


▽従魔たちは　服屋の一角を借りて　着替えた。


「「ジャーン！　ヒト型のクーとイズだぜっ」」


「私の、新しいワンピース、可愛い……うふふっ。ご主人さま、買ってくれてありがとう」


「シュシュはねリリーと色違いだよ！　こーいうのニコイチって言うんだっけ？」


「ボクはいつものもこもこケープが落ち着きますからー。あったかいのが好きー」


可愛さの詰め合わせすぎる。


レナはそう表現して、崩れ落ちた。


「敵襲!?」


「違うよオズワルド。レナは従魔が好きすぎて、気持ちが昂ぶると奇行をね……」


「難儀すぎるだろ……。それにしても本当にみんなヒト型になれるんだな。野生の魔物がヒト型技能を取得するには、かなり特訓しなくちゃいけないはずなのに」


「幼い魔物が素直にヒト型になろうとしたことが良かったみたいだね。あとはレナの体質の恩恵」


「そんなにすぐ体質体質っていうとさ、主さん傷つかないの？」


「オズワルドはそういうタイプだね。知ってた」


「うるさいよ」


オズワルドは前を見たまま足技を繰り出した。なのにルーカはひょいと避ける。


悪者になろうとする、なるほどね。と言ってやるとルーカのネコミミがぴくぴく反応したので、してやったりとオズワルドは悪く笑った。だんだんと戯れ方がわかってきた。


「レーナー。聞いてー。オズワルドが君のこと心配でたまらないってー」


「うわ!?　お前っ……」


「本当？　あ、昂って泣いちゃってごめんね」


「別にいいよッ。……でも急にそーいうことすると周りは驚くってだけ！」


オズワルドが赤くなりながら、ぐるりと周りを指差した。


なんだか柱の影などで乱闘の気配がある。


なんだ？　といえば、変態を護衛たちがしばき倒していたところであった。


「平和だね？」


「……主さん。護衛はしっかりされてるみたいだよ。あいつらのにおいがするから」


▽オズワルドは　自分にしかできないサポートを成し遂げた。


▽レナが撫でた。






石畳を歩く幼児たちの足音はトタトタと。おめかし服の裾がひるがえる。宝石みたいに光る髪をぴょんぴょんさせて、そこだけミニパレードのような華やかさだ。


まずは雑貨屋さんでアクセサリーの好みを検証するため、レナたちは職人商店街へとやってきた。


ずらりと並ぶこだわりの店頭ディスプレイに、路上台と模造アクセサリーが置いてある。


「試着しておいで」


幼従魔たちは目移りしてしまって、あっちにこっちに、フラフラと動いた。


「あんまり離れないようにね〜！」


……とレナが言っていても、どうしても好奇心と足が連動して、いつの間にか離れていってしまう。そして気に入った模造アクセサリーを手につけたまま、みてみて！　とレナの元に持ってきてしまったり。あちこちレナが動いて「すみません買います」と対応しているのだから大変極まりない。護衛がいないこれまでの街で、ヒト化散歩できなかったのも納得である。


「レナのあれは、すみません買いますうちの子に似合ってるので買わざるを得ない可愛いもん！　だからね。そんな気の毒そうな顔しなくても大丈夫だよ、オズワルド」


「おう……。魔物型の時より、ヒト型の時の方が、心っていうものに引っ張られるんだよ」


「へえ。僕はネコミミヒト族になったばかりだから、魔物型の感覚を知らなかったよ」


「そうだと思って教えておいた」


「ありがと」


ルーカもオズワルドの扱いに慣れてきた。


こつんと拳をくっつけると、同じ行動がすこし強い力で返ってくる。


「「おなかすいた！」」


「ありゃ。よく動いたもんねぇ。クレハとイズミはどれだけでも食べられるとして、リリーちゃん、シュシュ、ハーくん、お腹具合は？」


「「お野菜食べたい」」


「お花の、蜜がたーっぷりの、パンケーキ♪」


「じゃあ軽食がいいかな……ここは職人商店街だから、移動しようか」


「待って、主さん。食堂の看板は出してないけど創作品とカフェが半分ずつになってる隠れた名店があるよ。案内できる」


「オズくん、教えてくれてありがとう」


「……ん」


オズワルドが尻尾を揺らして、前に出る。


クレハとイズミが尻尾にじゃれついてくるのは困るけど、はぐれないならまあいっか……と諦めている。


レナがにこにこと歩いて、赤のマントの下にシュシュとリリーが潜り込んできて花の蕾みたいにシルエットが膨らんだ。ハマルがとてとて遅れかけたのを、ルーカが手を繋いであげる。


なんて多様な家族だろう。


と、道端にいた吟遊詩人がノスタルジックな歌を即興で奏でた。


「着いたよ。【鉱物照明ランターン】小人族とコボルト族が作品展示してるカフェ」


「うわあ……！　天井いっぱいのランタン。優しい光がたくさんあるね」


「いらっしゃいませお客様。この光、食べられるのですよ。光を固形化して照明砂糖ランタンシュガーにしたものを、カフェでいかがですか？　パンケーキにも紅茶にもよく合います。こっちの満月バターは月光で発酵させていまして」


「全種類、くださいっ」


レナが全力注文すると、飴色の大机の上が、お皿でいっぱいになってしまった。


山盛りのデコレーションパンケーキを、身なりの整った幼い子たちが、ぱくぱくもぐもぐとあっと言う間に平らげていく。ウエイターのコボルトが驚きの声をあげた。


せっかくのブラウスの袖にバターをべったりつけてしまったハマルに、口の周りに砂糖をいっぱいつけているクレハとイズミ。シュシュは小麦美味しい！　とパンケーキを齧っている。


（こいつら、俺よりももっと、知らないことや出来ないこと多いんだな……）


オズワルドは行儀よくナイフとフォークを使いながら、パンケーキを食べた。


砂糖もかけすぎず適量。王宮では会食する機会も多く、マナーは自然に身についていた。


「オズくん、食べ方綺麗だね。私も見習いたいな」


「主さんは別に変じゃないよ。魔王ドグマなんてマナー苦手で会食でも手づかみでやらかしてた」


「あはは。ワイルド〜」


「肯定的に言ってくれてありがと。はあ。……主さん、他の奴らの面倒見てばっかで、自分の分ほとんど食べれてないんじゃない……？」


「私が食べさせてもらうのってマナー的に可能？」


「まあ、かしこまった場でもないし」


「あーん」


▽レナは　オズワルドに向かって　口を開いた。


▽オズワルドはぎくしゃくしながら　一口大のパンケーキを　食べさせてあげた。


「おいしー。おかげさまで」


「……分かった、分かったから。そんな嬉しそうな顔でこっちジーッと見てないで、察したから」


この後「えらいね！」「助かったよ！」「ありがとう！」をたっぷり言われるのだろうと正しく予想したオズワルドは、赤くなった顔をプイと逸らした。その先に、店員のにやにやした笑顔があって、がるるっと威嚇した。可愛いもんですねえと視線で語られるのがむかつく。そう、何かやるたびにこんな風に王宮ではからかわれてきたのだから。


レナたちの方がまだいいや、と視線を戻した。


「「レーナー。我らからも美味しさのおすそ分けはいかが？　あーん♡」」


「「お砂糖特盛で可愛いの作ってもらったー！　はいご主人様あーん」」


▽とろける微笑みでパンケーキを差し出してくる従魔たち　ＶＳ 垂れるバターを舌で拾いつつ上手に食べたいレナ（ドジっ子）


（未熟なとこがあるやつらだけど、何が自分に似合うのか、あいつらはよく知ってるよな）


パンケーキと笑顔と可愛い服、幼児たちは無敵であった。


惨敗して口の周りが砂糖まみれになってしまったレナを、ルーカが濡れタオルで正しく対処するのであった。


「なんか、主人と従魔っぽいな。初めてそう思った」


「うるさいよ」


オズワルドが意地悪っぽくからかうと、ルーカからはさらりと先ほどオズワルドが言ったのと同じ言葉が返ってきた。自分がパーティの中にいるのだ、という実感がふわっと湧いてくる。


別のお客たちも来店してきて、店内が手狭になってきた。


「ここにあるのを全種類」


「え!?　たった今品薄になってしまっておりまして……」


「あっちのお客と同じがいいんだ」


妙な注文だ。忙しくて店員があわてた対応をしているし、レナパーティを意識しているらしいローブの者たちは関わると面倒そうだ。


▽レナパーティ　最後の追い込み！　クレハとイズミの大口の勝利。


▽退店した。


「みんな楽しめたかな？」


「「「「「うん！」」」」」


レナはごきげんで、顔を汚されたことでも従魔を叱らなかった。わざとではないのだから。


散策を再開して、従魔が路上アクセサリーを身につけるのを見守っているレナ。その隣で、オズワルドも先輩たちを見守っている。それぞれ毛色に似たアクセサリーを好んで手にとっていて、センスを店員に褒められていた。


（主さんが褒めるから、自分の毛色が好きなのかも）


そわそわ、オズワルドが足踏みをした。足音はニクキュウ靴がひっそり吸収した。


（俺は……。……いいところなんて。……分かんないなら相談しろ、か……）


落ち着きなくレナの背中を眺めた。


ふと焦げくさいにおいを感知して、オズワルドがバッと斜め後ろを注視すると、焦げたパンケーキを持ち帰り用の袋に入れたローブの者がぞろぞろとカフェから出てくるところだった。


「主さん、あっち行こう」


赤マントの裾をすばやく引っぱって、オズワルドは路地裏へとレナパーティを導く。幼い先輩たちはルーカがまとめて抱き上げて走った。


「ん」


オズワルドが顎で後ろを示すと、護衛の気配が影から現れた。これを嗅ぎ分けたのだ。


気配は音もなく去り、あの不審な者を見張りに行った。メデュリ・アイはメデューサの系統で、魂の善悪を視ることに長けている。樹人と魚護人は攻撃されても静かに反撃する実力がある。


レナたちは路地裏から、空に水面が現れて黒薔薇の花びらが舞う光景を、ほうっと観た。


「さっきの奴らの魂、黒だったか」


「喫茶店の……？」


「そう。捕縛されてると思うよ。魂がグレーなら教会でしばらく奉仕作業して、白に戻す。もしも真っ黒なら極悪犯罪者だからすぐ牢屋行きだ。いずれにせよ主さんはもう大丈夫」


「そうなんだ。助けてくれてありがとうオズくん」


「!?　俺じゃなくて護衛が仕事しただけ」


「私たちは身を守ることを第一に生活してるって言ったでしょ？　そしてオズくんはその方針に力を貸してくれるって言ったでしょ？　全部、守ってくれたんだよ」


オズワルドはレナの顔を見ていられなくなって、項垂れた。顔が熱い。


視界の端に、尻尾がぶんぶん揺れているのが腹立たしくって、やつあたり的にむんずと掴んでおとなしくさせた。レナはからかわずに微笑ましそうに眺めている。


（俺、ただの犬かよっ）


▽その嗅覚がみんなを助けてくれたのだからえらいのだ。


路地裏から反対側に出ると、花や雑貨やインテリアを扱う雑貨商店街だ。


せっかくなのでウィンドウショッピングしていきたい！　と幼児たちが気ままにリクエストする。


またちょろちょろ歩くかと思われたが、今度は、レナの側からあまり離れない。先ほどの襲撃が気になっているのかもしれない、とレナは気にして、気晴らしにグミビーンズの詰め合わせ瓶を買ってあげようと贈答菓子店に立ち寄った。店の入り口はオープンだったので「ちょっと行ってくるね」と声をかけて店に入った。


入り口のところで、ささっと先輩たちが集い、小さな頭をこつんと合わせた。ひそひそ。


「オズがとっても活躍してるよね」


「「先輩たちもしっかりしたとこ見せなきゃだよねー!?」」


「あむあむ」


「リリー、飴で口の周り汚れてる。ぺろり」


「舐めたらまた汚れちゃうよー。それにー妖精が好きな飴はー、草食獣には甘すぎですー」


「ぎゃふん！」


イマイチかっこよくは決まらない。


オズワルドが気まずそうに、小さな頭たちを横目で見る。


（この内緒話、俺が聞くべきじゃなさそう……）


オズワルドも店の中へ。ルーカがその背中と尻尾を眺めて、思案する。


（わざわざ気を利かせてくれるなんてね。仲良くするつもりになったみたいかな。良かった、レナの方針は正解だった。あとはオズワルドが自分の嬉しい気持ちに素直になってくれたなら）


これまでの人生から転換期を迎えるといい、とルーカは願う。


（僕も、祖国とケジメをつけるまで随分とかかった。踏ん切りがつかずにいた間はずっと痛い目を見ていたからね……。自分を傷つけるのは簡単だし、愛するのは難しいから、どうか挑戦してみて）


傷ついた者は、どうしても己の感情と向き合うのを怖がるのだ。


ふう、とため息。


ルーカはガラス越しに、グミビーンズの瓶を手にしたレナの笑顔を眺めて、今の生活をゆっくりと振り返ってみて、金色のネコミミを気の向くままに揺らして、口角を上げた。従属するきっかけとなったチョーカーをコツンと爪でつついた。ペンダントトップが赤く光る。


「「「「「よーし！」」」」」


「あ、みんな反省会は終わった？　店内に行こっか？」


「「「「「うん！」」」」」


先輩らしいとこ見せちゃる！　とはりきりながら、勇み足で入店して、ショーケースに並ぶお菓子たちに「わあっ」と顔を輝かせてしまうのは実に幸せな子どもの証である。


ルーカがクスクス笑う。その笑い声にハッとした先輩たちは、お菓子から名残惜しそうに目を離して、レナの足にえいえいと張りついた。


「「「「「守り隊！」」」」」


「なにそれ可愛い〜」


▽レナと　店員が　でれっとした。


▽店員から　飴をサービスされた。×７


「あれ？　マリアベルさんだ」


「……ハッ!?　潜入捜査をしていたのだけれど！」


「護衛お疲れさまですー。もしかしてマリアベルさん、店員さんとかに姿を変えながらずっと見守ってくれていたんですか？」


「おうともよ。［幻覚］でねー。あ、リリー様の魔法には敵わないですけれどぉ。えへ、えへへ」


諜報部所属の光妖精マリアベル、趣味で見守りをしてくれていたらしい。入国審査の時に会って以降、妖精女王候補のリリーの大ファンだ。リリーはえへんと胸をはる、自分がファンを増やすことで間接的に主人のファンも増えることが、誇らしい！


▽これも先輩らしさってね！


▽マリアベルが　街歩きに同行することになった。


「諦めって大事ですよね！　いやー店員の変装を見破られたからにはいっそ『知人に会った』ていで一緒に行動するのもアリだから。あたし今幸せですぅ」


「ねぇ主さん。マリアベルは幸運な妖精だけど、反動の悪運も引き寄せるから注意な」


「今それを言っちゃうのかい、オズ坊よ？　ああんっレナちゃんっ」


「ちょーっと……距離をおいたほうが？」


「そんなあ。起こりうる悪いことを早めに引き寄せて、対処できるって点も、あたしがちょー……重宝されている理由なんだからねっ」


諜報部で重宝、とか往来で言わなかったのはえらかった。と思ったけど、レナは言わなかった。レナがベタ褒めするのは従魔だけである。


「それにしてもオズ坊、やるじゃん。君が主人にアドバイスなんてね〜」


「俺の評価もともとすごい下に見てた自覚ある？」


とはいえさっきのオズワルドを肯定してくれたので、レナはマリアベルの同行を、受け入れてみることにした。


「さあ行くぞ！」


マリアベルが元気に足を踏み出した時だった。


▽目の前を　黒ローブが走り去っていった！


▽焦げたにおいがする。


▽護衛が追いかけている。


「（マリアベルか！　手伝え）」


「のわーーーー!?」


▽マリアベルが　護衛の一員に　連れ去られた。（強制）


つまりはレナたちは平和になったのだ。レナたちに訪れるであろう悪運を肩代わりしてくれたマリアベルによって。なんて尊い犠牲だったのだろう……とみんなで合掌しておいた。小さな手を、ぱちん。リリーがそうしたことでファンは報われたとしよう。


「台風みたいだったね」


「これからは穏やかな町歩き、再開としよう」


▽そうなるといいね。


歩きながらグミビーンズを口の中で転がしているレナたち。舌をベーっと出すと、グミビーンズの色に変わっている。ぽいぽいとたくさん食べたクレハとイズミなんてマーブルカラーだ。それを見たオズワルドが、笑ってしまいそうなのを堪えた時、グミビーンズを喉に詰まらせた。


（あの救急用トロッコに乗せて！）


「……ってオズワルドが言ってる」


「分かった」


ルーカがオズワルドの意思を目視、運んであげようと思ったが間が悪いことに紙袋をたくさん下げていたので、手の空いていたハマルが獣人の力を発揮して、よっこらせとオズワルドを横抱きで運んだ。救急用トロッコはその症状に合わせて必要な救急場所に連れていってくれる街の安全設備だ。大通りの隅に一定の間隔で存在する。


オズワルドとともにレナたちも乗り込んだ。心配ゆえ全員乗ってしまいぎゅうぎゅうになったので、ルーカだけは走ってトロッコの後をついていくことにした。


カタコトとトロッコが動き出す。大人の駆け足くらいの速さ。


（救急室に連れてってくれるはず……）


「だってさ」


「分かった。わっ!?」


ガコン！　大きくトロッコが弾んだ。


「救急の患者を乗せてこんなふうに弾むの、当たり前じゃないですよねっ？」


「小石」


「なるほど、地味に嫌な運の悪さ。大丈夫？　オズくん……」


赤い顔のオズワルドがこくこくと頷いている。が、そろそろ呼吸が辛そうだ。顔が赤い。


獣の姿に戻ってしまったのでレナはあせったが、オズワルドが知性を宿した目で見つめてきたので意図があるだろうと頷き返した。実は、ヒト型よりもブラックドッグのほうが喉が広い。


「グミビーンズが溶けるのを待つのも心配だし。早く着いてほしいな……もしくは最終手段を使うか」


レナがそう言った時だった。


▽トロッコが急加速した！


ぐんぐんと線路の上を爆走して、小石を蹴散らして跳ね上がり、ジグザグに細道をゆく。


レナたちはトロッコの縁に捕まって落っこちないように必死だ。クレハとイズミがスライムの姿になり、スライム触手でシートベルトのように体を固定した。引き離されかけていたルーカが足を獣人の姿にして、スピードを上げる。しかし裏道の店看板や雑多に置かれた植木鉢などがどうしても邪魔をする。


「レナ！」


「……っやっぱりおかしいですよね!?　ってあ、舌嚙んだっ」


レナがペロンと出した舌はグミビーンズの紅色。あのグミビーンズに何か魔法が仕込まれてないか？　トロッコには？　ルーカが視たけれど該当するものはなかった。


では線路は？


「これだ。レナ、加速の魔法がかけられてる」


「悪意だー！　私が早く着いてって言ったせいで幸運が暴走したかと思ったけど、違うんですね。ってことはえっと、ラナシュ世界の試練ではないから、この状況からは……助かる可能性が高い！」


「僕、停めるから」


ルーカの手がトロッコを追って、縁に指先が触れた。


しかしがくんとトロッコが横に逸れて、線路がない坂を勢いよく下り始めた。指が弾かれる。


その先に壁。


壁にはブラックホールのような空間の歪みが現れていて、靄がうごめいている。横向きの底なし沼のようだ。直径一メートル、ちょうど小さなものが通れるくらいの大きさだ。


（あれなに!?）


その真実よりも、跳ねたトロッコから飛び出してしまったオズワルドが、今まさにホールインワンしそうなことの方が大事である。レナが伸ばした手も届きそうにない。尻尾をかすった。それで諦めてたまるか！


「ルーカさん、あの壁壊して！　挑戦します！」


「……ッスキル［雷剣］」


ルーカはスラリと背中の剣を引き抜くと、雷をまとわせて振るう。イナズマが二股に分かれて、トロッコの脇を通り抜けると、壁にぶち当たってバチバチィ！　とまばゆい火花を散らせた。


▽壁の穴が拡張された。


オズワルドが吸い込まれていく。


レナパーティがトロッコごと仲間を追う。


「出口で待ってるから……！」


ルーカが叫ぶ声に、レナは一度手を振って応えた。


▽壁穴を　通り抜けた。







トロッコが導く闇の洞窟


ガタン！　衝撃とともにトロッコが地面に打ち付けられる。線路をなくしたトロッコは進むことができず、横倒しになった。あたりは真っ暗。転がったレナたちも、自分がどこにいるのかわからないまま腕を支えに受け身をとった。助けがなくて肘を擦りむいてしまったのも、ルーカとの別離を実感させた。でもレナは痛さをこらえてすぐに起き上がった。


「オズくん!?」


「……ここ」


レナの目前にぼうっと金色が浮かび上がる。オズワルドの目だ。それは叱られた子どもみたいにしょんぼりと伏せられていて、今にも光が消えてしまいそうですらある。レナは、思わずぎゅっと抱きしめていた。こういう時は「大丈夫」を目一杯伝えなくては心が折れてしまうものだから。


「……あのさ、他のやつらも無事っぽい」


「うん、足にふわふわとかもふもふとか、ぷよぷよとかが当たってるから分かる。みんな無事でよかったよ……！」


「主さんからは血のにおいがするけど」


「私だけがドジだったか。てへ」


「……ごめん」


俺のせいで、とオズワルドが零した。完全に頭を下げきったので金眼が見えなくなり、真っ暗になってしまったとレナが感じた。一度、二度、ゆっくりと手を動かして撫でて、いつものように接する。


先輩従魔もそっと見守ってくれていると感じていた。


「スキル［従魔回復］」


「……俺、怪我してないよ」


「心が痛いでしょう。そういうのにも効くから。魔物使いはね、そういうもののための職業だから」


緑の光がいかにも優しくオズワルドを包んでいて、体の内側からじんわりとあたたかくしていった。


「……どうして、優しくするんだよ。失敗したのに何も言わないの」


「オズくんが傷ついていたからね。もう大丈夫？　それなら言うよ。コラッ！　自分のことまず報告してよね。グミビーンズはさっきの衝撃で吐き出した感じ？　良かった」


「良くない……！　判断ミスだし、ドジだし」


「私だってグミビーンズの食べ歩きなら大丈夫でしょって判断ミスしたし、まさかたまにうごめくイタズラグミが入っているのも知らなかったし、ドジで肘ひじ擦りむいたもん」


「あーもう……」


オズワルドは途方にくれた。


魔王ドグマのように前しか見ないのも、オズワルドが失敗した時に気持ちの行き場がなくて困ったが、レナの感性もまた独特なのだ。


もっと叱って傷つけてほしかったのに。


そんな自傷みたいな感情にたどり着いてしまって、オズワルドは愕然とした。自分というものが分からなくなる。どうしたいの、どうしてほしいの。足元には引き摺るような靄がねっとり絡まっていて、今にも膝をついてしまいそうだ。


レナがオズワルドを抱きしめる力が強くなった。


「やだやだー！　オズくんは自分のミスを許して。その代わり私のミスも許して。で、一緒にここから出てくれなくっちゃやだやだやだー！」


▽レナが　駄々っ児になった。


▽ぐりぐりとオズワルドの額に額をこすりつけて　イヤイヤしている。


▽あーあ。


オズワルドがぴきりと固まった。ぎぎぎと周りを見わたすも、うっすら暗闇に見えている先輩たちは「あーあ泣かせた〜」「ばぶ〜」「あやしてあげて」と囁くばかりで頼れそうもない。


自力でなんとかしなくてはいけない問題のようだ。しかしこんなものどうしろというのだ。


まるでコメディである。自虐に浸っている暇なんてなくなった。


オズワルドは先ほどのレナの言葉を必死に解いていく。これまで教えてもらったことを鍵にして。


（……許してあげて。主さんが主張してるのは結局それだけなんだよな。でも……）


「難しい」


「やだやだ受け入れ難い」


「おい、子どものフリしといて急に難しい言葉を使うなよ。……って、あの、主さん」


「うふふ」


「笑ってるじゃん！」


オズワルドがギラッと金眼を光らせて睨んだ。


額を合わせてすぐそこにいるレナが、ひたすらに優しい眼差しで見つめてくる。ぞわりとした。


レナの愛情はとっても分かりやすいので、難解な王宮にいたオズワルドにとっては初めて与えられたもののような錯覚すらした。なんて甘美な。


「やっとこっちを見てくれた。ねぇ、脱出しようよ？　力を貸して」


「……うん」


先ほどの回答は、とりあえずグレーで終わらせてもいいらしい。


オズワルドは胸を撫で下ろした。


暗闇の中を索敵しようと目を凝らしたけど、まるで集中できなくて、そわそわと話題を探した。


「さっき、トロッコで最終手段って言ってたけど……俺に何するつもりだったの……？」


「スライム触手を喉に差し込んでグミビーンズを溶解してもらおうと」


「うげっ!?」


「って反応になると思ったから、最終までやめておきました〜」


『『惜しいことしちゃったわーっ。あのお菓子美味しかったのにー』』


オズワルドはすすすとクレハとイズミから離れた。足元はジャリっと音を立てて、魔法靴ですら音を消せないほどの砂利の地面のようだ。暗闇に目が慣れてくると、周囲の様子がわかる。


真っ暗な空間はまるで鉱山のように細長いトンネルがいくつもあり、空間がどれだけの大きさなのか判断しづらい。レナたちがいるのはトンネルの出口が集った広場のような場所で、穴のひとつを通ってきてしまったらしかった。


トロッコの車輪の跡から来た道は分かるものの、入り口のほうに進んでもきっと地上に戻ることはできないのだろう。


なぜならここは。レナは確信とともに言った。


「ラビリンスだよ、これは」


「ラビリンス……俺もそう思う。落ちてく時の浮遊感は、ラビリンスの異空間に誘われた証拠だ。でもさ、こんな街中にラビリンスがあるなんて情報聞いたことなかったぞ」


「あの線路の加速の魔法は、悪意だったって」


「イタズラのレベルじゃなかったな。よりによって救急用トロッコを歪めるなんざ、重い罪だし」


「どうしても私たちを狙う必要があった、みたいな？」


「狙われたのは……俺かも……」


そんなこと言わないの、とレナが慰めるよりも先に、オズワルドが告げた。


「体が引っ張られる感じがしたから。あの黒い靄に」


「よーししばき倒そう。黒い靄も、ラビリンスの罠も、その犯人も許すまじだね？　外に出たらルーカさんに名残を視てもらおうね！」


パン！　とレナが自分の頬を張った。


びくっと従魔みんなが飛び上がった。


「切り替えていこう。出口を探すよ」


『『おっしゃーー！』』


「戦闘モードだね？　シュシュやる。現実に負けてたまるかだよ。スキル［衝撃覇］ぁぁぁ！」


▽シュシュの　蹴りモーション！


▽光線が　トンネルの奥までぶっ飛んでいった。


▽はるか奥でドガンと音がした。


「かなり長いトンネルみたい。うわっコウモリ出てきた」


『『捕食じゃーー！　スキル［溶解］』』


「ん、シュシュの蹴りで、防がれてた道も通った……［夜目］」


「こっちの草花はーうねうねしててヤなのでー、眠らせますねー。スキル［快眠］［周辺効果］―」


あっという間に状況が前進した。


オズワルドが唖然としている間に、レナはごそごそと赤マントの下から鞭と、四角の魔道具を取り出した。


「スマホさんにも助けてもらおうか」


＜呼ばれて飛び出てジャジャジャジャーーン！　寝起きだから充電満タン！＞


レナの手の中でピカピカ光るスマホ。このテンション、日常が戻ってきたようでみんなを元気にしてくれた。


「スマホさん、リリーちゃんが視た情報で地図を作っマッピングしてほしいの。このトンネルの危ない道を進まないようにしたい。何の罠があるやら……」


＜悪意のふところは恐ろしいですね。でも私たちがいるから大丈夫！＞


「信じてる」


＜両想い！＞


きっと上手くいきますという励ましだ。


レナは鞭を持った手をぎゅっと組んで、祈るように目を閉じること一秒。


そして目を開いた時にはいつもよりさらに魂を輝かせて、従魔に指示をする。


その判断一つに命がかかっている状態なのだから、真剣だ。


「進行方向はあっちね。リリーちゃん、スマホさんを持ちながら飛んでくれる？　私たちが後をついていくから。シュシュ、いつでも［衝撃覇］を打てるように準備。ハーくん、夢の選別はできてるね？　後衛攻撃魔法系をわたぐもの尻尾に待機させておいて。クレハとイズミ、私の肩にいてくれる？　後方を向いて敵襲に備えて」


レナパーティは進む。


（すごいな。俺だけなら立ち止まっていたかもしれない……）


「オズくん」


レナはどのような指示を出すのか、興味を持って見上げた。


けれどレナの表情を見て、自分から提案しようと動いた。


「主さん。今、戦力を貸すべき時だから、俺のことも使って……。戦闘技能の披露まだだから、協力のこと、こっちから言いながら動いていい？」


「うん！　お願い」


レナが太陽のような笑みをみせた。


オズワルドも満足そうに頷いた。


「あのトロッコ持っていくのが良さそうだ。いざという時に主さんの盾にできる。その柔らかい体は傷つきやすいみたいだから」


肘のところをオズワルドはハンカチで縛ってくれた。


「ひゃー優しい。ありがとう。トロッコって重いけど、どうやって……」


「スキル［重力操作グラヴィティ］」


横倒しになっていたトロッコがふわりと浮かんだ。


すごーい！　と先輩従魔とレナの喝采。


「対象物ひとつくらいならずっと浮かせられるし、もしも敵が来ても攻撃姿勢取れるから」


「助かるよ」


自分もパーティの一員として役に立っていることが、オズワルドの足を軽くした。


共に前に進む。スマホの明かりが、トンネルの隅の小石をピカピカと光らせた。奥に進むほどその数は多くなっていき、どうしたって関心を集める。綺麗だけれど、きっと欲に溺れて採取なんてしていたら出られなくなるのではないか？　レナたちはそんな気がしていたので触らなかった。


コウモリを溶解し、ゴーストを吹き飛ばし、トンネルに蹴りをぶち込み、レナたちは危なげなく進む。


（これ、トロッコの盾いらなかったかも）


靄がオズワルドの足元にまとわりつく。


（でも、俺にも、一緒に出ようって言ってくれたから。さっき……褒めてくれたから）


オズワルドが駆け足になって、靄を振り切った。


「主さん、走って！」


「えっ!?」


「他の奴らはトロッコに投げ込んでくから。うしろ！」


──ゴロゴロゴロゴロ、そんな音がはるか遠くから聞こえてくる。


これは定番の岩が転がってくる罠──！


「さっきそんなそぶりもなかったのに、あとで改変なんてアリ!?　そっちがその気ならぁ……」


レナが手を引かれながら、後ろに向かって叫んだ。


「あーぶない！　落とし穴だー！」


「!?　主さんなにを……」


「「『『落とし穴だー！』』」」


＜世界の判定。賛成多数！＞


トンネル内にぐわんぐわんと音が反響する。


▽落とし穴が現れた！


▽岩が落ちていった。


▽オズワルドの顎もカクンと落ちた。


「なに、今の……」


「ラビリンスって不安定な異空間だよね。途中で変わったりしちゃうことも、よくある。そこで私の運［測定不能］ステータスの出番ってわけですよ」


「無茶苦茶だ……！」


「だってここはラナシュ世界だから」


レナの声にほんのわずかな悲しみが滲んだようにオズワルドが聞き分けた。（なぜ？）顔はピンチを切り抜けた証の笑顔だし、明るい声音だったというのに、あれは悲しみであったという確信が抜けない。この暗闇が、不穏な幻を聞かせたのだろうか。


レナに聞くことはできなかった。


いつか聞いたら答えてくれるだろうから、そっと覚えておくことにした。今は戦闘に集中だ。


『ご主人さま……この先、あ、う』


「リリーちゃん!?……っまだ視れる？　スキル［従魔回復］」


『ありがと。ん、いけるっ。みんなの運命、私の目に、かかってるもん……！　勝つ』


「吸血もしていいからね」


『♡♡♡』


リリーがレナの首筋に牙をたてた。翅ハネの青模様が、赤紫色に変わる。


『元気いっぱい。あのね……黒ローブのへんな奴が、この先に、待ち構えてるの。道の、奥に、突然……現れた……！　きっと、どの道に行っても、追いかけてくるんだと思うの……けほっ。あの魂の光、ぐるぐるした濁った黒で、気持ち悪くて……目も痛いな……』


「犯罪者!?　説明ありがとう。あと少しで出口だっていうのに、厄介だね」


レナがゴクリと生唾を呑む。


「ちょっと気合い入れていい？　ついてきてくれるかな？」


『『『『「従えてぇーーーー！」』』』』


▽従魔の全肯定！


▽乗り遅れたオズワルドが戸惑っている。


「称号［お姉様］［赤の女王様］［サディスト］セット」


これぞレナが、赤の女王様などと慕われているゆえんであった。


ゴッ！　とレナが赤いマントを突然の風に靡かせる。足を開いて仁王立ち、後光をキラキラと光らせて、道端の宝石に反射した光がレナを大きく包む。


鞭をぱしんと手のひらに打ち付ける。


「オホホホホホホホホ！」


高笑いがトンネルの中にぐわんぐわんと響いた。


「あああ主さん、どうしちゃったんだよ……!?」


『説明しましょー。レナ様は称号をたくさんつけて赤の女王様モードになると〜、どんな言葉も高飛車になってー動作はサディスティックになっちゃってー、あらゆる人々を魅了して、赤の信者にしてしまうのですー！』


「事故じゃん」


『赤の運命なのですよー？　わーいっレナ様―！　従えてー！』


わたぐも尻尾をフリフリ、早口で説明を終えた興奮中のハマルをドン引きの目で見ながら、困惑しつつもオズワルドはレナのことを考えた。


勇気を奮い立たせたゆえの、カラ元気みたいなもんなのだろう……と。


やっぱりどこまでも事故であった。


（赤の女王様って呼ばれるのあんまり嬉しそうじゃないの、理由、わかったかも。気持ちと言動の齟齬って、辛いもんな）


オズワルドは胸にチクチクしたものを感じた。


▽そんな繊細な痛みはぶっ飛ばして行こうぜ、いえーい！


▽レナが　一歩踏み出した。


オズワルドの肌がゾクゾクと粟立ち、ブワッと尻尾が膨れる。


（う、わ……！　すごい、引っ張られる。ついていきたいって気持ちになる）


「いらっしゃいな、私わたくしの可愛い子たち！」


『『『「「はーい！」」』』』


＜撮影バッチリ高画質でイケてます。イケイケでーーす！＞


「出口の場所は変わっていないのよね？」


＜はい＞


「じゃあ突破していきましょう。悪意が待ち構えているなら、乗り越えていけばいいじゃない。ここは未熟なラビリンス。法の及ばぬ秘密の園。そしてラビリンス同士はそうっと繋がっているのよね……ラナシュの中であれば」


▽レナが　ネックレスの紐を手繰り寄せた。


▽黒の笛を　唇に咥える。


▽ピィーーーーー


「オズワルド、トロッコの制御をしっかりして頂戴ね！　助けてくれるわね」


「……っそんなこと言われたら、当然だろ」


「信じるわ」


レナ女王様の声は高らかに、歌うように。


「風魔法［テンペスト］」


レナの鞭がくるりと踊るように円を描き、風が吹き出したかと思うと、足元に魔法陣まで現れた。


ぶわっと湧き水のようにきらめく魔力が噴き出して、それとともに漆黒の頭が顔を出す。


＜ふんぎぎぎぎぎぎ＞


スマホがピカピカ点滅して、その箱の中でなにかを頑張っているようだ。


それを確認するにはオズワルドはトロッコの制御に必死だったし、レナも魔力を吸い取られすぎて気絶しそうなところを踏ん張って耐えていた。今、気力だけが頼りである。


でも戻りたいから、みんなと！


魔法陣の輝きの中で、暗闇よりもさらに濃い漆黒がレナたちを包み、力強く攫っていった。


弾丸のようにトンネルをぶっ飛んでいく。


罠の壁なんてその頑丈な守りが粉々に砕いて勝ってみせた。


大精霊がレナに与えた［テンペスト］の暴風を追い風にさえしてしまって、巨大な漆黒が動く。


「モスラ、駆け登って！」


レナの首に揺れる黒のネックレスは、最後の従魔を呼ぶ［モスラの呼び笛］なのであった。


モスラは翅を大きく拡げた。主人と従魔たちをしっかり乗せて、目前の黒ローブなどを風圧でぶっ倒し、地面のなくなった崖のような大空間を急上昇！　ラビリンスの出口に頭をねじ込んだ。


▽ぐにゃりと空間が歪む。


▽通り抜けた！






翅を体にまとわりつかせるようにしたモスラが、突如として空に現れた。


出口を見守っていたルーカや護衛などは、ぎょっとしながら見上げた。


大空でモスラが翅を大きくはばたかせると、全長百メートルをゆうに超える巨大な蝶々となる。


「なんすかあれぇぇ!?」


「モスラ」


護衛に簡単な説明をしたルーカがほうっと息を吐き、目を細めた。


「なるほど。ラビリンスで大精霊の極大風魔法を発動と同時に、同じアネース王国内にいるモスラも呼べるだろうと思ったんだね。賭けだから、レナが勝って当然なんだ。おめでとう」


さんさんと注ぐ日光がモスラの翅の赤い模様を美しく照らし、ステンドグラスのように芸術的に、魔王国の中心街を赤く染めた。


▽レナたちは　ピンチを脱した。


▽アネース王国の従魔　モスラと合流した。


オズワルドが制御するトロッコがふわふわと降下して、着地、レナたちが降りてくる。


まっさきに駆け寄ってきたのはルーカだ。


無事な仲間の姿を確認して、目に涙がにじんでいる。


「レナ、頼もしくなったね」


「ルーカ。私わたくしを信用してまかせてくれて、どうもありがとう。さみしかったでしょう？」


「とても」


レナたちはそっと手を触れ合わせた。


そして仲間みんなできゃっきゃと騒ぎながら無事を喜び合う。


（抱擁するのかと思った……）


ぐったりとトロッコの縁に上体を預けたオズワルドが、のそりと小首を傾げる。成人の異性同士なのに、距離感が不思議だと。


（あ。従魔契約してると性愛を自覚できないんだっけ……？　もともと魔物使いっていうのは、ただの魔物とヒト族の間柄。だから魔物が性愛を抱くと困った事態になるし、契約魔法が気持ちを調整してる。主さんは、魔人族を複数テイムしてて相性問題がないのが異常ってだけなんだよな……）


「オズワルド」


護衛代表のロベルトがやってきて、頭を下げた。


「レナパーティ及び不審者を逃してしまってすまない……。罰則は法律の通りに。遮断された空間からレナパーティを運び出してくれたこと、お前にも感謝する」


「あのさ。俺、従魔としての約束をこなしただけ」


オズワルドは今更になって震えてきた手の甲にぎゅっと爪を立てながら、強がった。


すぐそばでワイワイしている仲間には震えを気づかれてしまったかもしれないけど。なんならハマルやシュシュが尻尾を撫でていて、レナには頭を撫でられているわけだけど。ロベルトがどことなくにやついているような気がしてむかつく。


「……はあ。みんな無事で、良かったよ……」


「素直に言えて可愛いわ。オズ」


「!?」


そんなことを口にする高飛車女王様の本心は？　レナは今、どのような気持ちなのだろうか。


普通に考えるなら（オズくんだーいすき！）などと翻訳できる。静まれ俺の尻尾、とオズワルドは自制した。ルーカの微笑ましそうな顔がむかつく。


「いやみっぽい」


「素直に言えてえらかったね。って僕は思っただけだよ？」


ここにいる限り、あの手この手で絆されるので、オズワルドは頑なではいられないようだ。


オズワルドは諦めて身を委ねた。


気持ちはあの空のように晴れやかだった。


ギガントバタフライ・モスラを眺めた護衛たちは遠い目をして、禍々しいペンでメモを取った。特殊な紙に風景写しを行い、レポートとする。


「始末書ものだな。アレコレ……」


「ラビリンスの中で非常事態とはいえ、あの魔物は無申請入国ですしねー。ていうか蝶々？　まじすか？　ドラゴンよりでかいんですけど」


「また希少種魔物……」


「魔物使いが召喚魔法ってデタラメ過ぎる。あ、ルーカさん補足情報教えてくれてあざまっす」


「いえいえ。素の口調でてしまっているけどいいんですか？」


「いいわけないのでそれも後ほど始末書書かせますね」


「ぎゃー!?　先輩方、八つ当たりですよねぇ!?」


▽問題が　魔王国に持ち帰られた。


▽後ろ盾　よろしくお願いしまーす！







従魔たち　全員集合！


魔王国会議は阿鼻叫喚を極めた。


おかしなラビリンスの発生、増えている不審者、アネース王国との国際問題、レナパーティの取り扱い。


「全部うまいことお願いします」


……とざっくり託された宰相がそれはもう頑張った。


ワイバーン便でアネース王国に直接訪問、モスラの出国承諾をもぎ取った。モスラが勤めるスチュアート邸にて当主のアリス・スチュアートに事情説明、ついでにがっつり商業取引の営業を受けて経済部大悪魔マモンの名刺を強請られる。あちらの冒険者ギルドでは、モスラを連れて行かないでとの泣き落としを蹴散らして緊急用ギルドカードを強請った。魔王国に帰ってくれば魔王が書類そっちのけで逃走していたので捕えにゆく。激務である。


そしてこちら、仮ゴールとなった淫魔ネレネのお宿♡にようやく宰相が辿り着いた。


「お待たせ致しました魔物使いレナ様および従魔モスラ氏。それぞれ説明を終えて参りましたので、この国を楽しんで頂けると幸いです。ごゆっくり滞在して下さいそれでは魔王様！」


怒涛の早口と同時に、逃げようとした魔王の首根っこをひっつかむ。


「断る！」


「なりません。オズワルドに会いにいくのは書類を完成させてからとのお約束だったはずです。さあ帰りましょう」


「あのような机に山積みの書類などどうやったら終わるというのだ!?　魔王の事務仕事は実につまらん！　つまらんぞ！」


「魔王とは名誉職である、最も大きな群れの長という誉である、と歴代魔王様も愚痴……失礼。仰っていましたよ。回答はこれでよろしいですねさあ行きますよレナ様お邪魔しました」


「いえいえ〜……あ、よければこれをどうぞ。疲労回復に効くお茶です」


「ご親切にどうも」


宰相は蜘蛛糸を操り、コップを吊ると、お茶をぐいっと飲み干した。


よほど疲れていたようだ、普段の彼であれば部外者が出した飲み物などけして口にしなかったであろうに。


「おお、その茶はよく効くぞ。我も静かに集中して、オズワルドとは良い話ができた！」


「魔王ドグマ様の野生の本能があればこそ、私も信頼して回復を得ることができました。感謝申し上げます」


毒味である。


「お礼に書類の完成を手伝いましょうねさあさあ」


▽魔王が蜘蛛糸でぐるぐる巻きにされ　引き摺られていった。


▽子どものような魔王の駄々と　丸め込むオカンのような宰相のやり取りが　もはや漫才である。


▽オズワルドが顔を手で覆って　恥ずかしそうに俯いた。


屋根を渡っていく宰相たちの背中を眺めながら、モスラが感心した声音で呟く。


「いやはやすばらしい手腕でしたね。暴れん坊をあれほどうまく教育するとは……」


「モスラ。感心するとこ、そこ？」


「あの宰相がいればこそレナ様たちを任せても大丈夫であると確信しました。最も大事なポイントですよ。……本当にお久しぶりです。魔王国においてもみなさまがお元気そうで何よりです」


モスラは紅色の目をうっとり潤ませてレナを見つめる。


１８０センチの長身に執事服をピシリと着こなし、艶やかな黒髪を撫でつけていて、微笑みで万人を虜にしてしまいそうな美青年だ。背後に薔薇のオーラが見えそう。


スッとモスラがかがんだので、レナは当たり前のように撫でた。扱いは変わらないらしい。


髪型を崩さないように、尖った耳先を指でなぞっていく。


（やっぱり背後に薔薇みたいなオーラが……俺は一体何を見せられているんだ？）


オズワルドが悩んでいるが、はたから見たらオズワルドが可愛がられている様子も、けっこう似たようなもん、とは知る由もないのであった。


モスラがオズワルドに静かに近づいた。


「あ。あのさ……助けてくれてありがと」


「当然のことをしたまでです。呼ばれて命令に従う、こんなに幸せなことがありますか？　いやない」


（こいつも相当な従魔だ）


オズワルドはモスラを理解した。これだけ理解できれば、身内として信用できる。と、思っていたのに。


「レナ様これを。私とアリス様でしたためた、お説教全集です」


「なにその不穏な……辞典!?　分厚っ！　何冊!?　えっまだ出てくる!?」


「未完の大作ですから続々増えます」


「全部私たちのこと書いてるの!?」


「ぜひご一読を。いえ読み聞かせ致しましょう。何度でも何度でも何度でも」


「ひいいいいいいっ」


レナがガクガクと震えて真っ青になったのをにこやかに流して、モスラは朗々と反省点を読み上げていく。まずは鞭の練習を怠ってピンチになったところから反省点と改善案……旅の初期もいいところである。すでにレナの胃が痛い。


オズワルドがむすっと眉を顰めて、ページをめくるモスラの手を止めた。


「あのさ。主さんのこといじめたいの？」


「ありえません。けれどあなたのことは……そうですね、いじめたいかもしれない」


「!?」


「強引な手段でレナパーティに参入したでしょう。好意を抱くと思いますか？」


モスラを凝視したオズワルドは、一見柔和なこの青年の本質を垣間見た。


焦げつくような冷たい関心、えぐられるような注目、というような表現がしっくりくる目つき。


たじろいだオズワルドからわざわざ視線を逸らしてあげて、モスラは手を振り払うと、これ見よがしに上品なため息を吐いた。まったく幸せな獣ですこと……と新たな後輩を辛口評価。


従属までの流れを聞いたところ、強引に従魔になって訓練しないだのふんぞりかえっているくせに、お涙頂戴でみんなに心配されているようなのだから、モスラにとってハンカチを嚙みちぎりたくなる案件である。


せっかくなので最新巻、オズワルドテイムの反省点から朗々と読み上げた。


ひいいと耳を塞ぎかけた者が、ふたりになった。


軽く読み流したモスラが、パタンと辞典を閉じた。


「次はぜひ［仮契約］を駆使するなどして、逆契約懇請を受け流しましょうね。今回は総合的にプラスの結果になりましたが、無理に契約を進めてくるなんておおよそ後ろ暗い事情がある場合ですから。レナ様の同情を誘い、従魔になってからなにを要求してくることか。おぞましいですね。現在、博打が必要なほど弱い戦力ではないのですし……」


「……俺が悪いことは色々あった。けどよくもまあチクチクチクチクと……」


「おや、謝れるんですね。えらいですよ」


「そんな冷ややかなえらい聞いたことないな!?　干渉、しすぎだと思う。主さんも従魔も、バカじゃないのに」


「知ってます。レナ様たちが大事だからですよ。愛しています」


オズワルドが全身の毛を逆立てて、顔を青くしたり赤くしたり忙しい。


（愛とか言った!?　むずがゆい！）


レナや先輩従魔は普通に嬉しそうなので、これはモスラの通常の愛情表現なのだろうと察した。レナ以上の愛情ストレートパンチである。背後に薔薇がこれでもかと咲き誇っている。


「だ、大事だからって過干渉すぎ」


「あなたの父のことですか？」


「はあ!?　……」


「自覚するといいですよ」


レナ様たちに迷惑をかけないように成長なさい、という言葉は、オズワルドにはもうほとんど聞こえていなかった。


脳天直撃。モスラは後輩教育もストレートパンチであった。


ぐわんぐわんと、オズワルドの脳内で「父親は大事ゆえに過干渉であった」と反響する。


（厳しくない？　やんわり育ててたのに〜）


（ルーカ。獣には本能で分からせるのが一番なんですよ。それにしても、教育怠慢に頭痛がしますね。あなたはこの後輩に対してどのような気持ちでしたか？　愛されなかった元王子ルーカティアス）


（うわ痛烈な批判。そうだな……愛されているゆえの悩みもあるんだなーって感じ？）


（甘……）


（レナが幸せそうならそれでいいでしょ）


この仲裁は見事であった。ふむ、とモスラが頷く。その問いにはもちろん即答オールオッケーなのだが、自分はどうしてオズワルドにこんなにモヤモヤするのか、と考えながら青の獣耳をつまんだ。


「な、なんだよ。つまむな」


「ああ。嫉妬です」


「はあ？」


「レナ様のお近くにいたでしょう、私よりも長いこと。だから羨ましくて」


「アンタの方が先に従魔になってるくせに、なにいじらしいこと言ってんだよ……つまむな」


モスラがオズワルドの両耳をつまんで、ムニムニと動かしている。


レナはいざとなったら止められるように手をスタンバイしているが、どう見ても撫でに参加したい欲望が見てとれる指の動き方をしている。可愛いは正義。


ルーカがパンと手を叩いた。クレハとイズミが『『ぱふぱふ〜？』』ぽにょんと跳ねた。


「新人従魔に教える、真実の魔物使い講座〜」


「ルーカ、なにそのテンション……」


「魔物使いと従魔って、一定以上離れて過ごしていると、さみしさと恋しさがつのっちゃって、主人愛こじらせるって知ってた？」


「……つまり今のモスラ？」


「正解と言っておきましょうか。主人と再会した時の喜びはすさまじい。感動で目が潤みますね」


「淫魔従業員すらその顔で魅了するのやめろよ……バイトが鼻血出してるじゃん」


「是非、この傾向を後輩教育に役立てたいと考えております。有言実行」


「やめっっっ」


▽モスラの　捕縛。


▽オズワルドを小脇に抱えて　街をしばらく疾走した。


▽帰宅後　オズワルドはいつもより　ちょっぴり甘えん坊になれたのだった。






この散歩は思わぬお土産を持ち帰ることになった。


街で「号外！」と配られていたチラシ。


まだインクのにおいも濃い刷りたてのチラシには、魔王直筆とみられるひしゃげた文字で


【武闘大会　よせん　開催!!】


と書かれていた。指紋まで丁寧に拇印ぼいんされている。


例年よりもはるかに早い予選開催に、国中がざわめいた。


騒ぎを町中で知ったので、オズワルドはやつあたり的にモスラにまた耳をつままれたのだった。


▽さてあの魔王をどうしてくれようか。






レナパーティのところには明日、宰相直々に説明にくるのだという。


わざわざ一回パシらされたロベルトにそう聞いたレナたちは「テンション上がっちゃったんですかね？」とカマをかけてみてポーカーフェイスの裏を魔眼で読んだ。完全勝利。


▽ハイテンション魔王が　予選開催を早めてしまった。


▽わくわくちびっこ大会じゃないんだぞ。


▽息子可愛さにしていい範囲を超えている。


……とはいえこれほど開催が周知されてしまったら、取り消しはもはやできないだろう。さまざまな魔物がその気になっていて、訓練場は大賑わいだそうだ。ハーピィが空でピーチクパーチクさえずったから、噂話が風に乗ってはるか遠くの獣人などにも聞かれてしまったに違いない。魔王国には様々な魔物が押し寄せることだろう。


レナたちはおとなしく明日を待つだけ……なんてしていられない。


凝ったパジャマに着替えた。やってられない夜はジュースを一気飲みして、パジャマパーティの開催じゃー！


「「ぱふぱふー！」」


枕投げ！　お菓子の乱れ食い！　トランプ！　プロレス！　くすぐり合い！


晩は賑やかに更けていく。







魔王国の夜


オズワルドは夜風で頭を冷やそうと、ベランダに一人でやってきた。どうしたの、と追いかけて来られそうだったのでソッと足音を忍ばせて。


頬を冷たい風が撫でていくと、頭に絡まったリボンが風になびいた。ポップコーンがコロリと髪から落ちる。どれほどの騒ぎだったかよく分かる。絹のパジャマはさらさらと肌を滑るようで、こんなふうに着るものの肌触りに気を遣われたのは初めてだな……とぼうっと考えた。


その代わり、戦闘に有利になるような魔法効果は施されていない。


父から与えられていた服と、レナパーティに贈られた服は違う。


良いところも悪いところも、視点が違えばいろいろあって。


ポケットに忍ばされていたキャンディを、オズワルドは嚙み砕いた。


甘い。


甘すぎる。


蝶々従魔のモスラが愛用している飴は頭痛がするほど甘かった。


ベランダで口を押さえて身悶えていると、ふと（風が涼しすぎる）と気づいた。凍えるような風なのだ。


室内にこの風が届かないように、オズワルドは窓を閉めた。そして風上を探して獣耳をヒクヒク動かした。


（あっちから……戦闘音がする！）


自然に足が動いていた。


だって聞き覚えがある。懐かしい。


足は素直にベランダの柵を蹴って、屋根に登った。それから下半身を獣化、滑るように走る。


次第に強くなってくる闘気がびりびりと産毛を刺激して、オズワルドを急かす。


戦いたいだろう、と獣の本能を刺激するかのようだ。


（俺は…………）






ピカッ！






目を焼くような光。


ほんの一瞬だ。時間にすれば一秒の百分の一くらい。


気のせいだったかと思うような光を、オズワルドは確かに現実であったとその目で見て知った。


（魔王ドグマ！）


街の中央にそびえる監視塔の上に、よく知るシルエットが現れている。


長い髪に大きな獣耳と尻尾、立派な体躯の堂々とした立ち姿。それから溢れる［絶対王者の覇気］。


オズワルドは屋根にひれ伏した。


（うっ……！　主さん、こんなの受け止めてたのかよ。従魔たちも……魔王の庇護下にないときっってこんなにきついんだ）


紫の炎。


ボウッ！　と燃えたかと思うと、一瞬で消えて、夜空の保護色になってしまう。そのわずかであっても脅威だ。魔王の紫炎はドラゴンですらも炭にしてしまうのだから。


（……本気になって一体何を焼いているんだ？）


オズワルドは目をこらす。結界が張られているらしく、やたらと見えづらい。


炭のかけらみたいなものが多数舞い上がっている。やがて炭の塊みたいに、意思を持った風がひとまとまりにしてから、王宮の方へ吹き流れていった。魔王はそれを目で追うだけなので、承知の上なのだろう。軍服を着た従者たちが数名いる。風を操ったのは光妖精マリアベル。影をツタのようにして屋根を這わせたゴーストローズの樹人が合図をして、紫炎が広がるとオオネズミを焼いた。これがただのオオネズミではないことは、ドロリと溶けた毛皮に灰色の骨、腐臭で明らかとなった。


オズワルドが鼻を押さえて、魔王も眉をひそめた。


「腐ったアンデッドは鼻が痛くなって敵わん……入念に焼き払うぞ」


「わ、わわ!?  魔王様それまじですか、おおおお待ち下さいね、今結界を強化しますからぁ！　ケットシー族、最上級結界用意」


魔王の覇気がぶわっと膨れ上がる！


大慌てで張られた結界内は、あっという間に紫炎の海と化した。オズワルドのちょうど真上で燃え上がり、中でアンデッドなどがじゅわじゅわ焼き尽くされて、おぞましい悲鳴が上がっているのだろうと想像できた。


国民にこれが知られていないのは、黒の霧で空が覆われているからだ。異様に暗い夜である。


「フォローはお任せ下さい」


「ロベルト、やってみせろ」


雪豹のロベルトが雪を降らせる。夜の違和感は、すべて雪雲のしわざというわけ。


季節外れの雪が降るなんてよくある話なのだ。氷の魔物が雪を呼んだり、水の魔物が空に水面をつくったり、光の魔物が夜空に星を増やしたりするのが、多様な魔物が集う魔王国の名物。


雪に気づいた国民がパジャマのまま外に出てきて、遊び始めたりした。


この国は、手厚く守られている。


圧倒されたオズワルドがつい、ズリッと脚を滑らせ、あわてて体勢を整えた。いつものトレーニング服じゃないことを忘れていた。魔王が振り返る。


「誰だ？　ああオズワルドか」


屋根の影とまるで同化していたはずの息子をすぐ視認すると、オズワルドへの重圧がなくなった。息もしやすくなる。


「どうだ、調子は！」


「……聞くこと、そこ？　なんでここにいるとか、そーいうんじゃないの……」


「理由が必要か？　居たものは居たのだから」


「……はあ。アンタ、尻尾振ってどうしたの？　楽しい任務でもなかったはずだ」


「む？　尻尾だと？　いつの間にだろうな、まあ気分だ！　何をしているのかといえばだなァ」


「いけません魔王様」


護衛のロベルトが止めた。魔王の口をふさぐという決死の行動である。そのまま齧られたら手首ごとなくなるだろうし、なによりも不敬だ。


（そうまでしてでも止めなくてはいけない事情がある？　ふぅん……）


オズワルドは知りたくなった。


「聞いた俺も悪かった。でも自分でもっと判断して欲しいとも思うけど？」


「策略がどうのというのは苦手なのだ。全てなぎ払うのが我の得意なことである！」


「知ってる。魔王は圧倒的な戦闘力で魔物をまとめあげるのが全て、影蜘蛛が政治のかじ取りをするもんだから。でも宰相がいないんだから今はアンタが努力するべき時なんじゃないの」


「えらくこざかしいことを言うではないか……」


「で、どうしたの？　言える範囲で言ってみて」


オズワルドがそこまで自己主張したことに、魔王は驚いているようだった。


ぶんぶん揺れていた尻尾がピタリと止まり、「ふーむ」と唸り声が漏れる。それくらい魔王にとって事務上の考察は苦手なことなのである。


……オズワルドは肩の力が抜けて、少し笑ってしまった。こんな一面もあるのだと今更気づいた。


「魔王様」


ロベルトのストップがあり、オズワルドが舌打ちをした。


「ああ。オズワルドよ、我は語り方がわからん。だから見ておれ！」


魔王が空に吠えた。オズワルドは目を見開いてその姿を焼きつけた。


獣の声が空に吸い込まれた先で、ぐわんぐわんと反響していくのは、見えない壁がある証拠。新たな種類の結界が形成されている。オズワルドが耳を澄ましたところ、屋根のギリギリ上方から、三百メートル登ったところまで、魔王国王都全体の範囲が、覆われているようであった。


遠方でケットシーが「にゃあにゃあ！」と魔法の杖を振っている。


結界はいったん大きく揺らいで、それから一気に強固になった。


耐えかねたように空気がおぞましく底冷えした。


「光魔法［浄化パージ］……迷える魂よ……」


天使族が美しい歌を紡ぐと、断末魔の悲鳴があちこちで上がる。オズワルドは膝の震えをこらえて、冷静さを保ち判断する。


「……ゴースト、とか？」


「耳がいいな。その通りだ。悪意を持つものがゴーストを支配し、我が国に集めていた」


「……ッちょっと、そのまんまこっち来ないで。覇気。だだ、漏れッ……！」


「しまったな。ふはははは」


「ゴースト炙り出したやつ俺にぶつけて、浄化でもするつもり!?」


「本当に口がうまくなった」


すぐそばにやってきた魔王がしげしげと顔を覗き込んでくるのを、オズワルドは屋根に伏せをした状態のままじっとりと睨み上げた。そしてはたと、これまでなら首根っこを掴んで上を向かされていたのに、と気づく。オズワルドは自分から、目を合わせられるようになっていたのだ。


すうすうとした冷たい風が無防備な首筋に触れる。ロベルトだ。


「魔王様……」


「もう我の仕事は終わっただろう？」


「しかしあまり自由に動かれては。ほら、オズワルドがこのように」


「ダシにすんな」


「口も鍛えられたようだ！　ふはははは！」


「アンタは誇らしげにするとこじゃないから！」


まったく本題にたどり着かない会話は久しぶりだった。


レナパーティはいつも丁寧に導いてくれるから。


吠えた興奮と息子に会った機嫌の良さでどうにもとまらない魔王は諦めて、オズワルドは、ロベルトの方に質問をした。


「こんな夜に最高戦力で行う任務、アンデッドに、ゴーストを使役してた悪意って、何？……一般人にも教えられる範囲で教えて」


「よくそのような言い回しを」


ロベルトが感心したような声を出して、オズワルドはこれまでと違ったアプローチをした気恥ずかしさを耐えながらしっかり耳を傾けた。


「武闘大会の開催を知った者たちの中に、悪者が紛れ込んでいたというだけの話ですよ……ただ規模が大きくて、ゴーストをまとめあげる組織的動きがあったので、魔王様直々に浄化の協力をして頂きました」


「ゴーストの中でも悪霊が集められてた？」


「市民の不安を解消するために答えましょう。悪霊、それもあちこちで拾ってきた大物を集結させたようです。たちが悪いですね。しかし除霊のプロフェッショナルである天使族が浄化しましたので、安心して下さい」


「一般人向けに言えるのはそこまでってことか」


「あとひとつ。オズワルドには教えておきます。昼間、鉱物ランプ店で遭遇した黒いローブの男の関与が確認されています」


「は!?　……また逃した？」


「捕らえました。黒ローブ、深緑の髪の男。しかし妙な違和感があり……現在、魔眼調査中。この辺りまでですね」


「…………俺たちへ危害を加えそう!?」


「その質問には、そうですねぇ。よく考えましたね？」もっと情報を引き出そうとするオズワルドの策略はまだまだ粗削りだが、これまでとは違う成長をしている。


ロベルトは口をつぐんで、夜空を振り返った。また、だ。


「もう一度咆哮をお願いします。魔王様」


魔王に任務協力をしてもらう時のお約束。


シンプルに、余計なことを言わない。


咆哮がビリビリと轟き、新たにゴーストたちを炙り出した。覇気の衝撃でさっそく消滅しかけているゴーストたちを、天使族が歌声を紡いで浄化した。


オズワルドはゴーストの特徴を脳内で復習する。


（ゴースト。一定以上の知能を持つ者が死んでから、思念体となったもの。タチが悪いものは怨霊となり、生前の恨み辛つらみをぶつけようと生者の体に入りこんで悪さをすることも。弱いゴーストは地上をただ彷徨うだけ、悪質なゴーストはあちこち移動して怨念を押し付ける相手を探す……。それぞれの動機はバラバラなのに、まとめられてたっていうと……アンデッドの上位種族か、ヒト族の死霊術師ネクロマンサーとか？）


魔王の咆哮で従属本能が上書きされて、ゴーストをまとめあげる指揮はもはや機能していないことだろう。オズワルドはフッと息を吐く。さすがだと言わざるを得ない。


魔王はギラギラと目を光らせてオズワルドを見下ろした。


「息子よ、身内に危害を加えられることが心配か？　大事なものを守れぬと思うか？　いや、それはチャンスなのだ。脅威には立ち向かえ！　捻じ伏せろ！　より強くなればいい！　壁は乗り越えるためにこそあるのだからな！　ふはははははは！」


危害云々は情報を引き出すための方便だったのだが……この魔王の発言には、オズワルドは文句がなかった。


（旅の危険からは守るって、俺の力を使うって、主さんに約束したから）


オズワルドはぐっと膝に力を込めて立ち上がった。


魔王の覇気は今だに厳しいが、これにくじけていたのでは、レナパーティを守ることなんてできないのだろうと思ったから。頑張る。


「ん、ぐっ……！　ん、んー！」


「やるではないか」


「全、然、平、気」


見栄を張る時のオズワルドは堂々とできていて、仁王立ちのシルエットが父とよく似ていた。


ゴースト退治はまだ続きそうだ。これからたくさんの魔物が集うであろうこの街に、怨霊の名残があってはいけない。悪霊が心に入りこんで宿主に悪さをさせた場合、国家間のいさかいの発端となる可能性もある。脅威はねじ伏せる。


それらを調整しているのが諜報部であり、


「光妖精のマリアベルちゃんと部下たち、まだまだ行くわよぅ！」


掌握するのが宰相である。


「お待たせ致しました。朱蜘蛛による調査が完了致しました。つきましては悪人拠点の該当地区に移動して頂きたく」


「いいだろう！」


がおおおおん!!───隠密とは……。これはプライベートな咆哮なのでがっつり国民に聞かれた。悪人たちにも。


「敵に……居場所がわかってしまいましたね……」


「立ち向かってくるから手間が省けるではないか！」


「悪人は潜むものですよ。魔王様めがけてわざわざやってきません」


「どいつもこいつも面白みのない……ぐうう。やはり武闘大会が楽しみだな!!」


「反省して頂きたく」


地獄のような声で宰相が言った。


▽オズワルドが攫われた。


「わ!?」


「甘い匂いを辿ってきたよ。よかったね？　おっと、暴れないで」


誘拐犯のルーカが、金髪を揺らしてオズワルドを覗き込んだ。ペシペシ青い頭を叩く。これは罰。護衛を出し抜いてオズワルドを掻っ攫ったので、、魔王が舌舐めずりをした。


「おお、新種のネコミミヒト族よ、やるなぁ！　お前と戦うのも楽しみだ！」


「げええ」


ルーカが舌を出した。ローブのフードから顔を出したシュシュも、ウサギらしからぬ果敢さでベーっと舌を出す。


「もー。オズが無断外出するから僕まで目をつけられちゃったじゃん」


ドグマがぶんぶん手を振っている。討伐に向かうというお楽しみがあるため、引き際が随分とあっさりしている。野生の闘争本能が滾って仕方ないようだ。


ほっ、と息を吐くルーカの猫耳はピクピク小刻みに揺れていた。


オズワルドを攫ったあの一瞬、魔王の殺気を向けられて、緊張したのだ。


「さあ帰るよ、今の居場所にね」


軽やかに屋根を飛び越えて、お宿♡の部屋に帰宅した。


☆


「おかえり！  もう！  心配したぁ！」


レナがオズワルドを受け取り、存在を確かめるようにぎゅうっと抱きしめた。今までにないほど力が強くて（それでも非力だが）目を白黒させたオズワルドは、主人の余裕をこんなにも奪っていたことを知った。魔物使いだから、という以上に、レナだからなのだろうと分かる。


「ルーカさんもありがとうございます……でもハーくんに言付けて出かけちゃうなんて。幸運なシュシュと一緒とはいえ、なにか悪いことが起こったらと心配しましたよ！」


「でも見逃して待っててくれたんだよね。成長したね」


「そんな褒め方されたってごまかされませんからねええええ」


レナが今にも泣きそうだ。ルーカはネコミミの毛を逆立てて慌てた。


「なんでもする」


「ようし、獣化してください、今すぐに」


「……オズワルドの前ではあんまりしたくないんだけどなぁ」


「だからこそっ、罰になりますっ」


わくわく、レナの目が涙と期待で輝いている。にやにや、先輩従魔の顔がいやらしい。スマホが撮影の仕度を整えた。オズワルドはキョトンとしている。


▽ルーカが光を纏う。


▽金色子猫が現れた！


『にゃあ』


小さな子猫は床にぽてんと落ちて、受け身はとったものの、ころころと転がった。あまりにちっぽけで可愛らしい。滅多にこの姿にならないために、ルーカはまだ獣の体を使いこなせていない。爪はささやかで、短毛種の柔らかい体は防御力もなく、ただただ愛でられるためだけの存在である。


オズワルドが目を丸くしている。


レナが抱えあげた。


「アニマルセラピーって知ってますか？」


『撫でてもいいよ……』


「わーーーーい」


撫でて、撫でられ、レナパーティコミュニケーション。


獣が傷を舐め合うように、そうして絆を深めるように。いつだって側にいる。


体が離れてしまっても、心はきっと側にあるから。大丈夫──。


☆


オズワルドは悪夢に出会った。けれどももう怖くはなかった。悪夢は心の弱いところを壊して、その者を支配しようとするので、弱いところを仲間に守られている今は、手出しをされるはずがなかったのだ。もう大丈夫。


寝ぼけながら、青の獣が主人のお腹にすり寄った。







戦いたいのか？


宰相がお宿♡を訪れた。大きな紙の束を持っている。


「それ全部チラシなんですか？」


「多すぎる分を回収して参りました。店舗の看板の上など、貼ってはいけない場所もありますから」


「魔王様がはしゃいじゃった……？」


「いえ。店の者が貼っておりましたが、貼るべき場所は規則がありますので」


「あっすみません失礼なことを。ところで武闘大会の開催についてなんですけど」


「魔王様がはしゃぎました」


宰相が深々と頭を下げる。


「この度はお騒がせして大変申し訳御座いません」


「いえいえ……」


「みなさまもエントリーされております」


「それは謝罪が必要な事態、なるほど。ええええ……困りますよ」


「魔王国に滞在しているすべての魔物ならびに魔人族がエントリーされる決まりです。魔人族にとっては名誉なこととされているのですが、やはり、レナ様にとっては困る事態だったのですね」


「はい。参加するかは選びたいです」


「承知致しました」


宰相が机に冊子を広げる。


魔王国武闘大会の規則が書かれている。


「三年に一度の武闘大会によって、優勝者は次期魔王と認められる。任期は三年間。武闘大会に優勝し続ければ、同じ者がずっと君臨し続けることは可能。


【予選】……戦力の振るい落としをする。戦い方は、大乱闘。大闘技場と訓練場をすべて使用し、それぞれのステージで勝ち残った一名ずつのみが次にエントリーされる。途中辞退も可能であり、とりあえず一緒に騒ぎたい国民たちの祭りとしての側面がある。致命傷は厳禁。


【ラウンド】……ランダムに組み合わされた強者の戦い。ノックアウト及び辞退の申し出をするまで戦う。現魔王ドグマもエントリーとなるため、魔王になりたい者向け。


【決勝戦】……次期魔王を決める決勝戦。死ぬ気で戦うこと。以上です」


「シンプル」


レナの感想に宰相は頷いた。


「歴代魔王様は戦いに特化した魔物ばかり。ゆえに規約を増やしたところで理解されません」


「うわあ」


「そのために影蜘蛛がいますから問題御座いません」


「でも開催早めたりはできちゃったから、あの、魔王様のドグマさんって実は頭いいのかもしれないですね……？」


レナはつい口にしてしまったことを、取り繕おうとして妙な言葉遣いになってしまった。


宰相が苦い顔をしている。影蜘蛛にしてみれば「出し抜かれた」一件でもあるのだから。


「この度の魔王ドグマ様の行動について咎める法律は御座いません。ちょうど抜け穴を駆け抜けたため。野生の本能で、こうするのが良いだろうと動かれたのやもしれませんね……」


「すごい。旅をしてきて感じたことですけれど、直感や本能ってかなり大事ですよね」


「魔王様の鋭いご判断に国が助けられたことも多々御座います」


宰相は深く頷いた。様々な感情が込められているのだろう。表面上はほぼ無表情なのがすごい。


「レナ様こちらを。エントリー辞退の書類で御座います」


「さっそくのご用意ありがとうございます。うん、私は従魔のみんなの判断に委ねようと思ってます」


「主人が決定しないのですか？」


「この子たちはそれぞれ自分の未来があります。やってみたいことを、やってみてほしい。魔王国にやってきて、みなさんにもサポートして頂いて、やっとそう言えるようになったことが本当に嬉しいです！　ありがとうございます」


「丁寧な方ですね。お言葉は頂戴しておきます」


宰相の目元がわずかに和らいだ。


廊下に控えている護衛も、口元に好意を滲ませた。


「さてみんな。どうしてみたい？」


レナは従魔に問いかける。


▽スライムのクレハとイズミが　手を挙げた。


「「参加するー！　いろんな魔物の体、舐めてみたい。どんな味がするかなー!?」」


「あはは、いいよ。耐性あるとはいえ猛毒には気をつけてね」


レナは、クレハとイズミのぶんのエントリー辞退文書を、机の端に戻した。


▽シュシュと　ハマルが　手を挙げた。


「参加したい！　ウサギ種族のシュシュがどこまでいけるのか、予選だけでも試してみたいよ！　押忍ッ！　ご主人様と生涯を共にしたいから魔王にはなりたくないけどっ」


「ボクも参加します〜。ドラゴンがいそうでしょー。倒すのに相性がいいから〜、ボク、効率よくレベルアップできそうー。ドラゴンキラーだもん。魔王になるのは辞退の方向で〜」


「了解。参加と、もしも予選突破しちゃった時には辞退ね〜」


レナの快諾と、シュシュたちの予想外の主張に、宰相の眉がピクリと上がった。護衛が廊下で呆気にとられている。まさか予選とはいえ勝つ気でいるとは。


▽リリーが　首を横に振った。


「私……やめておく。興味、ないの。必要な戦闘じゃないなら……戦うってことは、あんまり、好きじゃないなぁ？　ご主人様の血を吸ったり、宝石やアクセサリーを眺めてる方が、好き♪」


「リリーちゃんは辞退ね。分かった」


レナはさらさらと迷いなく書類にサインした。リリーの参加権が失効した。


これは、どんな弱い魔物でも魔王になるチャンスは与えられているという国民の喜びとは、全く違う価値観である。従属したという魔物の特殊さを、宰相たちは改めて考えさせられた。


▽モスラは　首を横に振った。


「執事としての職務と、レナ様の従魔であることが、私の存在意義です。魔王職などに関心は御座いません。予選とはいえ目立ってしまってパーティの今後を煩わせるのも本意では御座いません」


「いつも私たちのこと考えてくれてありがとうね。あなたがそう望んでくれるなら」


レナは書類にサインをする。モスラが遠慮から言っているのではなく本心だと、繋がった魂があたたかいことで分かるから。アリスの執事でいること、レナの従魔でいることを望み、普通の蝶々からギガントバタフライに進化したのがモスラだ。愛情が嬉しくてレナは鼻歌を歌った。


▽ルーカは　迷っている。


「うーん……参加しとこうかな。魔王に目をつけられたから、いないとなれば個別のアプローチを受けそうな嫌な予感がしててね。開催時期が早まったぶん、第二部のラウンドまではけっこう期間が空くし、その間になんとかして現魔王の目を避けられるようにする」


「はーい。一緒に頑張りましょうね」


（いざとなれば子猫になって逃げればいいですからね！）


（はいはい。ありがとう）


レナは励ますような笑みを浮かべて、ルーカは苦笑しながらもやんわりとネコミミを揺らした。


▽オズワルドは……。


「……参加、してみようかな。予選だけなら、とりあえずただの祭りだし……」


「分かったよ」


「……あ。参加することでパーティの危機になったりする？」


「「おうおう先輩たちに喧嘩を売ったなぁ？　オズ坊よ。そんなにヤワじゃないぜレナパーティ！」」


「そっか、ごめん。ちょっとモスラの発言が気になったから」


「興味がないものでリスクを増すのは無駄という意味ですよ」


「なるほど。……俺も別に興味ってほどでは、んん、どうなんだろ……」


「シュシュとハマル先輩と一緒に戦おうよオズ！　押忍！」


「そうしたいわけ？」


「クスクスクスっ」


「リリー、なにその笑い……」


「オズくんは悩んでるんだね。じゃあこうしたら？　訓練場で戦い方を見せてくれるって言ってたのを、予選で披露する。そのあと辞退も可能だし。戦ってみたら、曖昧な気持ちがはっきりするかもしれないよ」


「とりあえず進めってことだな。……参加してみる」


「分かった」


レナの微笑みはすべてを包み込むみたいに柔らかくて。オズワルドの不安も、悩みも、興奮も、きっと受け止めている。そう信じることができた。主人は立派な魔物使いである。


不参加とサインをした書類だけを宰相に渡し、残りは手元に持っておくことにしたレナ。その時に、宰相がボソッと呟いた。


「見事な調教の手腕を拝見しました」


「私、従魔のいいようにって要望聞いてただけですけど？　あれ、サディス宰相見てましたよね？」


「さすがに赤の女王様というだけあり」


「……急にどうしたんですか!?」


「吟遊詩人の歌を、街の至るところで耳にしまして。今流行っているようですよ」


魔王国でも有名人になってしまっていた。いつのまにか。なぜ。


「吟遊詩人、勘弁して……」


レナががっくり項垂れる。けして進んで布教したわけではないのに、この事態。


これまでの街でもそうだった、いつの間にか赤の女王様とか呼ばれて目立ってしまっていて、ガララージュレ王国の追っ手たちが魔物使いパーティを見つけてしまわないだろうか？　と恐れて、転々とあちこち旅をしてきたのだ。しかしこれまでは、目立ってしまった時点で街を出ていたが、今回は？　ジーニアレス大陸までは追っ手はこないだろう、魔王国の後ろ盾もある、従魔も武闘大会を楽しみにしているということで、レナは初めて、滞在することを選んだ。


（思えば遠くまで来たよねぇ）


強くなったことも、旅を続けてきたことも。


レナの心が高揚すると、従魔たちの心臓もとくんと鼓動する。


窓の外から歌声が流れてくる。さわやかな男性のテノールボイス、とても心地よく響く声だ。


「……吟遊詩人っ!?」


レナが窓に駆け込んだ。


窓の下の濃い金髪の吟遊詩人は優男のような見た目。どこの地方か分からないズルリとした民族衣装を纏っていて、軽快にリュートを掻き鳴らす。その指の動きはレナでも一瞬釘付けになってしまったほどだった。


お客の拍手があるたびに、どんどんと物語性を盛って、赤の女王様伝説がアレンジされていく。


＜称号：［物語の主人公］を取得しました！＞


＜ギルドカードを確認してください＞


「っなーー!?」


レナは窓枠をわなわなと掴み、震える指でギルドカードをつまんで凝視した。


その世界の福音はレナパーティの頭の中にしか共有されていないため、いきなりの叫びに宰相たちは驚いた。


レナにしてみれば、吟遊詩人はたくさんの面倒事を運んできていて、もしかして鉱物ランプ店の黒ローブに遭遇したのもこういう広報のせい？　とか考えるともう疑心暗鬼になってくる。


「いけないいけない。平常心平常心。疑わしきは罰せず、ってやつですよ……ふふふふ」


吟遊詩人は高らかに歌い上げた。


赤の女王様は〜♪  従魔たちとともに〜♪　合体!!


「合体!?」


悪を打ち払う〜♪  その正義の〜♪　 爪と牙と翼と尻尾と瞳と鞭と心と〜♪


「多い多い多い」


おそるべきセンテンスが街頭で垂れ流されている。しかも盛り上がっている。レナがぶちんと切れた。


「もー我慢できないっ。吟遊詩人さんに自粛してもらいに行きましょう！」


＜勝手に称号をつけられるのは困りますよね。プンプン。赤マントの女の子魔物使い、という認識共有先はマスター・レナのオンリー・ワンですので、ラナシュ世界に個人特定されている状態なのです。つまりあの吟遊詩人が集客して歌い続ける限り……＞


「やばい！　リスキーすぎる」


レナは宰相にサッと手を振ると、紅茶の残りを飲み干して、トーストの残りを口にくわえて駆け出した。いつも従魔のお手本にならねばとお行儀を気にしているレナにあるまじき迂闊さ。これも［物語の主人公］という称号を得てしまったからこそのやらかしといえる。


廊下でネレネにぶつかって豊満な胸に挟まれたのは、えっちな漫画の主人公さながらであった。うわーお。


あれほど急いだのに、広場に行くと吟遊詩人には逃げられていて、物語的なご都合主義が神がかっている。レナの悲鳴が街にやけに大きく響いた。


室内で書類をまとめていた宰相が、立ち上がった。


徹夜でクマができていた目元はソッと弧を描いている。


窓の外から楽しげな騒ぎが聞こえてくること、その輪の中にオズワルドがいることを、実に感慨深く思いながら、新たな報告をするために王宮に戻る。


会場設営、観戦調整、試験官の手配、悪意の防衛、やることが山積みである。


外の騒がしさに、魔王の高笑いが加わった。


なんと、やることが一つあちらからやってきてくれた……と頭の血管をぶち切らせそうになりながら外に出る。護衛はすでにレナパーティの周辺に待機して、これからしばらくの「いつも通りの日常」が始まった。







武闘大会・予選


レナパーティは魔王国郊外の闘技場を訪れている。


見た目は（イタリアのコロシアムみたい。合理的に戦闘を観戦できるように造られるとああなるんだなぁ）石の壁がぐるりと周囲を囲い、すべての席から戦闘が観られるようになっている。戦闘者の魔法が外に漏れないように、壁は高めだ。防御結界を張るためケットシー族がひとり、コロシアムの中央に伸びた支柱の上に立……寝ている。本日の日差しは日向ぼっこにとても最適で、眠くなってしまったようだ。試合前の休息は大切なので、注意するものは誰もいない。日本人の感性からするとカルチャーショックであるが、ここはラナシュ世界。


レナたちは良い席を探した。従魔のことをできるだけベストポジションで観たいのだ。


「この辺どう？　レナ」


「さすがです。真ん中あたりの席、近すぎず遠すぎず、全体が見渡せてほどよい観戦ができそう」


「褒められた。そのタマゴサンド、ひとつ多めにくれてもいいよ？」


「はい」


レナは笑いながら、ルーカの口にタマゴサンドをくわえさせた。尖った八重歯が、パンに深く刺さった。


コロシアムには続々と魔人族が詰めかけて、ほぼ満席となる。


派手な衣装の吹奏楽隊がやってきて、ラッパを空に向けると、ファンファーレを響かせた。


▽武闘大会予選　開催！


「「ぱふぱふ〜！」」


クレハとイズミがぐるぐるキャンディを齧りながら、甘い息とともに定型句を口にした。


リリーは石榴のジュースをちゅーっと吸って、シュシュとハマルは野菜サンドイッチをもぐもぐ。モスラが蜂蜜紅茶をティーカップで優雅に飲む。


レナは手にポップコーンを持っているものの、会場が気になって仕方がなく、一向に食べ始める気配がない。


「オズくん、まだかなまだかな。まさか第一戦に呼ばれるなんて〜！」


「「落ち着くんだぜレーナー。だーいじょうぶだよ、オズ坊、気合十分だったじゃん」」


「口ではツンツンしちゃってもさー、実際ワクワクしてそうだったよねー。んもー素直じゃないんだからーって感じー？」


「訓練場の実技披露の代わりのつもりで、ってことに納得してたから、これまでの主張と違うって負い目や、緊張でパフォーマンスを落として怪我をすることはないだろう。そもそも怪我をしそうになったら試験官が止めてくれるからね」


ルーカが指差した先には、紺色のローブに身を包んだ試験官の姿がある。わざわざ存在感を誇示するための魔道具を使用しているが、いつもは影に紛れている諜報部のロベルトだ。チラリとレナパーティの方を確認すると、雪色の髪がこぼれた。


＜社畜って大変＞


キラの一言に、レナパーティは飲み物を噎せたりポップコーンを跳ねさせたりと大変だった。


──参加者の控え室。


キラの言葉を脳内に送られてしまったオズワルドが小さく噴き出してしまって、緊張が解けた。


「おうおう小さい兄ちゃん、えらく余裕そうじゃないかァ？」


「そう？　戦闘開始前に爆発したらペナルティで参加資格没収、罰金１０００リル、試験官による取り抑えで牢屋に一週間。だから今は落ち着いてストレッチでもしておくしかないよな」


「あ、ああ……」


オズワルドは自然に牽制すると、部屋の隅で屈伸をして、足の筋を伸ばし始めた。


他の参加者も気持ちを改めて、荒ぶっていた戦闘意欲をギリギリ鎮めて、準備運動を始めた。


「魔王の息子が参加してるんだってさ……」


「どこだろ？」


「でも出家したらしいじゃん」


さっそく告知が行き届いているようで、オズワルドは宰相の手腕に感心した。


そして自分が意識していたよりもはるかに、自分の存在なんて認知されていなかったこと、見ている世界はとても狭かったのだということを思い知って、良かったようなムズムズするような。


先ほどよりも入念に、グイーッと足の筋を伸ばした。


「おいおい兄ちゃん。それはやり過ぎだ、お前くらいの年齢ならな、このくらいでいい」


「そうなのか？　ありがと。……こーいうの職業にしてんの？」


「ああ。冒険者ギルドのすぐ近くで魔物整体をやっているんだが荒くれ者ばかりで敵わねぇ」


そう言ってガハガハ笑うのは筋骨隆々のサイクロプスなので、そんじょそこらの魔物には負けそうにもない。しかし見た目によらず親切で、堅実な職業に就いている。趣味だそう。


「いつも難癖をつけてくる冒険者どもをまとめてラリアットしてやるつもりだ！」


「そっか。武闘大会、いいもんだな」


「おうともよ！」


兄ちゃんも頑張ろうぜ、というサイクロプスとしばらく話し込んでしまった。


戦闘が始まる知らせの、二重ファンファーレが鳴り響くと、二人とも闘気を尖らせる。


参加したからには、魔王の座を取りにいくつもりで真剣に戦うのが礼儀だ。チラリと目を合わせた二人は、獰猛に睨み合って別れた。口元はにいっと笑みの形になる。


コロシアムの複数の扉を、参加者がくぐって会場へ。


わあああっと歓声が響く。


「オズくーん！　がんばれー！」


レナも声援を送る。その声をばっちり聞き分けたらしいオズワルドの獣耳がヒクヒクと動いて、腰の後ろあたりで小さく手を振ってくれた。レナはその反応が嬉しくて悶絶した。


「いやー調教したかいがありましたねぇ。後輩の顔になってきたじゃありませんか」


「主人から引き離して寂しさを分からせるってモスラの手段、えげつなくてさすがだったよ」


「あなたももし素直じゃなくなったら同じ刑に処します」


「心配ないでーす」


モスラとルーカが軽口を叩きながら、幼い先輩の世話を焼いている。


口元を拭いたり、新しい飲み物を注いだり、サンドイッチの隙間からこぼれた野菜を拾って処理したり。大人って忙しいのだ。コロシアムを夢中で観戦しているレナへの労りとなった。


そしてレナのお腹もグーと鳴ったので、手付かずだったポップコーンをつまんでレナの口に、左右から入れ込んた。


▽レナは頬が膨らみ　ハムスターみたいになってしまった。


タイミング悪く主人を見てしまったオズワルドが「ぐっふ」と噴き出しかけて、口を押さえて堪えている。


（主さんたちはなんでああもマイペースなんだろ……）


自分のペースとはなんだろう？　とオズワルドは考える。


理屈で考えているうちには答えが出なかったけど、戦闘開始の音と同時に本能に頭を切り替えると、驚くほどあっさりと答えが導かれた。


戦え。勝て。勝て。勝て。そのペースがオズワルドの成長速度である。


オズワルドは風のように駆けた。Ｍ風の子服が風圧を吸収し、伸びやかに歩が進む。


コロシアムの中は魔物がひしめく大乱闘状態だ。


オズワルドの前にサイクロプスが立ち塞がった。身長四メートルの青い体。一つ目が、ギョロリと見開かれた。他の魔物に嚙みついたのであろう口元に、紫の体液が付着している。はっはっ、と短く吐かれる息は興奮をあらわにしていた。


「兄ちゃん、やりあおうぜ！」


「全力出すって決めてるから期待していいよ」


▽オズワルドが　消えた。


獣型に戻り、その駿足を活かして、サイクロプスの死角まで走ったのだ。


「ウオッ!?……ふん！」


サイクロプスが床を拳で粉砕する。強化魔法がかけられているのにヒビが入り、大きな石片をゴロゴロと転がした。小さな者は自分にとって厄介であることを、このサイクロプスは分かっている。


相手にとって不足なし。


序盤から強いチームに組み込まれたことをオズワルドは喜んだ。吠える。


『スキル［重力操作］！』


石片が浮かび上がった。


戦いにくさに叫ぶ魔物もいれば、その石片を足場にして形勢逆転を狙った小人もいる。


『黒魔法［シャドウ・ナイフ］』


石片の中にさらに脅威が含められた。


オズワルドが吠えると、それらがバラバラに動いて魔物たちを次々に倒していく。


「そんなにたくさんのものを一度に制御できるのか!?　しかも自分には当たらないように、そして走り続けている……だとぉ！　やるなぁ！」


サイクロプスは腕をクロスさせて自分の顔を守りながら、ギョロリとした目を必死に動かして、周りを索敵する。なんと１００体いた参加者の半分以上がもう倒れて動けない状態であった。影に飲み込まれて退場、今頃は医務室に運ばれていることだろう。


オズワルドの残像を見つけた。ということは……その進行先に拳をブチ込む！


強者とみて、容赦のない一撃を叩きつけたつもりだった。


手応えはなく、オズワルドが腕に乗っかった軽い感触だけがある。柔らかな肉球。幼い魔物のポテンシャルに驚愕した瞬間、０・１秒、オズワルドは炎を纏った。


『炎魔法［オーバーフレイム］！』


煌々と赤く燃える火球が丸ごと、顔面に突っ込んできた。


目を守るために瞼を下ろしたサイクロプスに、重力制御で重くした頭突きをかました。


巨体がずううんと倒れると、その下で暗躍していた小人三体をも押し潰した。


▽まとめて四体、強敵を倒した！


オズワルドへの歓声が叫ばれる中、いたって冷静に素早くその場を離れた。


（俺のペースは、相手をしっかり見定めて、手数で勝つこと。そうだったのか……）


かつては魔王ドグマに憧れて、炎魔法の力でごり押しばかりをしていたのが相応しくなかったと、今だからやっと冷静に考えられる。あの頃は、どうして自分はこんなにもできないんだろうと悔し涙を呑んではがむしゃらに大きな魔法を使おうとしていた。


自分にできることを、したいことのために、考えて使うことだ。


（それが大切だったんだ。教えてくれて、ありがと）


オズワルドはサイクロプスに会釈をした。


そしてこの戦闘が終わったら、レナにも同じように伝えようと決めた。


戦闘の最中に気を抜かないほうがいいと知っている。これまでの父との訓練で、たくさんそのような経験をしたから。負け続けだったけれど。


その油断のなさが、戦闘を勝利に導いた。


「第一ブロック、勝者、ブラックドッグのオズワルド！」


わあああ！　会場が沸いた時、誰よりも愛のある声援を送っていたのは、やはり主人のレナであった。「えらーい！」と弾んだ声で。


魔王ならこう反応していただろう。


「当然である！」


と……レナの後ろで仁王立ちをして大声で言っている。有言実行。言ってなくても実行。


▽魔王ドグマが　現れた！


「なな、なにしてるんですか!?　魔王様、その後に〝できると思っていたからな、えらい!!〟をつけるんですよ！　さあ！」


「お、おお……いいだろう。我の本心であるため発言に問題ない。できると思ってた通りだ！」


「アレンジ下手！」


「容赦がないな、魔物使いレナよ……」


あの魔王が圧倒されているなんて。オズワルドは愕然としたし、魔王がわざわざ見にきていたことには胸が熱くなったし。魔王のくせにレナくらい目を輝かせて、オズワルドを見ているし。


いろんなものがこみ上げてきて、オズワルドは、丁寧な感謝の言葉だとかも吹っ飛んでしまった。頭が真っ白になってしまって。


ヒト型になると、腕を高く上げた。


握られた拳には生傷がついていて、まさに戦士の証だ。


獣ならば感謝の表現もこれでいい。レナには、あとで撫で回すのを許容すればお礼にもなるだろう。口元はちょっと、今は何を言っていいか分からないから別の進み方で。


「「ヒューヒューオズー！」」


「「やったね！」」


「おめでと〜」


大はしゃぎの先輩従魔たち。レナはそっと手を組んで祈るように言った。


「本当におめでとう」


その声はオズワルドの脳にビビビと刺激を与えて、ぶわっと尻尾が膨らんだ。ぶんぶん振ってしまわないように、オズワルドは根元を押さえた。


オズワルドが観戦席にやってくる。


その顔はむすっとしていて、眉はぎゅっと顰められていて、でも誇らしげににいっと口元を笑みにしている。小さな犬歯が光る。


「頑張った従魔はたくさん褒めたい！」


レナが手を広げると、オズワルドは素直に近づいて、主人の手のひらをそっと受け入れたのだった。


▽オズワルドが　実力を見せつけた。


▽今度は　先輩たちの番だ。


「「「「いいなー！」」」」


「ふふ。じゃ、これからの試合を頑張ったらたくさん撫でてあげようね」


「「「「よっしゃー！」」」」


不参加のリリーは先に撫でられている。適材適所。レナの膝の上にいるポジションを選んだのはお得だった。むぐぐ〜と参加従魔たちは耐える。


戦いに勝ってから撫でられるのはまた格別だから！　とやる気をめらめら燃やす。


「ご褒美型の教育っていいものですよ？　魔王様」


レナが魔王を仰ぎ見た。


「む？　これもまた良き訓練であるな！　ふはははははは」


「教育！　なんです！　そこんところニュアンスが大事です」


「どう違うのだ……まるで分からん」


魔王がレナから教育論を聞いている。獣に無理に共感をさせようとするのではなく「このような表現パターンもあるのだ」という多様性を説いて、歩み寄らせようとしている。


スマホがプルプルと振動した。感動に震えているのだ。


＜マスター……世渡り上手になりましたねぇ＞


「分かる」


「分かります」


ルーカとモスラが感慨深く頷いた。


草原でぴいぴい泣いて、鞭を足に絡ませて転けて、膝を擦りむいてはまた泣いて、追ってくる悪党の顔を見ることもできずにひたすら逃げたレナが、よくぞここまでたくましくなってくれたものである。


これからもきっとレナは成長していく。


従魔たちと一緒に。


従魔は主人の力だから。


そして主人がきちんと愛してくれたなら、どこまでだって強くなるはずだから。


その幸運な［レアクラスチェンジ体質］をめいっぱい使って、きっといつか──伝説に。


二人はそのような未来を思い描いて、共感しながら頷いた。


モスラがペンを取り出す。


「何か書くの？」


「読みますか？　赤の聖典・レナ女王様の伝説、の執筆。最近の趣味なんですよね」


「会えないさみしさをそんな風に昇華してたのか……。うん、読む」


＜私はデジタルデータベースに入力していきますね！＞


「……何してるの？」


レナが二人と一体を覗き込んだ。


三名が目を合わせる。にこーっと笑顔になった。


「「善行」」


「嘘だ。その表情は嘘をついてる顔だぁ。ご主人様には分かるんだからね!?　あ、ほら今どきっとしたでしょ！　魂が震えたもん！」


「これほど理解して頂けること、たまらなく愛されていますよね。ああ！　私、従属の道を選んで本当に良かったと思っていますよ。離れている間に寂しさは募りますが、それも生きる道のエッセンスだと思えば」


「だいぶキてるね。ところでその新作物語、布教に使ってもいい？」


「生半可な布教をしたら許しませんよ」


モスラはルーカに手帳を渡した。その一冊にびっしりと物語が綴られていて、話している間にも絶え間なく手が動いている。


「もちろん。僕は［赤の宣教師］だからね。時と場合により、赤の女王様について正しく説くプロだから」


「ほらやっぱりそんな話し合いしてるーー！　どうして今、その流れになったんですか!?」


レナが指をビシリと、ルーカたちに突きつけた。


その様子を正面からスマホのカメラが撮影していることに気づいて、ハッとする。もう遅い。ナイスアングル頂きました。カメラの前で、ルーカとモスラがキメ顔になる。


「レナがとても成長したことを振り返っていたからさ」


「貴女はこの度、初めて魔物から従属を請われました。また立派になられた。その瞬間を記録しておかなくては世界の損失です。歴史です。赤の女王様の伝説なのです」


モスラの物言いにだんだんと熱が入ってくる。


たまに爆発する主人愛、これはもはや持病と言っていいだろう。


もともと戦いの熱に浮かれていた従魔たちみんなが、腕をぐっと上げる！


▽うおおおおおおーーー!!


こうなったらもう止められないのは知っている。


レナはがっくり項垂れた。従魔のクセが強すぎる。でもやはり従魔がいきいきしていて元気だとなによりも嬉しくて、小さく苦笑した。


「はいはい……。各自で加減をしながら、えーと、私のことを応援してね？」


「おまかせ下さい」


そんなことを騒いでいる間にも、ルーカが結界をバッチリ張っている。最上級魔法［光の聖結界サンクチュアリ］を無詠唱でやってのけた。


理解ができていない魔王が壁をガンガン拳で叩いて、キョトンとしている。


おおきく振りかぶって、全力パンチの構えになったので、護衛たちが慌てて止めにきた。


ふふ、と妖しく笑ったルーカがこのタイミングで結界を解いた。


「あー危なかった。こわかった。貸し一イチですね」


「む!?」


「いたいけな一観戦者に拳を向けてはいけません。内緒にしておきますから、ね？　貸し一」


見た目だけは可愛らしい者揃いのレナパーティ（しかも私服の少年少女幼児たち含む）にそんなことを言われたら、分が悪すぎる。


魔王国側は貸しの要求をのみ、午後の部の観戦を特等席に案内してくれた。


「わーーい！」


「フェアじゃない、と仰るのかと思いましたけれど……」


レナの近くには、宰相が座っている。


ここは本来であれば要人などが座る、最も眺めのいい席なのだ。ただし要人が座らなければ一般開放されるので、他のお客からは「いいなあ」という視線で眺められるだけである。


「周りからの羨みの視線も気になるのでは御座いませんか？」


「なんの。従魔たちの活躍をしっかり見られるのであれば、ギリギリアウトであろうともありがたく乗っからせていただきます！　注目は慣れっこですし」


「いつも正しくお行儀よくあろうとしているわけではないのですね」


「そんなんじゃ冒険者は務まらないです。でしょう？」


レナはイタズラっぽく言うと、コロシアムに視線を戻した。


（価値観が甘ったれた少女だと誤解していた）


宰相は心の中でレナにそっと謝り、評価を上方修正した。覚悟をもって旅生活を送っているのだ。自立した生活力があるのは好ましい。


レナたちの真正面から、出場者が入場してくる。


今回はなんと、クレハとイズミ、シュシュが同時参戦。


小さな体をぴょんぴょんと跳ねさせて、可愛い！　けれど強くはなさそう……というのが一般人の感想。


この魔物たちは強い……と戦う前から察しているのは、Ｓランク冒険者。


どんな戦い方するんだろう？　とオズワルドは、金眼を見開いて先輩従魔たちを眺めた。その表情は真剣で、もう先輩たちを侮ってはいなかった。


試合開始のファンファーレが鳴る。


▽クレハ・イズミ・シュシュの　戦闘開始！


「「ぱふぱふ〜！」」


二人はおちゃらけた声を出すと、手を組み合わせて、合体しながらスライム姿になった。


▽大きな紫スライムが　現れた！


うすーくうすーく拡がって伸びて、床全体を薄紫色にしてしまう。


「わっなんだ？」


「足がくすぐられっ、はあっ!?　ウヒャヒャ」


ほとんどの魔人族は魔物の姿に戻っており、靴なんて履いていない。敏感な足の裏をヌルリとスライムボディに刺激され、くすぐられると、思ったようには動けない。波打つ地面に酔ってしまって、青くなった者もいる。まずはスライムをなんとかしようと攻撃するも、防御力が高く、ギフトは［全状態異常耐性］しかも【☆４】のスライムが二体合体しているのだ。おそるべき耐久を持っている。


毒攻撃をされたクレハとイズミは、その毒をスライムボディの泡に封じ込めて、他の魔物にぶっかけるなどという実にえげつない戦法をとった。


「そんなのありかよおぉ……」


魔物たちがぐったりしながら次々にリタイアしていく。


唯一有利だったのは、もともと翼を持つ鳥人などだ。ハーピィやコウモリ。


それから魔物たちを足蹴にして宙を駆ける、一体のウサギがいた。シュシュを発見した時にはすでに残像で、［暗躍］と［スピン・キック］をうまく使って、どんどん魔物を撃ち落とし、地面に這いつくばらせた。


その魔物たちはスライムボディの餌食になるのだ。


「ふうん……同じパーティの子だっけ。連携ってわけ？」


オーガのお姉さんが地面をギュリっとブーツで踏みつける。この戦況を素早く把握して、素足で戦うことを諦めて、ブーツでの戦闘に切り替えたのだ。この判断ができるあたりが、Ｓランク冒険者である。


クレハとイズミも特に警戒していて、このオーガの周りにはあえて近寄っていない。


「先に雑魚どもを片付けてくれて助かったねェ。空に逃げてばかりの奴は腰抜けばかり」


「んだとぉ!?」


チンピラデビルが空から降下してきて、オーガを襲った。


あっけなく拳一撃で、オーガが勝った。


「さて、あたしがわざわざ挑発をしたんだから、他の奴らも降りてきてくれないかい？　戦うためにここにいるんだろう」


鳥人などは躊躇している。オーガの闘気が尋常ではなく、できれば誰かと相打ちになってくれないかと後ろ向きなことを考えてしまったからだ。怖がったハーピィが審判に棄権を申し入れた。


『［衝撃覇］ァァ！』


「ぐあっ!?」


鳥人たちが撃ち落とされていく。シュシュが蹴りのモーションで攻撃を飛ばして、遠距離戦を可能にしたのだ。そのような珍しいスキル。


鳥人たちがぎゃあぎゃあ騒いで鳥の羽根を散らし、オーガは「ほー」と感心しながら天を仰いだ。


宙に逃げたものはいなくなった。


あとはシュシュとオーガ、スライムのみ。


「「棄権でー」」


クレハとイズミがいたいけな子どもの姿に戻り、審判に申し入れた。


あのような子どもが奮闘していたことに改めて感動した観客たちは拍手を送った。


「ねぇ子ウサギちゃん。あの子たちみたいに逃げなくてもいいのかい？　今なら、拍手で見送ってもらえるだろうよ」


シュシュは柔らかい桃色毛並みの子ウサギの姿で、ポツンとコロシアムに佇んでいる。


後ろ足で立ち上がると、小さな腕をファイティングポーズ。


くいくいっ！　と挑発した。


「やってくれるね。容赦しないよ！　うおおおおおお！」


『［駆け足］［暗躍］［スピン・キック］ぅぅ！』


オーガの振り回した棍棒の影に潜んだシュシュは、そのまま姿を消して、死角からキックをぶち込んだ。膝の裏に。カックン！　とバランスを崩したそのお尻に、また［スピン・キック］［スピン・キック］［スピン・キック］！


「しょ、勝者・羽根飛ビウサギ！」


おおおおお〜！　とドッと歓声が上がった。大どんでん返しである。


オーガはピクピクと痙攣しながら、お尻を上に突き出した姿勢で、地面につっぷしている。


「や、やってくれたね……！」


『ちっぽけなウサギでも手数で勝つことができる。絶対勝ちたいのか？　正面から戦いたいのか？　シュシュは今、選ぶことができた。そしてクレハとイズミ先輩は、シュシュに勝負を譲ってくれたからなんとしても勝ちたかったの！　ちょこまかと生きる日影のものの根性、証明できてよかった！　押忍!!』


シュシュがふわふわの拳をちんまりと上に掲げた。オーガはその拳に、コツンと指先を合わせた。


▽漢女オトメの　熱い友情が　生まれた！


▽戦いを終えたシュシュが　ヒト型に戻ると　オーガは愕然とした。


▽可愛いもの好きのオーガに　クリーンヒット！


▽ユニコーンパフェカフェに　誘われた。


シュシュとクレハとイズミが、レナの元に走りこんでくる。


「「レーナー！　褒めて♡」」


「自分たちの力をどう活かしたら倒せるか、よく考えられていたよ。それから私が狩りの時に指示する作戦を応用していたよね。嬉しかった」


クレハとイズミがくねくね照れ照れした。ぽわわんとあたたかい、スライムボディは38度。


「ご主人様……！」


「シュシュ〜えらかったねー！　オーガさんが棍棒持ち出した時にはヒヤヒヤしたけど……いざとなったら審判の防御結界があるとはいえ、よく挑んだね。怖くなかった？」


「シュシュがご主人様の従魔でいられなくなることの方が怖いもん！」


「ん？　それは」


「大丈夫、絶対に見捨てられないって知ってるの。でもねでもね、シュシュにだって従魔としての矜持があるからっ」


そっか、とレナはシュシュを抱きしめて、めいっぱい愛でた。


レナに抱っこされながら、むふーっと満足げな鼻息を吐いたシュシュ。肩越しにオズワルドを見て、ニンマリする。


「どうだったー？」


「すごかったと思う……」


オズワルドは素直に答えた。


あんな戦い方を見せつけられるとは予想外もいいところだった。それぞれの攻撃の威力だって高くて、シュシュはあの小さな足でも中級魔物を蹴り一撃で沈めていたし、スライムボディの自由自在さも驚異的だった。あとで聞いたら、核となる宝石は地面の奥深くに埋めて避難させていたとか。


そして、試合を後輩に譲ったことにも驚いた。


「クレハと、イズミ……」


「「なーにー？　先輩がなんでも答えちゃるよっ」」


「シュシュに譲ってたけど……自分たちの勝利はよかったのか？」


「うん。我らがやってみたかったのは武闘大会でいろんな魔物を味見してみることだし？」


「後輩が大活躍するに違いないね！　って思ったら、もういいやーって気持ちになったから」


「「いーの！」」


そっか、とオズワルドが頷いた。


感慨深く、空を眺める。


「いろんな世界があるんだなぁ……」


コロシアムの客席にはたくさんの魔物が溢れている。そのそれぞれに生き方がある。


立ち上がった気配があり、隣の宰相を見上げた。朱色の髪を今日も几帳面に結い、貴族服をピシリと着こなしている。戦闘用装備の者が多い中で、いつ何時でも宰相はこのスタイルである。


「魔王様が別のスタジアムからここに駆けつけようとしています。捕縛してそのまま王宮に連れ帰りますので、レナパーティの皆様におかれましては気をつけてお帰り下さいませ」


「はい、ありがとうございます。サディス宰相もお気をつけて。お疲れ様です」


「これを」


レナが宰相から、朱色の小さな笛がついたネックレスをもらった。


▽朱蜘蛛の呼び笛を　手に入れた！


「いいいいんですか!?」


「この武闘大会に紛れてさまざまな者がやってきています。トラブルに巻き込まれた時にはすぐさまお呼び下さいませ。ラビリンスで呼び笛を使いこなした貴方であれば、必要な時に、上手く活用できるでしょう。そう判断致しました。あくまで後ろ盾の範囲内です」


最後にツンと突き放してみせたが、渡したものがもうすでに盛大なデレデレ贔屓である。


護衛と相談して「大きなトラブルは、レナパーティが幸運の反動で引き寄せるに違いない」と判断したなど裏事情はあるのだが、それにしたって破格の申し出。


宰相は会釈をすると、王宮の業務に戻った。


このような方法もあるのだ、とオズワルドは以前よりももっと新鮮な目で宰相を見送った。


▽ユニコーンパフェカフェで　打ち上げ。


▽夢可愛いパステルカラーのマカロン、生クリーム、シュガーコーンを堪能した！


▽途中　ごつい男たちの襲撃に遭った。


▽オーガお姉さんが　一掃してくれた。


一日の最後には、もっふもふの白金羊毛ベッドで眠る。今日もきっといい日だった、そんな気持ちにさせてくれる。


『おやすみ〜。スキル［快眠］［周辺効果］〜』


明日はハマルの戦闘日だ。






結論から言うとめちゃくちゃ早かった。


ハマルは戦闘開始早々に、二十メートル級に巨大化。そして［ドラゴンキラー］称号をセット。


会場に唯一いた白竜を追いかけ回し、そのついでに他の魔物がもふもふもふもふと毛皮にからまり転がされた。的としては大きいハマルに攻撃が集中したのだが［頑丈］［鈍感］スキルとギフトの合わせ技によりほとんどダメージを受けない。そして接近したら転がされる。どうやったって勝ち目がないと思った参加者が次々にリタイアした。


最後は白竜にゴン!!　と頭突き！　結界の内壁までぶっ飛ばして、白竜がバランスを崩した時に［快眠］……無抵抗のまま床に叩きつけることに成功した。


シーン……と静まりかえるコロシアム。


空気を読まない魔王の高笑いが響いた。


「ふははははははは!!　このような戦い方、なるほど面白い！」


「勝者、夢喰いヒツジ！」


審判が告げて、まばらに起こり始めた拍手がまたたくまに割れんばかりのエールとなった。


戻ってきたハマルを、レナが平手打ち。ピシーン。


相変わらずの「ご褒美」とやらにオズワルドがドン引きしている。


「それでこそ私の従魔よ！　オーッホッホッホ！」


「ひゃああレナ女王様、従えてぇーー！」


この小芝居をしてあげるために、レナはわざわざ称号をセットして、派手な赤のドレスまで着ていたのである。あまりの尽くしように、オズワルドはそっと涙したくらいだ。きっと内心のレナも恥ずかしさのあまり涙目に違いない。そしてそれ以上に従魔の勝利を喜んでいるのだろう。


高笑いのキーがいつもより高い。


そんなしょうもないことを獣耳は聞き分けてしまい、不謹慎と思いながらもピクピクと笑いを堪えてしまった。


「ここは笑ってもいいとこだよ、オズワルド」


「お前はもうちょっと主さんを労われよルーカ……」


「昔っから、レナのこの女王様仕様には弱いんだよねぇ……ふふ！」


「共に楽しむ方法は色々ということですよ」


「物語形式にしたためるなモスラ」


「君、随分とレナパーティに馴染んできたよね」


「分かります」


「分かるな」


はあぁ、とため息を吐いてみせても、先輩二人はどこ吹く風で自由に今この時を楽しんでいる。


オズワルドはどうするのかというと、指先をパチンと鳴らして、


「うわっ、なんだあれ!?」


「空で火の爆発が起こったぞ!?」


「きれいだなー」


別のインパクトを生み出して、レナたちが存分に戯れられるように目を逸らさせてあげた。


使ったのはスキル［リトル・ボム］。スマホで鑑賞した花火とやらを参考に、魔力の練り方をアレンジしてみたのだ。上手くいってよかった、と呟く。


レナがハマルのふくふくした頬をつねりながら、懐かしそうに空を見上げていたのが印象的だった。






三日目ともなれば支度も手馴れたもの。


朝は少し寝坊したけど、ささっと着替えて開場時間には間に合ってみせた。


今日はルーカの試合。服装に迷っていたけれど慣れた戦闘スタイルを選んだ。いわくのある青ローブに、いわくのある魔剣、髪は束ねて、シャツにスラックス、使い込まれた皮のブーツ。


どうしてそんな格好をするのか？　と考える余裕がこの日のオズワルドにはあった。


だけど訊ねない。どこか意を決したようなルーカの表情は、何かを乗り越えようとしているみたいだと思ったから。それは、応援したい気持ちになった。


「良い試合になるといいな」


「良い試合？　そうだなぁ……勝つか負けるか、まだ迷ってるんだけど。メンバーも当日発表だから僕がそもそも敵わない相手かもしれないけど、でも、自分の全力を試せるといいのかなとも思う？」


「ぐだぐだ」


「その時の運命があるだろう」


ルーカは「よし」と魔剣を掴んで進んだ。何かしてほしいことはある？　と訊ねたレナに振り返って、これがあるから大丈夫、と首のチョーカーを指差して笑ってみせた。


ヒト族であったルーカが、従魔となるきっかけの［従属の首輪］。


それこそいわくつきの魔法アイテムなのだが、今となってはルーカの大事な絆だ。


「関係が変わることは不思議だと思うよね。いや、関係を見る目っていうのかな」


「？」


オズワルドは首を傾げたが、レナたちは理解したようで、いっそう大きくブンブンと手を振った。


コロシアムにメンバーが揃った。


二つ首の獣オルトロスに、人など丸呑みしそうな大蛇、翼から毒を発する悪魔、全身トゲトゲのオオヤマアラシに、岩が意思を持ったようなタイタンゴーレム。


「はあ？　いくらなんでも強敵過ぎじゃないか!?　メンバーは抽選のはずだろ。悪意を感じる。ちょっと役員に文句言ってくる……！」


「落ち着いてオズくん。あのねルーカさん、運が悪いから……」


「運が？」


「そう。もともとひどい悪運持ちでね、幸運な私かシュシュが側にいないと、こうなるの」


「生き辛そう……」


「そうだよね。しっかりネガティブになっちゃって。笑ってもらうまでが大変だったなぁ。ルーカさんは器用裕福でなんでもできちゃう身体能力の反動なんだってー」


レナが苦笑いをした。


コロシアムからしっかり会話を聞いていたルーカがネコミミをピクピクさせながら、観客席を仰ぎ見ている。叫んだ。


「でも今は、生きるのが楽しーし、守りたいもの守れる力がある方が、いーの！」


「「きゃーっルカにゃーん！　全く可愛い後輩ねーっ！　頑張れー！」」


クレハとイズミが口のはしにソフトクリームをつけながら、声援を送った。


ルーカは注目の的になり、苦笑い。レナによく似た表情は従魔仲間への愛情がにじんでいる。


ここは勝ちにいかないと怪我をするし、それはレナが一番悲しむ、と勝つ方針を迷いなく決めた。


メンバーが豪華なので、観客はいつもより多い。席がなくて立って観ている者も大勢いて、コロシアムの外にまで行列ができていることだろう。


護衛の人数が増えた。不審者の人数はいつもより増えていることだろう。腐臭もする。


「戦闘開始！」


大型の魔物たちがそれぞれに素早く動いた。巨体なのにこのスピードは脅威！


成人ヒト族の体格のルーカなんて、まるで高速道路に生身で立っているくらい頼りなく見える。


しかしぶつかってきた魔物を、光の聖結界で弾き飛ばした。悪魔の翼は光魔法［浄化］で解毒する。その紫眼でしっかり索敵をすると、剣をスラリと抜き、弱点の一点突破！


正確に仕留めて、次へ。


いつの間にか強敵たちがどんどん倒れ臥ふしている。


なにが暗躍している？　と会場は試合に釘付けになった。


最後、ルーカがタイタンゴーレムに派手な攻撃を仕掛けたことで、ようやくその姿が認知されることになる。


「スキル［雷剣］──！」


バチバチィ！　と雷が轟いて、タイタンゴーレムの岩の体表を砕いた。


勝利は誰の目にも明らかだった。


ルーカが誇らしげに、剣を掲げる。


「勝者、ネコミミヒト族のルーカティアス！」


ネコミミ？　ヒト族？　でも魔王国武闘大会に？　とざわざわ会場が騒いだが、レナパーティの歓声につられていつも通りの健全な大騒ぎに流れついた。


▽なんでもいいから踊ろうぜ！


ルーカが手を差し伸べると、タイタンゴーレムがギクシャクしながら立ち上がった。


岩のかけらがルーカに降り注ぐ。


「わっ!?　半獣人化……！」


下半身を猫獣人化させてスピードアップして避けた。猫の足は細身なのでズボンこそ破れなかったものの、ブーツは爪に切り裂かれて壊れてしまった。


「あーあ。締まらないなぁ」


ルーカはネコミミを揺らしながら、半獣人姿でレナパーティの元に帰っていく。


過去の自分はなんだか乗り越えてしまってサッパリしたし、新しい自分を受け入れてくれる居場所もある。（本当に、現状に不満がないんだよね）と、お昼のタマゴサンドをほおばりながら、まったりとしたひと時を過ごした。


遅れて、魔王が到着する。


「むう!?　もう試合が終わっているではないか！　あのメンバーであれば長引くと踏んで他所に先に挨拶に行っていたのだが……むうう！」


「見逃してしまって悔しいらしいよ」


「オズくん解説ありがとうね。魔王様、挨拶回りのお仕事おつかれさまです」


「うむ!! !!」


▽魔王は機嫌を直した。


▽扱い方をしっかり把握したレナであった。


気を取り直した魔王は、会場の審判などにいたわりの言葉をかけたりなど動き回り、警備員と話しこんで眉根を寄せた。口元はぐいっと上むきに曲がり、今にも矢が飛ぶ前の弓みたいだ。


「いいことあったのかな……？」


「いや、あれはあんまり機嫌が良くない時の笑い方だ……」


「オズくん、さすがすぎる」


おおー、と仲間に見られたオズワルドは、頬をかいた。


「ちょっと、魔王ドグマが暴走するかもしれない。でもまあ俺たちには関係ないよ。あっ、無視とかそーいうのとは違って……被害を及ぼさないってこと。魔王は国民を守るもんだし、獣の本能としても長が群れを守るのは当然のことだから。発散で、狩りとかしに行くのかもしれないな」


「いざとなれば朱蜘蛛の呼び笛もあるしね」


「宰相を恐れなくなったなぁ……」


「慣れ、大事」


うんうん、と仲良く頷くレナパーティには、修羅場を撥ね除けてきたゆえの貫禄がある。これまでなんども、ハマルの突進で撥ねたり、レナの機転で退けてきたものだ。


少し昔話をしながらランチを完食した。


紅茶を飲んでいるとき、打ち合わせを終えた魔王がぐるりと振り向いた。ぐわっと口が開いて、大きな声が会場に轟く。


「大勝したようだな、ネコミミヒト族よ!!　大型魔物にもひるまず攻めたそうではないか。いずれ我に勝つ日も来るのかもしれんなぁ!?　戦うのが楽しみだ！　ふはははははははは！」


▽ルーカは　注目を浴びた！


▽げほごほと噎せた。


「勘弁して……」


「ごめん」


「オズワルドが謝らなくてもいいけど……。この注目さえなんとかしてくれるならね。助けて？」


ここぞとルーカが頼むと、オズワルドは素直に頷いた。


「スキル［リトル・ボム］」


「「たーーまやーー！」」


会場の空に花火が弾けた。やんややんやと叫ばれた声に、そういうものか？　なんだか楽しそうだから乗っかれ！　と納得した魔人族たちが「たまや」を合唱した。オズワルドの魔力が元になっているし、日本の花火を作る「玉屋」は関係ないのだが、概念ということで。


空に注目が集まった隙に、ルーカは金色子猫の姿になって隠れる。レナが抱いて、赤マントの下に隠してあげた。


▽レナパーティは　帰還した。


▽不審者は　護衛が一掃した。






従魔たちの試合は無事に終わった。


あとはのんびり過ごすのみとなった。


翌朝、たっぷりと寝坊して、だらだらと思い思いに朝食をつまむ。モスラが持ってきた茶葉コレクションを披露してくれて、オレンジ・ストロベリー・ラベンダー・ローズマリー・レモングラスなど華やかな香りが混ざった。


ビスケットをかじって、スティック野菜をパリパリと食べて、欲しければ飴を口の中で転がす。


シルクのベッドに寝転んで、素足で心地よさを感じながら、スマホで試合録画を見たりする。ウィンドウを宙に展開しているうえに、音響も見事なので、小さな映画館のようだ。


「えへへへへ。頑張ってる従魔は尊いなぁ……ああっ、そこ、危ない！　ふう……」


「主さん、展開知ってるのに忙しすぎるだろ」


「「そんな感情豊かなレナが好きさ♡」」


「またそーやって甘やかす。ほら主さん泣いちゃったじゃん……いやむしろ泣かせにいって？」


「「ふっふっふぅ♪」」


「ちょ、そこ気になる。方針教えて……」


「ぶっちゃけフィーリングよな。泣かせてみたい時と笑わせたい時があってー」


「感動を抑えてる時は、泣かせたいしー。辛い時には笑わせたいって感じー？」


「なるほど」


オズワルドは今までと違った、尊敬をにじませた目でクレハとイズミを見た。


まさかそんな深い意味があったなんて！　口の端にビスケットの粉をつけていようが、包装紙まで溶かして食べてしまう悪喰スライムであろうが、先輩従魔はやっぱり頼もしいのだ。


▽試合動画を観終わった。


▽ヘビーローテーション。


さすがにレナの観戦態度にも余裕が出てきて、この時こうすればと戦法を練ることもできる。


「観客席、こうやってみるとマナー違反の人も多かったんだねぇ。たまに、仲間を応援しようとしすぎて援助魔法かけようとしてる人もいる？」


「試合への手出しは違反。だからやろうとした時点で、警備員がつまみ出してる」


「お疲れ様だね。って、私たちの周り、観客が時々消え去ってる……不審者多かったのかな？」


「護衛の人が仕事してくれてよかったよね。試合に集中してると気づかないものだから」


「ほんとお世話になってます」


レナがぺこりと頭を下げた。その先では、お供えよろしくテーブルにハーブティーとクッキーが置かれていて（食べろってことですね）と理解した護衛がテーブルに着いていた。レナたちの納得がありレア技能を観察させてもらえるなら一理あると判断したのだ。ウィンドウを眺めながら、おそろしいほどの精密映像による記録に呆れてしまった。拡大縮小、停止、遅まきに早送り、と知れば知るほどに（やばい）（魔道具開発部が泣きますよ!?）と驚きが深まっていく。


のんびりとした日々を送ること、数日。


レナパーティの顔が日に日にゆるむ。


コロシアムでの試合を観に行って、帰りに商店街で食材を買って、みんなでキッチンで料理するのが定番の過ごし方になっていた。今の時期は国民が観戦にかまけるので開いている店は限られていて、縁があった店員とは顔見知りになりいつもサービスを受け取ったりと満喫している。


「ブレスレットを買いに行くという目的は、予選が落ち着いてからがいいでしょう」


すっかり一緒に食事することに慣れた護衛たちがそう言うので、レナたちは今日も、食用花入りパンナコッタとマスカットティーのおやつに舌鼓を打ってのんびりと過ごすのであった。


──二週間経過した。


「半分終わったんだよね、予選の試合」


「そう言える。魔人族には参加権利があるとはいえ、激しい戦いを見て、リタイアするやつも多いから。七割リタイアするよ。後半になって参加者の戦いぶりが見えてくるほど、顕著」


「街も静かになったねぇ」


「試合応援で体力を使い果たして、みんな寝てるんだよ」


がらんとした街をレナたちが歩く。時折、コロシアムがある方からは盛大な歓声が上がっている。街並みそのものをゆっくり見られるのも今だけだから、と満喫することにした。


石畳の色が変わっているところで、けんけんぱ。街並みと従魔の記念撮影。まるで吟遊詩人のように歌を口ずさんだりもした。


平和だ。


レナは魔王国が好きになった。


この先ももしも平和であってくれるなら、ここに住むのもいいかも知れないな、と思ったくらいだ。


ヒト型の従魔たちが気兼ねなく、走り回って遊ぶことができる。危険があれば相談する先もある。オズワルドが自分のやりたいことを見つけた時に、父に報告できる環境も魅力的だと考える。


「主さん？」


「ん？」


「視線を感じたから……」


「いーーれて！」


レナがぴょんと踏み出した。赤のマントがひらりと翻り、街並みに浮かびあがって鮮やかだ。


転けかけた。支えてくれるたくさんの手がある。従魔に、護衛に、顔見知りの店員まで。


「あのさ、主さんが主軸なんだからな？」


「知ってる、けど、いーれてって気持ちになったんだもん」


「魔物の中にヒト族一人、みたいな？」


「それほど深く考えてないけど」


「おい」


オズワルドと談笑するレナを眺めている、先輩たちは複雑な心境だ。


（レナはラナシュにおいての一人だけの異世界人だから。いーれてって、気持ちかあ）


「「それ！」」


「「「捕まえた！」」」


従魔たちがレナにぎゅうっと抱きついてあげる。幼い背丈はレナの腰くらいまでしかなくて、どちらかといえばレナに捕まっているという表現が正しく、契約している事実としても後者が正しい。しかしレナが望むなら、一緒にいられるなら、言い回しはこれが良かったはずだ。


「ンフフフフ捕まっちゃったあ。うちの子たちが可愛すぎるからこれは捕まりにいくよね！」


手招きされたルーカとモスラは近くに寄って、団子状にまとまった仲間が倒れないように気を配る。そして明るく一言。


「「従えてー」」


「あはは！　うんうん」


ここでは、レナを笑顔にすることを選んだのだった。


クレハとイズミが、宝石のプリズムが弾けるようなウインクをした。






レナたちはあちこちを散策して、当初の目的通り観光をめいっぱい楽しんだ。うららかな昼下がりとはいえ、居眠りをしている売り子が目立った。


静かな帰路を、レナたちは戻った。


☆


魔王国の夜は静まり返っている。


お宿♡のベランダから外を眺めたオズワルドが、ぎゅっと眉根を険しく寄せている。喉から唸り声が漏れた。


「……こんなのさすがにおかしいって。静かすぎる」


「昨夜まではどんちゃん騒ぎだったからね。清掃部隊が現れて道路を綺麗にしてくれていたほど」


「酒の臭いナシ、怒鳴り声ナシ、笑い声ナシ、うるさい足音もナシ……そもそも外に誰も出てきてないとかさぁ」


「視てみるよ」


ルーカもやってきて、手に持っていた赤のマントをレナの肩にそっとかけた。


全戦力が揃ってるからって気を抜きすぎないこと、と暗に諭されたレナは、しょぼーんと反省した。従魔たちは穏やかに寄りそって慰める。


ルーカの紫眼が瞬く。


「みんな眠ってるようだ……」


「それは、俺たちでも分かるけど？」


「よく聞いててオズくん。ルーカさんは、それが危険だって判断したから言ったんじゃないかな」


「レナ正解。夜型の狼やコウモリに至るまで全て眠っているんだ。全国民が」


「ありえないだろ」


「床に転がっている者、机に伏せている者、ケーキに顔をつっこんで寝ている者まで。自然な睡眠とはとても言い難いよね。このお宿♡はさすがのセキュリティで全員起きていられる。ってことは守られていない外の被害、大規模な魔法での干渉が理由かなって判断できる」


「魔法遮断をこえてお宿♡内部を視てしまえるルーカの眼がやばいけど……」


そこはそれ、とルーカはかわす。


そして扉を指差した。指をピストルの形に、ばきゅん。軽やかに。


「デジャヴかな……」


吹き飛ぶように開けられる扉。


現れたでかいものを確認する前に、モスラが流れるように背負い投げをして部屋の隅に放った。


受け身をとったでかいもの、すなわち魔王は、にいいっと大口を開けて爆笑した。


「ふははははははは！   こんばんは」


そこはちゃんと挨拶をするんだ、とレナはずっこけた。


バネのように跳ね上がった魔王は、どどんと胸を叩いてからベランダにいたレナを手招きした。


「緊急事態だ」


「そうですよね、朱蜘蛛の呼び笛を使いますね……」


「まてまて」


「既にここにおります」


扉の影にスッと宰相が現れた。よくよく見ると護衛たちも勢ぞろいしている。


他ならぬ彼らがここに揃っているということは、レナたちの後ろ盾は使えない。しかし魔王は悪い思惑でやってきたわけではないと考えられるので、信用して話をしようとレナはため息を飲み込んだ。


こんな不気味な夜だ、魔王の騒がしささえも有り難い。


「街が静かすぎるとは思うだろう？  夢属性の魔法がかけられているようだ」


「そうなんですか……初めて知りました。……夢属性。私たちに会いに来た理由って？」


レナは、まさかハマルが疑われたのかと身構える。手のひらでそっと庇った。


「心配した!!」


「そ、そうでしたか……ありがとうございます」


「うむ！  それからこの事態を打開するために、レナパーティに協力してもらいたい。魔王国指名依頼、Ｓ級緊急ランククエストだ」


「はい!?  引き受けるかどうかは内容を聞いてからですっ」


とっさにこの言葉が出たレナはえらかった。しかしＤランク冒険者パーティとして緊急時の指名依頼を断ることはできない。このような指令は滅多に出されないものの、滞在都市の危機を救うために力を貸すことが冒険者ギルドメンバーとして義務付けられている。


「くうう」


「まずは内容、それは納得である。宰相よ」


「申し上げます」







Ｓ級緊急クエスト・悪夢の街を救え


「レナパーティに求めるものについて、我のサポートである！  デス・ケルベロスの姿になり焼却と咆哮を行うが、街中であるため全力を出してはいけない。我の手綱を握れ、魔物使いレナよ」


「手綱……」


「鍛えることとは真逆なのだから、お前にできるはずだ」


「と、いいますと……？」


レナの額に冷や汗が流れた。


魔王はレナの手をぐいっと引いて、自らの喉元に触らせた。レナの細い指の合間で、立派な喉仏がごりっと動いた。


「［仮契約］を使え」


「なんでそれを知って!?」


「オズワルドが魔物使いを望んだ際にいろいろと書庫で調べたのだ。そこに、魔物を８体所有した魔物使いは［仮契約］を覚えるとあってな」


「魔物使いがこれから覚えるスキルについて把握してるってことですか……？」


「いや、その魔物使いは８体で完結している。それ以上は分からん。珍しい職業であるため、なかなか全貌が明らかになっていないのだ」


素直に、分からないと話してしまった魔王のうしろで宰相がぐりぐりとこめかみを揉んでいる。ハッタリくらい使え、と苦言を呈したい心境なのだろう。レナも同じ動作をしたいくらいだ、こんなことを頼まれるなんて頭が痛いという方向だが。


魔王はぎょろりとレナを凝視してきた。


「明らかになっていない魔物使いのこれから、楽しみだなあ!!」


「……魔王ドグマ様の生き方って楽しそうですよねぇ」


「うむ！   生きるのは誠に楽しい。死ぬのもまた楽しみである、我が妻ツェルガガに会えるだろうからな。……それなのに、死んでなお現世に執着し、徘徊するばかりのアンデッドどもは好きになれん」


魔王は窓の外を睨み、ひくひくと鼻の頭にシワを寄せた。


「窓の外、暗闇の奥底が見えるか？   ただただ使役されて悪夢を撒き散らすだけのアンデッドどもの退屈さよ。そんなことのために現世に留まっていたわけではなかろうに……。怨念であろうとも、信念を手放すからこうなるのだ。もっと強く在れるはずだ」


「魔王様は、他者の強さを信じていらっしゃるんですね」


「うむ！」


どうりでいつも楽しそうな眼差しで他人を見ているものだ、とレナは納得した。魔王は相手が誰であれ態度を変えなくて、強者相手には試そうとする。それぞれが強くなれると、信じているから。


ただ己は折れた経験がないので、弱さを知らなさすぎるのが残念だけど。


▽レナは   魔王ドグマへ　好感を抱いた。


▽避けられないクエストなら  前向きにいきましょう。


▽わっしょい！！！！


ヤケクソである。


「サディス宰相。魔王様の中に仮従魔契約の痕跡が残ったり、不利益が残ったりしないんですか？  なにせ初めてスキルを使うので……」


「仮契約に関しては契約の名残が発生しません。国民は全員眠っておりますから、仮契約時の様子を見られることもない。作業が終わり次第すぐに契約解除して頂ければ、クエスト成功となります」


「負ける確率は……？」


「万に一つも御座いません」


鼻で笑うような吐息だった。サディス宰相も、暴れん坊魔王のことを心底信じているらしかった。それからレナのことも。


「従魔は、主人に想われているほど落ち着ける。であれば藤堂レナ様の素質は最適解です」


「あのー。魔王様、自分で落ち着くことはできないんですか？」


「連日の武闘大会、息子の参加、お前たちの戦い方を観てからというもの、気分が高揚してどうしようもないのだ！」


「遠足前のお子様ですかっ!?」


「ふはははははは、愉快愉快!!」


「だめだ本当にテンションが高い」


レナは宰相と目を合わせた。


（（さっさと始めるに限る））


お宿♡の一室で、［仮契約］が行われる。


守りを強めたために魔法ランプの光が薄暗くなった部屋で、レナの魔法陣は煌々と光った。


「私、藤堂レナは、デス・ケルベロスのドグマ様との［仮契約］を望みます」


「よし！」


▽魔王が  魔法陣をくぐった。


▽レナが  胸を押さえた。


頭の中ではレベルアップの音がリンリンリンリンとうるさく響いている。頭蓋骨が軋むようだ。


（このような強大な魔物を……従えたら……こうなるんだね!?  私のレベルを超えすぎてるって、ペナルティ、なのかなぁ。いたたたた！）


負荷に耐えて、深呼吸してから、レナは冷や汗をダラダラ垂らした顔を上げた。


「おい。大丈夫か？」


「んーと、喉が乾くような感覚もありますね。ルーカさん、この痛みの本質はどんなもんですか？」


「レベルアップでレナの体力の器がぐっと拡張されたのに対して、体力がもとのままだから、空きができちゃってるんだ。はいポーション」


レナは腰に手を当て、お風呂あがりスタイルでポーション一気飲み！  オラァ！


▽体力が   満たされた。


「ぽかぽかするし、頭が冴えてはっきり。……満たされるっていいなあ。あ、この状態使えるかも」


「使える主人か、ふははははは、頼もしいではないか！」


バシンとレナの背中に魔王の一撃。


しかし背中に手のひらが付くときに、随分と柔らかな衝撃になった。戦慄していた宰相たちや、止めようとした従魔も、何より魔王がこれには驚いた。レナはといえば、背中だったのでよく見えていなかった。


「なに？  応援のタッチ？  優しくしてくれてよかったあ、力加減できてえらかったですよ」


レナが手を伸ばすと、魔王は自然に頭を下げていた。


あら親切、とレナはせっかくなのでひと撫でしてあげたが、そんなふうに動くつもりなんてなかった魔王は目を丸くしている。


「知らない境地だ。面白いものだな……！」


感心している場合じゃない、そんな頭の下げ方などあまりにも！　と宰相は魔王をどつきたい心境。しかしそんなことをもし実行したならば、今は、レナが怒るのだろう。従魔の主人として。そんな確信があるからこそレナパーティを選んだわけだが、部下として頭痛が止まらない。


レナの魂がこれからも善良であってくれと、宰相たちはいっそう強く願った。


「さ！　従属馴らしです。右、左、右」


「こうか？」


ぱしぱしぱし、と魔王とレナがハイタッチした。


「主従の絆を掴めてきた感じがします！  半分くらい」


「仮契約なのだから順当であるな」


（（お手、だ、これは））


宰相とオズワルドが遠い目になった。


▽夜の街へと繰り出した。






腐臭の混ざった冷たい靄が路地を通り抜けていく。静かすぎる街には、時折硬いなにかがぶつかるカラカラした音が響く。塊かたまりの靄がむわっと現れたのはアンデッドが吐く悪夢だ。眠っている者たちが呼吸のたびにそれを吸い込んでしまっては咳込んでいる。しかしまた、無理やり眠る。


「！」


屋根の上では高速の追いかけっこが始まった。悪夢を操っている組織と、諜報部たち。


「魔物使いレナよ。怖がっているか？」


「いいえ。ありえなくてよ」


魔王の問いに、女王様モードのレナが返事をする。


「そうであろう。この我がいるのだからな！」


どどんと魔王が胸を張った！


本当に怖くなくて、レナは内心驚いていた。


強大な存在が目の前にいることは、要塞を得ていることに等しい。


従魔たちが今後、目指すものはこれである。いつもより落ち着いているレナの背中を見ながら、本契約をした小さな先輩従魔たちは、真剣に将来を見据えた。


魔王の手が紫炎を纏って、アンデッドが現れてはそちらに手を振るたびに、炭にまで焼却していく。レナの視界に届くよりも早く、対応していく。おかげで地獄のような光景をレナは目の当たりにすることなく、ぼんやりとした悪夢の中をただ歩くだけで済んだ。


（やるべきはサポートなんだから。下手な手出しはしないこと。でもこれならいいかな？）


トン、とレナが手のひらを魔王の背に当てた。


「スキル［従魔回復］」


「おお？   まだまだ平気であるし消耗戦も好みなのだが……ふむ、まあ心地いいものだな！」


「私は従魔を慈しむ方針なのよ」


魔王の尻尾はごきげんに揺れた。


先ほどよりも手のひらの紫炎は小さくまとまり、腕を振る動きも無駄がなくなっている。足取りはスキップのように愉快になったけれど、つま先での歩き方はどちらかといえば獣に近い安定したスタイルと言える。レナはその様子を観察している。やはり満たすと安定するようだ。


▽中央広場に   ついた。


「さあここで始めるのよね。その前にたっぷり満たしておきましょうね」


レナが手を伸ばす。思わずかがんだ魔王のおでこに、そっと手のひらを当てて［従魔回復］をめいっぱい施した。おでこの細やかな傷は戦士の証なのかしら、と訊ねると、妻に殴られたのだ、とそれは楽しそうに笑い飛ばした。


▽魔王の  体と心が  満たされた。


▽紫の光を纏う。


体をざわざわと身震いさせると、髪と尻尾がぶわっと膨らんだ。喉仏は三つになる。


唸り声は炎が爆発する時のようで、瞬きの一瞬のうちに、そびえるような巨大な獣になってみせた。黒紫の毛並みに、三叉の首、高さは三三メートルある。デス・ケルベロス！


『『『ガオオオオオオン！』』』


「──っこれでも抑えたのよね、よく出来ました」


真ん中の頭にしがみついたレナが、ふらつく己の脚を叱咤し慎重に屈むと、撫でてあげる。鼓膜がビリビリとして、主従補正があってもこの始末なのだから、無防備な状態で咆哮を聞いてしまえば気絶していたかもしれない。ぐるると喉を鳴らした……らしい音など地響きのようだ。


（従えたあとなんだから、私は、仮従魔を信じるだけだよ!!）


「さあ上手にやるのよ、私の声は聞こえているわね？  この大きなお耳は主人の声を聞くために、大きなお口はすこーし開けて、私と共に紡ぎなさいな」


レナは鞭をぎゅっと握った。


『『『「炎魔法［オーバーフレイム］！」』』』


（うん、大丈夫！）


三首から吹き出した紫炎は帯のように広範囲に拡がって、ゴウウウウと闇を燃やした。


さらに紫炎を広げた意思のある風と、民家への結界は諜報部が行って、燃やすべきアンデッドだけを燃やしている。


圧倒的だ。


レナは必死に、魔王の手綱を握っている。気を抜いたら今にも引きずられてしまいそうだと、この高みから落ちないように足を踏ん張る。


朱蜘蛛の合図があった。


レナたちは、勝ったのだ。


「では、国民たちにあなたの声を聞かせてあげて頂戴。勝利にふさわしい伸びやかな咆哮を、あの空に！」


『『『ワォオオーーーーーーン！』』』


遠吠えによって靄が霧散し、紫色の空になった。上向きに吠えたことにより、音の振動が建物にダメージを与えることも無かった。


結界に守られた国民たちが、ゆるゆると目を覚ます。


朱蜘蛛の合図、［仮契約］を解除する時がきた。


しかし魔王はまだイヤイヤと首を振る。


約束破りはダメ、これはとくにシャレにならない。鞭の柄でごんごんと頭を叩いてみても、蚊に刺されたほどのダメージもないだろうし、レナは対話を試みることにした。


「何かしてみたいことがあるの？  私の従魔でいるうちなら聞いてあげられるかもしれなくてよ」


『『『オズワルドと共鳴したい！』』』


予想外の答えに、レナもオズワルドも目を丸くする。


『『『共に吠えようではないか！  我らはパーティなのであろう？』』』


なるほど、今であれば可能なことだから願ったのだろう。デス・ケルベロスの姿になっていて、仕事が終わって、息子の仲間でいられるうちに。レナによる手綱もあるのだし。


『……分かったよ』


地上にいたオズワルドが獣型になると、リリーが背中に張り付いて、モスラが片手で子犬をぶん投げた。ブオンッ！


『うおわああああ!?  む、無茶をさせやがる……！』


『クスクスクスッ。飛ぶの、サポート、だよ？』


レナの隣、デス・ケルベロスの頭に、オズワルドが降り立った。


『『『『ワオオオーーーーーーン……！』』』』


親子の思い出が増えた。







契約の終わり


「［契約解除］」


「受け入れよう」


レナの中からひとつの契約印が失われて、心にぽっかりと穴が空いたような心地になる。


そこからさみしさが溢れ出すように、目から涙がこぼれた。


「おい？」


「はあ、すみませ……契約解除、したの初めてなので。こんな感覚なんだなあって……ずびっ」


「主さん」


オズワルドがハンカチを渡すと、レナはちーんと鼻をかんだ。しばらくぐすぐすと泣く感情が止まらなさそうだ。オズワルドは悩みに悩んで、覚悟をキメると、えいや！  とレナを魔王の背中に押し付けた。レナは、見事な黒紫の尻尾をもふもふしながら顔を埋めて涙を拭いている。オズワルドもそっとレナの背中にくっついて、主人を慰めるためのサンドイッチである。


先輩の入れ知恵だ。


「おい」


「うるせえ魔王ドグマ。そのままじっとしてて！　……あんたは、さみしがったり、してやらないわけ？」


「生きていれば出会いも別れもある。付き合う形が変わることもあるだろう。今を悲しむよりも、思い出を尊び、未来を楽しみにする方が我は好きだな！」


父の価値観を聞いて、オズワルドはむすっと唇を曲げながらも尊敬の念を抱いた。


こんなふうに割り切れるほどまだ大人になれない。へにょんとオズワルドの獣耳が垂れる。


「理屈じゃなくて感情がさみしいんですうううううわああああん！」


「お、おお。であればお前は泣いておけ、魔物使いレナよ。まったく感情豊かなものだな」


号泣してしまったレナ。主人でさえもまだまだ泣いてしまうのだという事実に、オズワルドは子どもっぽい自分が、救われた気がした。すぴ、と鼻を一度だけすすった。


泣ききったら、レナも気持ちを切り替えられて、次第に笑い声に変わる。


あはは。ふはははは！  と魔王と笑い合った。


尻尾からやっと離れることができた。


その時、レナめがけて怪しい影が滑り込んでくる。冷たい眼差しは殺気だ。


「ひっ!?」


▽光の聖結界！  スライムバブル！  魔吸結界！  スピン・キック！　突進！


従魔たちが、レナの背中を守った。


モスラに取り抑えられた黒ローブの者は、フードを取り去ると緑髪の……樹人のようである。


「アンデッドを操っていた組織の一員です」


護衛がそのように告げた。


「なるほど。貴方がたに引き渡しても大丈夫なのでしょうね？  護衛というくせに、ギリギリまで手を出さなかった姿勢が好ましくありません」


「モスラさん、従魔の矜持を尊重したのですよ。主人を守りたかったでしょう？」


さらっと言ってのけたのはロベルトだ。護衛として以上にレナパーティに情をかけていますけど？　と取れる発言。眉を上げたモスラは、樹人を引き渡した。護衛たちは何事も無かったかのように瞬時に消えた。平和を保ってくれたのだ。


レナが手を広げて従魔たちを待っている。


「守ってくれてありがとう！」


「『＜きゃー！  ご主人様〜！  褒めて愛して従えてー！＞』」


従魔たちがぎゅぎゅぎゅーっと集う。


（レナパーティという輪は幸せの詰め合わせなのだな）


ぽつんと立った魔王の肩には、朱蜘蛛が一匹。仕事の話である。相変わらず忙しいが、魔王であるから国家全てが彼の輪であるし、守るべきものがこの世に存在するのは良いことだ。


踵を返した。


また、会いにきたらいい。


しかし一人で歩いてみるといやに静かで、魔王は夜空を仰いだ。胸が空すくような感覚を知った。──思い切り吠えた。


轟くような咆哮。


ウトウトしていた国民たちが大慌てで飛び起きた。街は大混乱だ。


「魔王様ーー!?」


まっさきに、振り返ったレナの呼び声が聞こえてくる。


くくっ、と魔王は喉を鳴らした。


「しまったなあ。おーい。なにかいい手はないか？」


「まったくもー……！  いっそお祭り騒ぎにしてしまうのはどうですか？  魔王国主催のイベントとか。悪夢の苦しさを乗り越えるために、楽しさっていいと思います」


「それでいこう！」


愉快そうに大笑いした魔王はまたそれで近隣住民を驚かせて、事は一刻を争う。


レナがスマホに指示をする。


＜シヴァガン王国のみなさーーん！　ナイトフェスティバルの開催でーす！＞


▽あとの責任は、後ろ盾だ！！！！！


▽魔王の暴走だぞ、働け働け！！！！！！


影蜘蛛たちが大急ぎで各所の調整にまわり、とんぼ返りのロベルトが息を切らせながらレナパーティの護衛に就いた。


「本当に、奇策を思いつくのがお上手で……！」


「あとは花火ですね。魔王様ー！  ちゃんとできたらみんなで讃えますよー。えらーいって！」


「まかせろ!!」


この時の魔王を見ていた役員たちは察した、スキル［ハイテンション］のスイッチが入っているに違いない。それにしては落ち着いている（当社比）のはどうしてだと考えると、レナパーティと関わったことによる心境の変化があったのだろうというのが順当である。


多くの人々がしみじみと思った。


▽魔物使い藤堂レナは  まるで──


レナの頭の中に、世界の福音が高らかに鳴り響く。


＜称号：［魔王使い］を取得しました！＞


＜ギルドカードを確認して下さい＞


「……どえええええ!?」


レナがまた悲鳴をあげた。


スマホがまっ先にギルドカードの効果を読み込んで＜あちゃー＞と一言。


＜せっかくなので、今から使用しておいた方が良いと思いますよ。この称号をあとで他人に知られて邪推されてしまうよりは、魔王国に把握されているほうが穏便な未来となるでしょう。なお当社比ですけれどね＞






［魔王使い］……魔王の耳に言葉を届けやすくなる。ご褒美をあげた時に魔王が二倍喜ぶ。






「お気持ち的なやつなのね……。それならまだ、セーーフ？  なお当社比だけどねぇ……」


＜後ろ盾がある今のうちですよ＞


「私たちを巻き込んだ責任、とってもらいましょうか」


▽レナが  朱蜘蛛の呼び笛を  吹いた。


▽ピイーーーーーー。


▽サディス宰相が　爆速で駆けつけた。


「先ほどの悲鳴といい、助けが必要な物事が起こり得ましたか？」


「はい。これから称号を使用するんですけど、情報共有しておきたいなあと思いまして」


「拝聴します」


▽レナは　宰相に　耳打ちした。


▽宰相のメガネにヒビが入った。


「………………………………………………………………………………………………………………………………承知致しました」


「ありがとうございます！」


「こちらこそ有難う御座います。クエスト完了後も、魔王様を落ち着けるための助力をして下さって。ちなみに、その称号を活用して王宮で働く気は御座いませんか？」


「お断りします！」


「承知致しました」


宰相はフッと息を吐いた。


ここまでくると、苦笑が滲む隙もなく、ひどくクリアな吐息となった。


宰相は朱蜘蛛を使い、同種族たちに伝言を行うと、一歩下がってレナと魔王を見守る。


レナはふーーっと深呼吸した。


鞭をぎゅっと握り、魔王をまんまるの目で見つめる。元従魔を見るレナの瞳はきらめいていて、まったく恐れてはいなかった。だからこその称号取得となったのだろう。レナパーティの行く先が見ものであると宰相は感慨深く思う。長らく規則を遵守してきたこの身には、若者の可能性がまぶしいくらいだ。


「称号［魔王使い］セット。あのね、オズくんが教えてくれるから、その大きな耳をよーく傾けるんですよ！」


「炎を凝縮して空に打ち上げて、爆発させるんだ。まずやってみせるから、俺の真似をして」


オズワルドが照れたように頬を赤くしながら、夜空を仰いだ。


「スキル［リトル・ボム］！」


小ぶりな花火が舞った。ポンポンポン、と重なって、繊細な華やかさだ。


「理解したぞぉ！　こう、ぎゅっと……うむ！」


魔王が紫炎を手のひらでおにぎりを握るようにまとめると、空にぶん投げる。はるか空の彼方で爆発音がしただけなので、花火とはならなかった。


「あの魔王ドグマが失敗してる……？」


オズワルドが唖然と呟いた。


「魔王様―！　凝縮はできてる！　すごーい！　あとはちょうどいい高度で花開かせるだけですよ！　あなたが本当にしたいって思っているなら、きっとできるはずだから、大丈夫！」


レナが手のひらをメガホンのように口に添えながら、エールを送る。


魔王は振り返って、ぶんぶんと手を振った。


「ふははははは！　いやぁ、面白いな！」


（もしかして失敗を失敗って感じたことがないだけなんじゃないかな……父様、って。……）


久しぶりに自然に「父」と考えてしまって、オズワルドは赤くなって口元を押さえた。繊細なお年頃なのである。


「オズくんからも応援してあげてくれる？」


「……手グセの炎じゃなくて、ちゃんとスキルや炎魔法使ったほうがやりやすいよ。魔王ドグマ！」


まだ、父とは呼べそうもない。


いつか、また呼べたらいいなとは思う。


「ほうなるほど。やってみよう。炎魔法［フレイム］！」


ドグマはふわっと下手投げ。さらに初級の魔法を使った。ちょうどオズワルドがリトル・ボムを爆発させた高度と同じで。なんて学習能力の高さ……いや本能でやってのけたのか……とレナパーティが呆れた。宰相はどこか誇らしげである。


──ドオオオオオオオン!!


直径１００メートルにもなりそうな巨大な花火が降り注いだ。


街を、シンボルカラーの紫色に染め上げる。


「初級魔法でこれえ!?　さすが魔王様ぁ……！」


「ふはははははもっと褒めよ！」


「しまった、称号のせいで私の呟きひとつでも全部届いちゃう。ハイテンションになっちゃった。落ち着いて〜はい、ステップやめ〜。屋根が壊れちゃいますからね。コラッ。ええい、やめないなら……おすわり！」


▽魔王はあぐらをかいてストンと座った。


▽オズワルドが　顔を手で覆った。


▽宰相と　護衛が　揃ってレナを眺めた。


視線が気まずくなったのか、レナはその場を離れることにした。モスラとルーカが魔物たちをまとめて回収して、オズワルドが運んでくれるというのでレナはその身を任せて、首に捕まる。ふわっと足が地面を離れて、横抱きの状態になった。獣人だから力が強いね、と褒めると、オズワルドはにいっと笑って父に似た犬歯が光った。


魔王の周りにレナパーティが集った。


みんなで花火を眺めた。






「またな！」


魔王が言うと、レナは微笑んで、頷く。にいいいっと魔王が満足げに笑った。


「あの」


「なんだオズワルドよ！」


「……またね」


オズワルドは父を見上げて、ほんの少しだけ口角を上げた。


「うわっ!?」


わしゃわしゃわしゃわしゃ！　と息子の頭を撫でる魔王。文句を言おうとした時、


「魔王様、そろそろ」


「うむ。王宮に戻って仕事なのだろう？　今の我に！　出来ぬことなどなし！　まかせろ！」


「では今のうちに是非是非」


忙しい魔王は踵を返した。ハイテンションの効果で、ビュンッッッ！　と後ろ姿も見えないくらいに遠ざかっていく。ぺこりとお辞儀したロベルトと宰相が跡を追って、周りには樹人などの護衛三名が潜むのみとなった。随分と静かになった。


「……あ、音楽？」


「吟遊詩人さんの演奏みたい。へぇ、さっきの花火について歌ってるね。これはいい歌……」


「街の人たちも往来に出てきた。パジャマのままお酒を乾杯して、歌に合わせて踊って、妖精族や竜人族が光を舞わせているし、まあ賑やかでいいね」


「アネース王国の祭を思い出します」


モスラが懐かしげに目を細めた。


レナはこしょこしょとハマルに耳打ちする。頷いた直後、くてんと寝てしまった小さなヒツジをレナは胸に抱えた。そしてわたぐも尻尾をきらめかせたハマルが目覚める。口をすぼませた。


『スキル［夢吐き］〜〝シャボンモンスター〟』


プクプクプクプク〜！　とシャボンがハマルの口から吐き出される。丸いシャボンが長く伸びて、シャボンフィッシュの大群となり、魔王国の夜空を悠々と泳いだ。シャボンイルカ、シャボンカメ、シャボンドラゴン！　ウルルゥ、と鳴きながら街の人々の間をすり抜けて泳ぐと歓声が上がる。


プクーーっと最後に大きなひと息。


美少女の姿の、大精霊シルフィネシアを現した。


シャボンボディを震わせるようにして清らかな歌声を届ける。夢と現実が、美しく混ざる。


「私の思い出を拾って下さったのですね。ありがとうございます」


モスラがレナたちに向かって綺麗な一礼をした。


レナパーティは大騒ぎの街に繰り出した。あちこちで人々が笑っていて、これはすばらしい夜だ！


誘われてダンスをして、お祝いの乾杯をしたり、赤の女王様のコスプレ？　と言われて高笑いをしてあげたり。ハイテンションになっておけ！　祭りじゃーー！


（こんな騒ぎで護衛業務がいらないなんて、初めてだぞ。どうなってんだ）


（悪さをしようと思う気が失せるくらい、楽しい夜だからっすねぇ）


（それに美しいわ……シャボンが光を反射して、地上の花火のようだもの。レナパーティにお礼を言いたい気分ね。こんな風景なかなか見られるものじゃない）


（あああんリリー様の美しさにも磨きがかかってる♡  是非お側に行きたーい！）


▽マリアベルが　飛び出していった。


▽側護衛ってことで。と仲間は許した。


「ヤッホー！」


「あれ？　こんばんはマリアベルさん。今夜は、幸運な方でお願いしますね……？」


「もちろんなのよレナちゃん♪  ここに来る前にあたし象獣人に踏まれそうになったから、その穴埋めの幸運をみんなにプレゼントしちゃうね！」


「だ、大丈夫でしたか？」


あーん怖かったですーと、ここでちゃっかりリリーにすり寄るマリアベル、世渡りが上手い。


肩に二人の妖精を乗せているレナ、マリアベルがすり寄ったことによって、妖精の翅が鼻をくすぐった。ハックシュン！　とくしゃみをしてしまう。


目の前をふらふらとお酒片手に歩いていた小柄な女の子が、驚いてすっ転んだ。なんとレナの方に倒れこんできた。


「「んみゃあああ!?」」


「おっと」


近くにいたモスラが二人ともを助ける。手を取って、体重を受け流すように引いて、地面にお尻をついてしまわないように上手に立たせてあげた。くるんと踊るように半回転してしまった女の子とレナは、ぽかんとしている。


女の子がお礼を言おうと上を向いて、モスラが美青年であることに気づくと、酒に赤くなっていた顔をさらにマグマのように赤くした。効果音で表すなら「ドカン！」だ。


とても見ていられなくて、レナの方に視線を戻した。


「あのあのあの、ごめんなさいぃ」


「こちらこそ……びっくりさせちゃいましたよね」


「お、お礼を……しないと。あわわ。助けてもらっだがらぁぁ」


レナとモスラを交互に見る女の子、首がもげそうなくらい忙しない。


「私にお礼は結構ですよ。この方が主人ですから、共に助けるのが当然だっただけです」


アプローチを受け慣れているモスラは、スマートに受け流す。


女の子はアワアワとモスラに会釈した。それだけで、強引に絡んでくることはない。見た目の通り素朴で純粋なようだ。お礼のことも、素直な気持ちで言ってくれたのだろう。レナは落ち着かせるために、彼女の肩をトントンと叩いた。


「はうう、酒に呑まれて、ちっちゃい女の子にこんな迷惑かけちゃって、助けてもらって、オラ、感激だよー……。ああ、でも、お詫びはやっぱりしなきゃ親方にどつかれる……！　そうだ、これどうぞ。オラのお気に入りの飾り物。邪魔にはならんと思うのでっ」


女の子が差し出してくるものが、レナの赤マントに押し付けられた。


悪意はなさそうだし、気持ちが収まらないようだし、とレナは受け取った。


「頂きますね。これって……」


「カンテラっていうんだぁ。はるか昔の照明道具だったそうで。ね、ね、綺麗でしょぉ？」


うっとりと女の子は語るが、このカンテラ、四角の形はゴツく、造形は無骨で、錆も浮いている。この古代感がたまらないの、とつらつら語り始めた女の子はなかなかマニアックな感性をしている。


「オラ、ドワーフ鍛冶工房のガルボって言います。あのな、割引もするがら」


▽レナは　名刺をもらった。


▽ふらふら帰ろうとしたガルボを　送ってあげてと　護衛に頼んだ。


ドヤ顔のマリアベルが肩によじ登ってくる。


「ほーらね！　何かいいことあるアイテムに違いないよ」


「不穏なこと言わないでくださいマリアベルさん……普通でいいんです、普通で」


「……レナ」


「ほらネコミミ伏せたルーカさんが話しかけて来るの不穏。なーに!?」


「……うぷ」


「ルーカさん？　気分が悪そうですけれど大丈夫ですか？」


「さっきのドワーフの、お酒のにおいに酔ったらしい……」


「あれマタタビ酒だったからな」


オズワルドがくんくんと鼻を鳴らして告げた時、ルーカは目を回して、子猫型になってしまった。


「ありゃ……。宴もたけなわだし、そろそろ帰りますか。たくさん遊んだねー」


レナはルーカに従魔回復を施してあげる。


モスラが、ルーカの服を拾ってくれた。少し考えてからレナは、予定を決めた。


「そろそろ装飾保存ブレスレットを買わないとね。全員揃ったことだし、明日行っちゃおう」


「『やったー！』」


眠らない賑やかな夜道を、レナパーティがるんるんと足取り軽く帰る。


お宿♡  に着いた時、王宮の真上に「ドン！」と赤の花火が上がったので、最後に思いっきりの大声で「たまやーー！」を合唱した。気を利かせたであろう魔王の高笑いが聞こえてきそうだった。







装飾保存ブレスレットを買おう！


翌日。


レナたちは高級ブティックエリアを訪れていた。


目の前には、貴族の屋敷のような店がででんとそびえている。


【アンベリール・ブレスレット】……装飾保存ブレスレットだけを扱う専門店。彫金師、宝飾細工師、バイヤー、一流の職人と商人たちが専属店員として揃っている。技術の結晶であるブレスレットは王宮御用達でもある。


門のような玄関扉の前には、厳ついミノタウロスたちがいて周りを睨みつけていた。黒スーツがパンパンになってはち切れそうな立派な胸筋は威圧感がものすごい。


「ひええ」


「主さんは、ちゃんと用事があるだろ？　大丈夫だよ。ほら、念願の従魔たちのためのイベントだよ」


オズワルドがレナに囁き、赤マントの裾をくいっと前に引っ張った。


「頑張る」


えいやっ！  とレナも進んだ。早くも、新従魔に〝扱い〟を把握されている。オズワルドも学習能力が高いらしい。


くすくすと笑いながら、ルーカとモスラが小さな従魔を腕いっぱいに抱えて一歩後ろを歩いた。


ミノタウロスたちが何者かの気配を確認して、ブモー！   と鼻息を吐く。


レナたちは一見明らかに購買層ではない見た目なので、ひやかしと判定されても仕方がない。厳しい警備はお店のためだ。しかし、あんまりにもメンバーが可愛らしいので、威嚇がいつもより控えめである。


困ったミノタウロスたちは、監視カメラの魔道具を振り返った。


カメラごしに中にいる店員が、レナたちが来客としてふさわしいかどうか、判断をする。


▽玄関扉が   開いた。


▽インテリレディが  現れた！  ×１


レディはつんと目尻を吊り上げて口元だけの笑顔。艶やかな茶髪を上品にまとめていて、黒スーツにハイヒールというクレバーな出で立ちの悪魔。とんがり尻尾がチラリと足元に覗いた。


「いらっしゃいませお客様……と、お声がけしてよろしかったでしょうか？」


視線はオズワルドに向けられている。顔なじみの魔王の息子はお客としても見られるが、しかし出家したのであれば……オズワルド個人にはここのブレスレットを買う購買力は無いだろうし。ひやかしは困る、しかし万が一お客様ならと悩んでいる様子。レナには目もくれない。


返事を求められたオズワルドは、片手を挙げて挨拶した。


「ん、お客としてここにいるよ。でも俺じゃなくて、主人がブレスレットを買いたいんだって。財源は大丈夫。だから店内に通してくれないか？」


「！   承知致しました。オズワルド様」


「んーと。藤堂レナ様……で」


「承知致しました」


インテリレディはレナを見つめると琥珀の目でにこりと笑いかけ、ティコアと名乗った。白地に金箔のいかにも豪華な名刺がレナに渡される。名刺は店舗に認められた証だ。


「さあ、皆様の手首を彩らせていただきますわ」


扉が開けられると、中はまさに〝ショップ〟らしいレイアウトであった。広いホールにショーケースが並び、真珠細工ならば海をイメージした青の敷物に水色のライト、ルビーなら太陽をイメージした金の台など、それぞれの世界観を生み出している。美術館のようでもある。


ブレスレットひとつひとつに職人の名前が添えられている。一点物ばかりだ。


（とんでもないところに来ちゃった。オズくんが繋いでくれたご縁に感謝！）


レナは心を奮い立たせる。


（お金はあるから大丈夫だもん）


貧乏時代から、ここまで言えるようになるとは。レナはじーんと、成長を嚙み締めた。


ティコアが静かな声で説明をする。


「現在ブレスレットに付けられている宝石について、お客様にイメージを掴んでいただくための偽物イミテーションです。まずは職人渾身のブレスレットの枠を選んで頂き、後ほど、お好みの宝石をはめ込むのが当店のスタイル。その場で店員が［ベストフィット］［オンリーワン］の魔法を施しますわ。どうぞ、ブレスレットを手にとってご覧になって下さいませ」


入店時にすでにお客が選別されているゆえの大胆なサービスだ。


ティコアは一礼し、それから壁際に控えた。ふっ……と店員たちの存在感を感じなくなり、これが高級店店員の技なのかとレナたちは驚いた。


「みんな、丁寧に触れようね〜。職人さんたちが大切に作った作品だから。じゃあ……解散」


レナの元から従魔たちが去り、思い思いにショーケースを眺め始めた。


言いつけをきちんと守っていて、そっと手のひらにブレスレットを乗せている。小さな従魔には店員がブレスレットを渡してくれた。街歩きの時よりもおとなしい。レナは微笑んだ。


『『きゃーーー♪』』


『キラキラなのがいっぱい。シュシュ、目移りしちゃうぅ……』


『ほんとだねー。ボクらの毛色に負けない綺麗さー。どれを選んでも似合いそうだけどー、どーれーにーしーよーうーかーなー』


「製造方法とかもかなり種類があるんだ。へぇ。妖精族が作った繊細な彫金のアクセサリーや、ハペトロッティが編んだレースの生地に宝石が縫い付けられるもの……ドワーフ族が武器窯で作った魔法鉄素材の武器みたいなゴツいものもあるね」


楽しそうにショーケースを眺める従魔たちを見て目元を和ませたレナが、動かないオズワルドに耳打ちする。


「オズくん。ここを紹介してくれてありがとう」


「従魔として役に立った？　……褒めてもいいよ」


最後の方は隣にいるレナにしか聞こえないくらいか細い声だった。レナはその気持ちを察して、そっとオズワルドの後頭部を撫でた。


聴力強化の魔法を使っていた店員たちはニヤニヤしないように必死で表情を保つ。あのオズワルドが。こんなに幸せそうにしちゃって。ニヤニヤニヤ……おっと。


『付与魔法、すごおいっ。自動洗浄効果に……ほつれ直しだって。わ！  気温に合わせて、登録した服……ほんのり温かかったり冷たかったり、調節もしてくれるの』


リリーがむむむと商品を眺める目は、すでに好奇心を超えた職人目線。妖精族としてマリアベルからアクセサリー制作を学び始めたところで、これから先その道を進むのかもしれない。


＜懐であたためておきました、で御座いますね！＞


キラのユーモアに、クスクスクスっと笑う。


「アリス・スチュアート様の商談でたくさんの宝飾品を目にしますが、これほどの逸品にはなかなか巡り会えません。高品質なものが揃えられていて、本当にすばらしい」


モスラがさりげなくもう一人の主人の名前をアピールしつつ、この店をよいしょすると、店員が誇らしそうに胸をはった。ミノタウロス警備員のスーツがもうはちきれんばかりで、ボタンが吹っ飛んでしまいそう。


レナも近くのショーケースを覗き込んで、目玉が飛び出るかと思った。


（レース編みのブレスレットの枠が……ひえっ！  じゅ、10万リル!? ケタ間違ってないんだよね!?   シルバーシープの糸を、魔力保有のパールオイルに漬け込んで、月光にあてて乾かしたものを使用している……そっかぁ、手間がかかってるんだなぁ）


まだまだ。ここに宝石の値段が加わるのだ。


その値段を出して飾ってあげるだけの価値が、従魔にはあるので！


ティコアに声をかける。


「あの……魔物たちにそれぞれ一番似合うブレスレットを選びたくて。ここでヒト型に変身させることって可能ですか？」


「はい。着替え部屋がございますので、そちらに案内いたします」


レナと小さな従魔たちはカーテンの奥に。


簡易ワンピースに着替えた従魔たちがヒト型で現れると、店員がごくりと生唾を飲んだ。


美しいものに惚れ込んでこの店に勤務しているので、この美少年少女たちにはぜひ自分のブレスレットを！　と願ってしまう。従魔たちがブレスレットを手に取った時、一喜一憂が心を大嵐にしていた。


クレハとイズミがショーケースを指差し、同じタイミングでくるりと振り返った。


「あのね、これがいいのー！」


「お揃いで二つあるし！」


上品な輝きのマジカルシルクレース編みブレスレット（白）。細い繊細な糸をハペトロッティたちが手編みして、フリルのように重ねている贅沢な品だ。


レナの頷きには迷いがなかった。


▽こんなの絶対可愛いよ!!


「宝石の枠は金色と銀色のがあるね」


「どっちもクーとイズに似合うよね〜？  うーんうーん」


「「モスラー！」」


二人はブレスレットの枠をそれぞれの手のひらに乗せて、こてんと小首を傾げた。


視界の可愛さがえげつないレベル。店員とミノタウロスたちが震えて、レナなんて一番ときめいて崩れ落ちかけている。後輩との触れ合いがまた、尊いのだ。


「はい先輩方。はめ込む宝石はお互いの髪の色になさいますよね？」


「「うん。 この色はレナのお気に入りだからね。レナに好かれたいクーとイズのお気に入りカラーでもあるのさー！」」


「では……クレハ先輩は、赤と金、燃える太陽のイメージ。イズミ先輩は、水色と銀、涼しげなブルームーンのイメージ。いかがですか？」


「「か、かっちょいい」」


モスラのナイスな言葉がズギュゥゥン！  と刺さったようだ。二人の厨二心がくすぐられた。


ティコアが立派なトランクを持ってきて、クレハとイズミに向けて中を見せる。


「赤と水色の宝石、ブレスレットの枠に合わせて丸いものを、五十種類ほど用意いたしました。気になるものはどれでしょう？」


「「これ！」」


さすがはジュエルスライム、とモスラでさえも舌を巻いた。


「まあお目が高い……！  フレアルビーは火山帯に近い鉱山だけで、極々稀に見つかる鮮やかな赤の貴石きせき。マリンサファイアは、その昔航海船から落ちたサファイアの粒を飲み込んで成長したと言われる、希少な宝石貝の核を磨いたものです」


「「いいね！」」


▽決定！


早い。レナパーティの判断の正確さに店員が目を見張る。それに高級品を買う時にうじうじ迷わないのは本当にお金待ちである証だ。


▽レナたちは上客認定された。


「宝石の枠は七つ分ございます。宝石一つにつき一種類の装備パターンを登録できますが」


「七個、フルラインで買います」


「承知いたしました」


▽レナたちは特上客認定された！


次は、リリーの番。選びに選んだ枠を大事そうに手に取る。


「この、白銀のブレスレットがいいの……宝石は、青が合うかな？」


細やかな模様が彫られた華奢な白銀のブレスレット。素材はプラチナと書かれている。


トランクを覗き込むと、後輩を助けようとクレハとイズミも覗き込んできて、小さな後頭部がみっつ並んだ。三人でとっておきを選ぶ。


「この、深い青の、いいなあっ」


「マジカルレイク・ラピス。地底洞窟で暮らす地底族が守る、魔力に満ちた特別な湖マジカルレイクに、高品質のラピスラズリを沈めて作られています。じんわりと魔力が浸透して内側から輝きを発するようになるまで約５００年。その中でもとくに美しいものを仕入れました」


「わあ。由来も……とっても素敵ね！」


ニコッと笑ったリリーはいつもに増して可愛らしく、宝石の方が妖精に恋をしてしまいそうなくらいだ。扉の隙間から覗いていた妖精族たちはぶっ倒れた。


ハマルの番。望んだものを肯定してあげたい。……のだけど……。


「レナ様ぁ〜〜」


「……うん……ハーくんは、ずっっっと目が釘付けだったもんね……これ、うん……。これを私に渡してそれからどうして欲しいのかな？」


「あ〜んそんな事を聞かれるなんて〜わーい！  レナ様ぁ、これでーボクの心のみならずー腕も束縛してくださーい♡」


「う、うん…………」


大はしゃぎでぴょんぴょん跳ねながら、ハマルが差し出したブレスレット。


まるで手枷のような形状である。マゾヒツジ大喜び不可避。こんなものをショーケースに揃えたのは誰だ。とレナは苦言を呈したい気持ちである。バリエーションの豊かさが仇になった。


店員は目を剥いて「えっいいの？  幼児それぞれのイメージに合ったブレスレットを選んでいたのに、この子はそれでいいの？」と動揺している。これは壊れにくさ重視で、大型のごつい魔物が好む形状のブレスレットなのだ。しかしハマルといえば、可憐なくるくる白金髪の男の子なので、手枷を装着したところを想像するとイケナイ絵面しか浮かんでこなくてイケナイ。


「これ下さい……」


「は、はい。……お気分を害してしまうかもしれませんが、提案させて頂けませんか。このブレスレットを作った小人ピピット族が店舗に控えております。デザインをもう少しハマルさんに似合うよう改良するのはいかがでしょう？  今の状態ですとおそらく……」


「あ、では、是非。ぶかぶかだし、重そうだしね」


「むぅ。機動力が落ちたり、落として無くすのはヤですからーわかりましたー」


「承知致しました。小人族テグリピピッタ。いらっしゃい！」


サッと小人族が現れて、ハマルの手首を小突いた。


「わ！」


小人族は成人していても、平均身長が男女どちらも１００センチほど。赤茶色の癖っ毛に子どものような容姿、どんぐりのような目にモノクル眼鏡をかけている。コロリと笑った。


「こういうの好き？　いい趣味してるねぇ！」


「レナ様にされるのが好きですー」


「こらっ」


「良いね良いねぇ〜！　君のような存在をこのブレスレットは待っていたんだよ！  実は！  そういうイメージで作ってたから！  あっはっはっは！　会社の都合でマイルドにしたけどね！  いやあ君とは気が合いそうだ」


「いえいえお触り厳禁でお願いしまーす」


▽ハマルは  身内以外に塩対応。


▽小人族の手を払い　わきわきした握手を拒否した。


▽それがまた主人への特別感のギャップでいいもんだわ〜と喜ばれた。


▽レナと　ティコアが　ジト目になる。


「手枷形状のまま、デザインだけオシャレにしてみようか。模様を加えて、薄く付けやすくする。猛獣用の鎖も、君の手に巻くなら華奢なほうがいいな」


特殊芸術センスだけれどさすがに職人、仕事はきっちりこなす。小人族の手のひらは小さいが指が長めで、器用に動き、瞬く間にパーツを組み替えて形状をハマル用に整えていく。


本来別料金のオーダーメイドはサービスです、とティコアが言ってくれた。部下の醜態のお詫び。


「［スポイト］［ペイント］……よし！  ブレスレットの模様には、夜空みたいな君の目の色を写したんだ」


「うわぁ、すっごく気に入ったー。ありがとうございますー」


「いやいやそれほどでもあるね！　あっはっは」


ハマルが選んだ宝石は、ウィステリア・スターという輝石。ほんのり青みがかった薄紫、磨かれた表面にはスターの光の筋が見られる。


美しく仕上がった手枷のブレスレットを、ハマルが瞳を輝かせながら、さっそくレナに差し出す。


「しょうがないなぁ……はい」


苦笑しながらもレナが留め具をカチン、ととめて、華奢な鎖を手首に巻きつけてあげた。


心底嬉しそうに手枷に頬ずりしているハマルは、困る子だけれどやはり可愛い。


「ん！  ん！  シュシュの番ね！」


ハマルの調整が長引いたので、シュシュはレナの手を引いてショーケースに走り込んで行く。


「天使の羽をモチーフにしたブレスレット。濃いピンクの宝石がいいの！」


「上手に選べたね。シュシュ、そのポーズは抱きしめてほしいのね」


レナがそっと抱きしめると、シュシュは満面の笑顔になる。


「このブレスレットは白い貝殻の粉を練って作られたものです。魔法銀と乾燥ヒカリゴケの粉も加えて、月光花ハチミツで練り上げ、高名な光属性の妖精が手がけました。まるで陶器のようななめらかな触り心地でしょう。翅のように軽くて、個性的なデザインも職人ギルドから高く評価されています」


「あれ、マリアベルさんの名前？　凄い職人さんだったんだね」


「こちらのピンクの宝石はロードクロサイト・ハピネス。濃厚なピンクカラーが女性に人気です。大昔の薔薇の花が化石になったものが、この宝石の原石。原石のままでは赤茶色なのですが、これを土に埋めて、その真上で薔薇の花を育てます。すると花の中央に、ロードクロサイト・ハピネスの宝石ができあがるのです。原石と同じだけの体積の宝石が収穫できます」


「ほんのりと薔薇のいい香り、好き……」


シュシュが鼻をひくひくさせ、宝石の匂いを嗅いで羽根耳を揺らした。


ロードクロサイト・ハピネスを七粒と、飾り用として、しずく型のピンクダイヤモンドも取り付けてもらうことにする。


ルーカに訊ねると、すでに自分で決めていた。


「僕のはこれで。動くときに邪魔にならないシンプルなのがいいから」


はちみつ色の金属に楕円オーバル型の宝石がはめ込まれる形状。


「ロイヤルアメジストですね。深い紫色」


「説明はなくても大丈夫です。えっと、想像する楽しみもありますから」


ルーカが目を逸らしながら言う。ティコアは適切な距離を保ってはいるものの、ルーカにとって、パーティ外の女性が近くに来ることはやはり抵抗があるらしかった。内容は魔眼で把握できるし。それより女声恐怖症のほうがきつい。レナは早く話題を変えてあげることにした。


「モスラのを決める？」


「こちらをお願いいたします。普段の執事服にも合うブレスレットで、袖に引っかからない布製のものを選びました」


漆黒のダイヤパターンの布地に、珍しいひし形の宝石が付けられるもの。


「影蜘蛛が紡いだ糸を、闇柘榴の果汁で何度も染めると、この漆黒になります。デザインはルネリアナ・ロマンス社、編んだのは服飾が得意なエルフ族。仕上げはこちらの店舗の妖精族が手がけております。デザイン性重視のために、ひし形の宝飾枠なのですが……この形の宝石は数が少なくて。こちらの中から選んで頂きたいのですが……」


申し訳なさそうにティコアが提示した宝石は、わずか九種類ほど。これには理由があり、付与魔法をかけやすいのは、丸みがあり、内包された輝きが美しい宝石なのだ。ひし形で魔法付与までされた宝石は貴重である。


モスラはさっと目を通しまつげを伏せると、迷いなく一揃いを選んだ。


宝石とモスラの目はよく似た色をしている。


「皇帝の石榴石インペリアル・ガーネット。ルビーと同じく、輝石として扱われるとても格が高いガーネットです。遠目にも映える鮮やかな紅色なので、この宝石を愛用する王族も多い。頑丈で魔法耐久力が高いため、特別な形状に加工される傾向があります」


「すばらしいですね」


「追加付与された効果は［気配遮断］です」


気配を一切感じなかったのに振り返るとそこにいるモスラ……。なんて恐ろしいのだろう。このブレスレットと宝石の見た目のみならず、効果・由来もモスラはとても気に入ったようだ。スペシャルな笑顔で「では、こちらでお願いいたします」と店員に告げた。


ふう、とレナはひと息。


とんとん、と隣から動かないオズワルドの肩を叩く。


「オズくんは？」


「え。俺にも聞くの？」


「みんな一緒に可愛がりたいんだよ、私は」


オズワルドは頬をかいた。


ずっと前に贈られた金色枠に青紫宝石のブレスレットを、眺める。


「……俺は、いいや。これがあるから」


「分かった」


レナはあっさりと頷いて、では代わりに尻尾の装飾布を買ってあげよう！　と提案する。


オズワルドの「いいや」は惰性ではなく思い入れがあるからなのだ、と察したから。その思い出はオズワルドの大事なものなのだから。


オズワルドはにこにこの主人を肘でそっと小突いた。


「主さんは買うでしょ？　そう、ティコアへ言わなきゃ。ヒト族だから買わないだろうってスルーされてるぞ」


「わわっ、買いまーす！」


「まあ」


会計の支度に入ろうとしていたティコアが、くるりとレナの方を向いて姿勢を正した。


ほとんどのヒト族は装飾保存ブレスレットを使わない。魔物型・ヒト型に変身する時に服が脱げるのが困るから魔人族たちはブレスレットを使うのだ。最低価格でもそれなりに高価なブレスレットをわざわざ買うよりも、新しい服を買う、とヒト族は考える傾向がある。お金持ちならば、使用人に着替えを手伝わせることがステータスになるので、やはりブレスレットには用がない。


▽レナのブレスレットを選ぼう！


「「「「「これがいいーー!!」」」」」


▽もう選ばれていたーーーーー！


幼児たちが、わくわくと一つのショーケースにレナを案内する。みんなで手を引いて、よほどどれかをレナにオススメしたいようだ。


「は、派手じゃないかなぁ？」


レナはそうためらいながらも目が釘付けである。


特大のショーケースに、ひとつだけブレスレットが収められている。まさにそのブレスレットのための舞台だ。装飾は赤色とピンク。


「すっごく綺麗……！」


これが似合うだろうか？  と己の手首を見て、レナは自信がなさそうに眉をハの字にした。しかし、またうっとりショーケースを眺めてしまう……。それほどの魅力がある作品なのだ。


▽レナを乗らせよう！


「薔薇の花みたいなブレスレットデザインがとっても可愛い、と思った！」


「「とろみのある金色の宝石枠もきれーだしねー」」


「繊細な装飾。私たちの、特別なご主人さまに……ぴったり♡  だと思うのっ」


＜賛成！  賛成賛成賛成賛成賛成賛成賛成賛成！  賛成率１００％！＞


従魔たちは口々にレナを励ます。


やわらかく微笑みながら、店員が素材を説明する。あと一押し。


「宝飾界の天才が創造したブレスレットです。ローズミスリルでつくられた薔薇の花を模したブレスレット、縁取りは花びらのようなランダムなフリル、太陽金の模様……女性向けのロマンチックな作品ですね」


「あわわ。魅了されたような心地です……」


「おっしゃる通り。自ら装着者を選び、求愛するブレスレットだと聞いております。しかしワガママで、これまでお客様に魅了効果が発動したことはなかったのですが……藤堂レナ様のお人柄によほど惹かれたのでしょう」


「そんな、まさかぁ」


ティコアの持ち上げに、レナがぴくぴくっと絆されかける。


▽これは……従えてーーー！　ということ？


キラキラまばゆい輝きはレナを選んだからこそ、だそう。これまでこのブレスレットを気にかけた者は、手を出すとブレスレットがくすみ拒否されていた。長年装着者を待っていた。


レナしかいない。そう聞くと、レナは堪らなくなる。


「これ下さい」


「「「「「わーい、レナ女王様にぴったりーー！」」」」」


１００万リルのとんでもないブレスレット枠を勢いで買ったー！


縁は大事だから。


「しょうがないなあ。貴方も個性的なうちの子なのね」


レナはブレスレットを指先で撫でた。冷たいローズミスリルが人肌のようなあたたかさを持つ。


店員もホクホクである。ずっと売れ残っていた最高級品が快く迎えられたのだから。


「たくさん買ってくださったので、この度の宝石は、こちらからサービスさせて頂きますね」


「いいんですか？　わあ！　嬉しい」


これまで買い物した額を思うと宝石の値段もオマケのようなものだが、貧乏性が身にしみついているレナはとっても素直に喜んだ。


「「「「「赤色がいいなー!!」」」」」


「は、はい」


レナが言おうとしたことを、幼児たちが先走って言ってしまう。髪色に合わせて黒い宝石が準備されていたので、店員は大忙しだ。


くすりと笑ったルーカが、腕まくりをする。パチリと瞬き。


「選別従魔ルーカ、宝石選びに本気でまいります」


「幸運従魔シュシュ、宝石選びに本気でまいるぅ！」


「「宝石従魔クーとイズ、さあ宝石の輝きよ我ら以上に、挑んでこいやあああ！」」


赤い宝石の中から一番性能がえげつないものを選び抜く。選別ガチ勢に隙はない。


「これでしょ？」


内側から光が溢れるような、キラキラの薔薇色の宝石。ブレスレットの形に合わせて、大粒の宝石をひとつと、小粒の宝石を五つ。


ティコアは満足そうに頷く。これならばブレスレットに負けない。


「ローズライト・クイーンルビー。とにかく赤が美しく、帝国の女王様も愛用しているという宝石です。ジーニアレス大陸の一部でほんのわずかに採れる希少石。身につけた者に自信と勇気を与えてくれる、ポジティブな宝石です。大きな宝石には、二パターンの服装がまとめて登録できますよ」


「あ、だから全部で六の宝石枠だったんですね。なるほどです」


レナがブレスレットをドキドキと手首に通してみる。従魔が大はしゃぎしてしまった。


「宝石の名称に、クイーン……。なんという巡り合わせ……」


「きゃー赤の女王様〜！」


「しーーーー！」


＜運命！  運命！  フゥーーーー！＞


従魔たちがキラキラの眼差しでレナを見つめている。


▽レナの  大人買い！


▽お買い上げありがとうございました〜！　幸運もサービスしておきますね！　世界より。


▽超高級、赤のブレスレットを  手に入れた。


▽祝福の魔道具シリーズに  育てよう。


「主さんって、ひたすらエンターテイナーだよな……」


オズワルドの的確な一言が、静かに真理をついたのだった。






全員のブレスレットが決まったので、［ベストフィット］［オンリーワン］の魔法が施される。


なめらかな手首に、美しい最高級ブレスレット。


その輝きを映したような、みんなのキラキラの笑顔。


店の外で円陣になり、手首を輪の中心に向けた。色とりどりのブレスレットが揃う。


「レナパーティ、ファイオー！」


「「「「「「「「＜オーーー！＞」」」」」」」」


「あははっ」


レナがけらけらと笑う。楽しげな声を弾ませて、空に向かって手を伸ばした。


ローズライト・クイーンルビーが太陽の光を吸収して、レナの瞳に己の赤を反映させる。


レナは眩しそうに瞳を閉じてしまった。口元が微笑んでいるので、今はそれまででよい。


「ねぇ。今、瞳が赤くなっててとっても似合ってた」


「「綺麗だったね〜！」」


「ホント？」


従魔がレナのいいところを教えてくれた。


レナは、このド派手なブレスレットが好きになった。まだ、自分にピッタリなんておこがましくて言えないけれど、いつか相応しくなれたりするのかな〜と想像する。ああ赤のドレスを着たら派手さは負けなさそう、と女王様モードの自分を想像して、プッと噴き出した。


とんでもない存在感になって目立ってしまっても、従魔たちが守ってくれるだろう。


だからレナは、


「またひとつ素敵になった私の従魔を可愛がりたいな〜」


みんなに向かって腕を広げる。


従えてーーー！　と従魔たちが飛び込んできた。







エピローグ：レナパーティの外的評価


魔王国会議では、レナパーティのことが議題に上がっている。議長の宰相が告げる。


「［魔王使い］の称号を手に入れたそうです」


脅威ですねぇ……とため息の嵐だ。


「称号効果は、魔王に声を届けやすくなることと、落ち着かせること」


レナを役員に取り込めないのか！　何やってんだ！　大急ぎで勧誘だ！　と、魔物たちが阿鼻叫喚の大騒ぎをする。当の魔王が出かけているのをいいことに言いたい放題だ。


「静粛に。レナパーティは魔王様を前にしても、魔物使いの矜持を曲げなかったことを思い出して下さい」


「忘れていた」


「思い出しましたね、今。それではご納得頂けたと思いますので、レナパーティについては今後も見守りの姿勢を続けましょう。我が国の後ろ盾を以てして、守りましょう」


曲者が多い会議である。忘れていた、などしょっちゅう。全体を束ねる宰相の手腕がすごいぞ。


「後ろ盾は、うちから護衛を派遣して観察するための得でもあったわけだな」


「もちろん。損と義理だけで動くことなど御座いません。それから魔物使いという珍しい職業を探ることも目的です」


「魔人族でさえ従えてしまう魔物使いは脅威ですよねえ。それも、我々の方から従えて欲しくなるようなヒト族だなんて。いやー面白くなってまいりました」


「そうやって理屈で固めちゃって。サディスチャンてばクソ真面目なんだからモー☆  ギャアアア」


「そのように会議にふさわしくない冗談で進行を邪魔するのであれば制裁を覚悟して下さい」


宰相は朱蜘蛛を操って、ふざけた一人の首をキュッと締めた。全員が黙る。よし。


手を挙げた議員を、宰相が指す。


「レナパーティの従魔は、オズワルドが加入して、現在８名？」


「いえ、それについて……。魔物に進化しかけている存在、があるそうです」


「なるほど……………………はあ？」


「理解できぬな……説明を」


「例えばあのギガントバタフライ・モスラのように、ふつうの蝶々から魔物になった例があるでしょう。そのような可能性を秘めたものを、まだ身内に抱えているということです。魔王国に滞在する間に、新種の魔物になるかもしれないので、不法滞在にならないよう知らせると」


「ネオ種は確定なのですか！」


「我々は、不明瞭な魔物使いと、新種含む希少種従魔と、変化をひかえた持ち物を守ることになるのです。護衛にボーナスを出しましょう」


「レナパーティ全部がびっくり箱ってことじゃないですか。ま、まだなにかあるんじゃ……」


「あるでしょうね。彼女らは冒険者。手の内を全て明かすことは死に直結します」


「国民になればいいのにぃ！」


「この国が良いと選んでもらえるようにしましょう。永住権はいつでも提案できるよう用意をしてあります」


「メッチャえこ贔屓ジャンー？　ぷぷぷ。あっサディスチャン、電撃ダメダメぇ〜！」


「特別な能力を持っていたならば、良くも悪くも、特別扱いされるというだけのことです。彼女たちにとっては〝普通〟が一番難しいでしょうね」


「それを望んでいるらしいのにね〜」


ふう、と魔物たちが一息ついた。カラカラの喉にポーションを流し込む。


「……我らもそれぞれ特別とやらに狂わされてきた。いやそれにしてもレナパーティはひどい」


「ね、かわいそう」


ここでレナパーティの様子が映像記録魔道具により映される。


えぐい豪華さのブレスレットをきらめかせながら、主従が弾けるような笑顔で戯れている。


場に沈黙が数秒漂った。思った以上に、悲哀のかけらもありゃしねぇ。


「コホン。新たに魔物化している持ち物は、クラーケンストーン、魔道具のスマホ、飾り物のカンテラ。以上です」


「うわあ……」


「スマホって？」


「通信魔道具とのことです」


「飾り物のカンテラとは、なぜ、そんなものが魔物化を……呪いの魔道具か？　アンデッドが取り憑いていたとか？　それならば魔物使いとしてテイムも可能なのか？」


「ただの飾り物ですが莫大なエネルギーを秘めていることを従魔の魔眼が視抜きました」


議論することが無さすぎる。だってどのような存在になるのか、前例がまったく無いので。変化したものをレナが見せに来るまでどうしようもない。これを伝えただけでも、冒険者にしては丁寧でえらい、というしかない。ないない尽くしだ。


「ク、クラーケンといえば……エンペラークラーケン、ダイダルクラーケンとか……？」


「ネオ種だから予想もできないものに変化するに違いない。無駄な考察に時間を無駄にするのはやめましょう」


天使族副族長が、深い息を吐く。


「レナパーティのみなさんの魂が善良で、本っっっっ当に良かったですねえ……」


会議室の全員が頷き、宰相の頷きが一番深かった。


ふと、朱蜘蛛が宰相の肩に乗った。


「なに。魔王様が戻ってきた？」


「ふはははははは！　おいお前たち！」


バーーーーーーーン!!　と観音開きの扉が豪快な音を立てて開けられる。


「海に行くぞ！」


なにそれ楽しそう、と便乗して立ち上がろうとした問題児どもを宰相が縛り上げる。議長が激務。


「魔王様？」


「案ずるな、日帰りだ」


「理由は？」


「レナパーティが海水浴をするというのでな！　さっきまで共にいたのだが、移動するのであれば我は許可をもらってこいと魔物使いレナに促されたのだ」


（感謝申し上げます。魔王使いレナ様）


「海水浴……それよりも、魔王国内のマーメイド運営水泳施設にお連れして下さい」


「クラーケンストーンを楽しませてやるのだそうだ。本物の海がいいとのこと、我も賛成である！」


「……護衛に魚護人がいましたね？　海底の竜宮城に案内させて下さい。命令だと伝えて頂きたく…………魔王様ならきっと上手にできますよ」


「できる！」


がおおおん！　と魔王が会議室で吠える。声が反響して鼓膜をビリビリさせてくる。これにひれ伏してしまいそうになったが、咆哮の理由が理由だけに、魔物たちは矜持を持って必死に耐えた。アホらしすぎることに頭を下げるのはごめんだ。


「あっ、魔王ドグマサマ〜。これプレゼントするヨ、鮫皮で作った腰巻布」


「ん？　受け取るとしよう。ありがとう」


「なになになにお礼が言えてエラーイ……！」


お調子者議員が椅子から転げ落ちた。


ため息の嵐になりながらも、魔物の重役たちからあれこれと、ランチ用サンドイッチや、お小遣いや、回復用のポーションなどが渡される。宰相は海辺で過ごす際の注意点をさっと書いた悪魔文書を渡そうとして、はたと、


（いつもより魔王様にまで過保護な気がする。オズワルドがいなくなったからか……我々も手持ち無沙汰になったのかもしれない）


と思い至る。


オズくんが愛されていたのが分かって嬉しかったですよ、とレナが言ったことを思い出した。


目を伏せる。


（我々は、魔王様及び息子のオズワルドを敬愛しているのでしょうね）


ペンを走らせ、一文付け加えた。楽しんできて下さい、と。そんなこと言われなくても魔王ドグマは自分の生を満喫するのだろうけれど。


「おーい。楽しんでくるぞ！」


去り際にしっかりと返事をしてくれたので、宰相は目を見張って、コミュニケーションに足りないものはこれだったのかと、魔王の耳に声を届けるためのきっかけを掴んだ。


レナパーティが魔王国に与えた変化は大きい。


良い変化だ。宰相はそう思うと、魔王が向かう方角に一礼した。






▽海水浴場に　魔王が現れた。


レナが悲鳴をあげた。


「なんっっで腰巻き姿なんですかー!?　やだ、布の守備範囲が心もとないからなんとかして」


「気が早ってしまってなぁ！」


駆けてくる魔王の大股と風圧によって、腰巻がひらひらひらひらしている。下着を履いている保証はない。


▽オズワルドの　足払い！


▽モスラの　背負い投げ！


魔王は砂に埋もれた。


すぐに起き上がってきて、頭をぶるぶる振って砂を弾き飛ばすと、いつもの豪快な笑い声を響かせる。せっかく護衛が人払いをしたのに、あっという間に遠方からも注目の的になってしまった。もうしばらくしたら、場所を移動したほうがいいだろう。せっかくオズワルドが案内してくれた白砂が心地いい穴場ポイントだったのに。


立ち上がろうとした魔王のこれからの事故を想定して、護衛の魚護人があわてて声をかけた。


「魔王様！　その布、もっと頑丈に縛る方法がありますから！」


「縛る〜？」


「ハマルさんはごめんね君を縛るのはご主人さんだからあっちに行っててくれるかな？　いい子だからね〜？　っとすいません、補助失礼しまーす！」


▽ふんどし魔王が爆誕した。


▽レナパーティの判断は　ギリギリセーフ。


耳と尻尾をしんなりと伏せさせたオズワルドがとても恥ずかしそうに魔王を睨んだ。


「あのさあ」


「これは行楽に行くにあたっての土産だぞ！」


どさどさと包みを渡されて、オズワルドはそれを受け止めるので精一杯になった。サンドイッチに挟まれたポルチーニ茸と薄切りローストドラゴンの芳潤な香りを嗅いで、王宮の者たちからいつも差し入れられていたものだと思い出し、はああぁ……とため息に文句を逃してあげた。


「む……足りないか？　そういえばスライムは大喰いであったな」


「ここにくる途中にそれぞれ好きなもの選んで買ってきてるから、大丈夫。足りると思う」


「「やーん魔王様ってば親切ぅー♪」」


クレハとイズミが魔王を調子に乗せたので、また高笑いが響いた。


もうだめだ。場所を移動しよう。


これから竜宮城に行くというと、魚護人は一瞬顔を引きつらせたが、それは私情による抵抗感であったため切り替えて、レナパーティに海底の美しさを説明した。道案内をするということで、護衛業務としては異例だが、先頭に立つことになった。


「せっかくだから見本になりますよ」


魚護人は真珠のブレスレットに魔力を流し込み、きっちり着込んだ魔王国制服から一瞬で着替えてみせる。トビウオの羽を伸ばして作った羽衣を纏い、腰から下は魚の尾になった。


これが魔物とヒト型の変身というわけだ。


レナたちも、初めてのブレスレット操作をする。


▽キメポーーズ！


▽レナパーティは　水着姿になった！


ここにくる前にブレスレットに登録だけ済ませていたのだ。


長い髪の毛を、それぞれゴムやシュシュで縛っている。


レナは赤のフリルビキニ、胸元と腰回りのたっぷりのフリルが豪華だ。マリンシューズはリボンの編み上げ。胸元にはモスラの呼び笛・朱蜘蛛の呼び笛がふたつ揺れている。


ハマルの［夢吐き］によって取り寄せた日本の憧れのブランド水着を、レナは指でツンとつまんだ。まさか異世界ラナシュで身に付けることができるなんてね……と不思議な心地になった。


「レナ様、かわいー♡」


「そう？　ありがとう。みんなもとってもよく似合ってるよ」


「「きゃーっ」」


▽抱きっっっっ！


ここで一度抱きしめ合うのはレナパーティのお約束である。


水着なので素肌が擦れて、幼児たちのもちもちお肌が気持ちよかった。


レナはさくりと砂を踏みしめて、空に向かって手を伸ばし、うーん！　と伸びをする。


ビーチバッグに入れたクラーケンストーンから、期待するようにキュイキュイと音が鳴る。よしよし、と指先で転がしてあげる。スマホは防水なので海水にも耐えてくれそうだ。カンテラも観察したところ、炎を灯すところがわずかに白く光っている。


いずれレナが従えることになるのだろう。


波打ちぎわで、魚護人が三叉の槍を振り、大きなシャボンを海の上に作っていった。


これに入って竜宮城に向かうとのこと。


わああ！　と従魔たちが駆け寄っていく。あっちょっと途中ですよ!?　という注意もなんのその、器用に水を纏ってシャボンの中に体をねじ込んでみせた。


「こーら。強引なのはよくないよ」


そちらに向かおうとしたレナに魔王が声をかける。


「なあ。魔物使いレナよ、あの従魔の身のこなしときたら！　やはり育てているのだろう？」


「何を仰いますか。あの子たちの自力ですよ。みんな、これまで経験したことから驚くくらい吸収して成長していってくれているだけです。私がどうこうしたって、イメージ通りには育たないでしょうね。あの子たちはそれぞれ一人の魔物だから」


「いつも複数でいるではないか？」


「ええい。自立した一つの自我ということですっ。それぞれに考えがあって、他人が操作をできるものじゃない。私たちにできるのはコミュニケーションです」


「分かりやすく」


「たくさんお話ししましょうってことですよ！」


「承知した！」


いつまでたってもレナがやってこないので、従魔たちは泡の中から抜け出して戻ってきた。


「「魔王様ばっかレナとお話ししててずるーい！」」


「ご主人さまっ。一緒に、泡、いこ？　楽しかったよ」


「シュシュね、シュシュね、ご主人様と一緒の泡がいいの！　おねがーいっ」


「ボクもレナさまと一緒がいい〜」


「なんとかできないかな。泡をまとめて大きな一つにするとかさ」


「彼に交渉に行ってまいりましょう。お任せ下さい」


レナを誘うおねだりも、魚護人に努力させた交渉も、従魔たちはそれぞれ見事であった。


▽イッツコミュニケーション！


魔王の尻尾をぐいっと引っぱるものがある。


「ほら行くよ、魔王ドグマ」


「今の力は以前にドラゴン戦をしていた時よりも非力、しかし全力を出す場面ではないため自分で調整をしたというところだろう。行くべき場所が定まっているのは足に迷いがなくなり加速しやすくて良い、これからが楽しみだなぁオズワルドよ！」


「長いから！」


息継ぎもなく言い切った魔王を［重力操作］で軽くすると背中に蹴りをぶちこみ、泡の中に放り込んだ。オズワルドのナイスシュートにみんなが喝采の声をあげる。


▽注目がシャレにならなくなってきた。


▽いっけね。


「さて、竜宮城に出発しますよ〜」


＜撮影のしたくはバッチリで御座います＞


とぷんと大泡が海に沈んだ。


泡の中から、みんなが海の景色を眺めて感嘆のため息をつく。


マリンブルーの水がゆらゆらと揺れて、潮の流れに沿うように魚たちが群れをなして泳いでいく。下を見ると珊瑚礁。泡は凸凹に触れたが、なめらかに形を変えてレナパーティを守り続けた。


前を泳ぐ魚護人が腕を振ると、泡の周りを魚たちが囲む。ウロコを輝かせて、踊りをみせてくれた。小さな水球がひとつ中に入ってきて、レナが舐めてみるとしょっぱい。


海水の水球に、クラーケンストーンを入れた。


キュイキュイと波動を響かせている。


レナはそっと慈しむように手を添えた。


「これからもこうやって、従魔のみんなのやりたいことを聞いて、楽しく日々を過ごしたいなぁ」


ブレスレットを買うことや、悪の王国から逃げること、直近の目的は達成したから。


これからをレナはようやく語る。


「主さん、自分のやりたいことはいいの？」


「従魔を愛でること」


「うわっ、急に撫でるのはやめっ」


「分かったぞ息子よ、やめないでほしいのだな!?」


「魔王ドグマまじで黙ってうるさいから」


「魔物使いが従魔を愛でることは、生活の安定に繋がるんだと思うよ。戦力にせよ、家計にせよ、精神的なものにせよ。レナの目的って言ったら最初から、平穏な生活だもんね」


最初を知るルーカや古参の従魔が、ウンウンと頷く。


苦笑気味に。


平穏な旅路になったためしがないのである。


キューイ、と鳴いてプクプク泡を発しているクラーケンストーンも、生まれてみればやんちゃそうだ。ひとつ目的が終われば、またレナは新たな課題を抱えている。


「うーん……。初心に帰るとしたら」


レナは遠い目をしている。思い出しているのだろう。


それはラナシュの始まりの草原であり、日本ではない。


あの時から側にいてくれた大事な従魔たちがここにいるから。


「安心して過ごせるラナシュの『家』がほしいな。それから故郷のお兄ちゃんには手紙を届けたい……」


明るく言ってみせるレナがずっと笑顔でいれるように。


従魔たちは力強く頷いて、まかせて！　と告げるのだった。


スマホがずっと動画を撮影している。ライトがいつもよりなんだか潤んでいるのは水面の光を反射しているから。


＜竜宮城が見えてきましたよ！＞


「「キレー！」」


これからもみんなで一緒に、綺麗な景色に笑い声、楽しい旅を。


レナたちの心は輝いている。
















    
  
  




「それにしても、ヒト族の職業補正と魔物の身体能力をあわせ持つなんてねぇ。すごすぎ」


「僕が一番驚いてるよ」


ルーカことルーカティアスは、魔王国についた時、ネコミミヒト族にレアクラスチェンジした。経緯としては、悪名高い国の元王子であるために入国できず、レナが保証人を名乗り出てあげたときに、異世界ラナシュが勘違いして［従魔契約］が成立してしまったのだ。


このような事故は、まあまあ多い。


世界の基盤が、曖昧なのである。


だからこそレナがトリップしてきた。


▽割愛。


▽ここは森の中。


「能力検証をしておきたくて」


ルーカが屈伸をしながら言う。熱が巡った体に魔力を流して、だんだんと魔物化していく。猫の爪、尻尾、足……猫のヒゲを生やしたところで、ぽふんと子猫になってしまった。


コロリンと地面に転がり、着ていた服に埋もれる。


プハッと頭を出したところが激烈可愛かったので、レナに撫でくりまわされた。


『お、おかしいな……まだ獣化率は20％といったところなんだけど。本当なら50％までは半獣化の範囲のはずなのに』


「あのさルーカ。獣人は顔を変化させると、完全な獣になってしまいやすいんだよ」


『なるほど』


オズワルドの助言にぽふぽふ頷くと、ルーカは子猫の前足についた小さなブレスレットを光らせた。光を纏って、獣人用戦闘服に身を包んだ美青年に戻った。


「僕が視ることができるのは、世界に認知された情報だけだからね……曖昧になっているところは体感している本人たちには敵わないよ」


「上手いこと言ってくれるじゃん」


オズワルドはツンと顎をあげると、己の尻尾を見せて、獣人が尻尾を出しっぱなしにしてるのは体のバランスを取りやすくするためなんだ、と教えてくれた。普段は尻尾を出していなかったルーカは、へえ、と試してみることにした。金色の尻尾がにょろんと生える。擦れたりするとくすぐったいんだよね、とはにかむ。ふむふむ、とレナがスマホにメモをした。


先輩従魔たちが戯れ始めて、金色尻尾がゆらゆら揺れる。


「ちょっ、やめてって……！　森で狩り、始めたいから」


「実戦を交えた種族検証ですね。分かりました、私たちは見守っています」


「ありがと」


ルーカの口が開くと、鋭くなった歯が覗いた。


手厚く見守られるというのは、見張られるのとは全然違う。比較して昔を思い出してしまったルーカは、一瞬苦笑したあと口元をやんわりとゆるめた。このように大事にしてくれるのであれば、いつどれだけ見られていたっていい。種族も環境も変わって、ルーカは昔が怖くなくなった。


狩りのため、気持ちを切り替えた。


横顔がキリリと引き締まる。


魔眼での索敵。


さっそく検証対象にできそうなものを視つけた。


ルーカは歩み始めたものの、まるで物音に気をつけずザクザクと草を分けて進むので、レナたちは首を傾げている。まったく狩りらしくない。


振り返ったルーカは、一点を指差した。


「あれ、化け杉スギっていうんだ。幹が左向きにねじれていてたまにうねうね動く、甘い匂いを出すのが特徴。獲物が近付くと、木の根を絡ませてきて生気を吸い取る。根はそこまで頑丈じゃないから、攻撃すれば抜けられるよ。危険度はクエストランクＤくらい」


つらつらと説明を述べたのを聞けば、だから物音をさせても平気ということらしい。


「行ってくるね」


とルーカが走り出すと、尻尾がフリフリ左右に揺れてしまって動きにくそう。


慣れてないとああなるんだな、とオズワルドが興味深そうに呟き、レナたちはぷくくっと口に含んで笑う。ルーカは立ち止まり、先ほどのように歩き始めた。徐々にスピードを上げていく。


「スキル［従魔回復］〜」


「え、レナ、甘やかしすぎてるよ……ちょっとしか動いてないのに」


ルーカが驚いて、口を尖らせる。なんだか、子猫のように幼い。


レナは手を口元に添えて伝えた。


「スキル［伝令］……検証は万全の体調でやるのがいいでしょう？　あとねー、さっき木に足をぶつけてたの見えていました。上手に走れるようになってきたけど、主人は、従魔を心配するものですから」


「んー、そっか。じゃあ、気にかけてて。安心させてみせるから」


ルーカはどこか弾んだ声で言うと、半獣人化した脚にグッと力を込めた。


やってみたいのは討伐ではなく「力」の検証だ。


ネコミミヒト族となってから、ステータスが大幅に上がっている。


では攻撃をしたときに、どれくらいの威力なのか？　故郷にも生えていた化け杉で試したら、自分の変化が分かると思った。尻尾の感覚が安定してきたので、走る。


（ん、スピードいい感じ。ジャンプしてみると少しのキックで驚くほど高く飛べる！）


ルーカはしなやかに茂みを飛び越える。


（着地の衝撃は、足裏の肉球が吸収してくれる。尻尾でバランスも取りやすくなった。いいね）


▽加速！


獣化率を上げたことにより感覚が敏感になって、風が体を包むように通り抜けることをはっきりと理解する。産毛がこすれて、緑のにおいが豊かに鼻に入ってくる。太陽の光が眩しくて、世界はずっと美しい。


気持ちが高揚していって、ルーカは目を爛々と輝かせて化け杉の前に飛び出した。


拳をぐっと握る。


▽ルーカ　打撃の構え。


「そおっ……れぇ！」


拳をぶち込んだ。穴があいた。


スキルを使わずにこの威力だ。口角が上がる。まだまだいくぞ。


隣にあった化け杉にも、狙いを定める。


「切ってみようか」


猫の爪を長く伸ばし、くるりと回転しながら遠心力も利用して切る。


▽ルーカの　切り裂き！


20センチほどざっくりと切れた。


ここで、化け杉が反撃しようと、根を叩きつけてくる。


「魔法の検証もしておこう。スキル［感電］」


バチイィィ！  と耳をつんざく音が響き、目視できるほどの白紫の雷が、森の一角で轟いた。


……これははたして［感電］なのだろうか？


  追いついたレナたちが唖然と戦闘を見ている。


木の表皮がバキバキとヒビ割れた化け杉は、不気味な叫び顔の模様を黒く浮き上がらせると……声も上げられないまま〝絶命した〟。


黒く焦げた葉がバラバラと落ちてきて、地面に炭のように散らばる。


ただの［感電］スキルで魔物を屠ほふる者がどこにいるというのだ。ここだけど。


▽化け杉を  倒した！  ×３


「す、すっごーーーい……！」


『『うっひょーはやーい』』


『久々に、戦ったのに……圧勝、だねっ』


『『「おめでとう！」』』


「＜おめでとう御座います＞」


「やあ、見ててくれた？　貴方たちと一緒にいられるくらいの力はあるみたい。ね？　これからも抜かりなく精進するから楽しみにしててね！」


満足げに笑ってネコミミを揺らすルーカ。足はステップを踏むように軽やかで、一目で機嫌が分かるのが面白いくらい。レナは違和感を覚えた。


（なんか……ごきげんすぎる？）


いつも冷静に戦うルーカらしくなくて、レナはちょっと不安になる。状態異常を確認しようにも、肝心の診察担当は彼である。レナはできることを……と、［従魔回復］を施した。


「あのー、ルーカさん？」


「次は魔剣との併用を確認しようっと。行ってくる」


「ちょっ」


レナとの話の途中でも駆け出していってしまう。


目配せしあったレナたちは、跡を追う。


（おかしいって！）


ルーカが狙っているのはまたしても化け杉のようだ。しかし先ほどよりも大木。


背中の魔剣を鞘ごと外し、構える。


柄をぐっと両手で強く握りしめ、幹に打ちつけた！


ズゴーーーーンッ！


ゴッ！  ゴガッ！  ゴウッ！


▽切るのではなく　鞘ごとフルスイング！


▽幹がぐにゃりと歪んだ。


▽化け杉を　倒した！　×１


「いやまあ、できることは分かるけれど……なぜその選択を……？　んもう。ルーカさーん！」


レナが後ろから呼ぶと、ルーカが振り返った。目が好奇心旺盛にキラキラしていて、レナたちがひるむ。


「ここ、見てて」


「？」


ルーカが指差したのは、切られた化け杉の内側。樹液が滴っている。透明なのに陽の光にあたるとプリズムみたいに光り、それには凝縮された魔力が宿っているのだという。


ルーカは採取用の小瓶を取り出すと、中を樹液で満たして、レナに渡した。にこーっと笑う。


「ポーションの材料にもなるんだ。どうぞ」


「わー……ありがとうございます」


レナはしげしげと、小瓶とルーカを交互に眺めた。小瓶でつんつんとルーカの頬をつついてみる。くすぐったそうにしている。太陽の光に樹液が透けて、虹色の光の筋がルーカの顔に猫のヒゲみたいに描かれた。


「このまま舐めると青臭いよ」


「え。樹液飲んだことあるんですか？」


「ひとり旅で死にかけてた時の思い出の味っていうか？」


「……効率的に魔力吸収しようとしたんでしょー。もうー。お昼休憩の時には美味しいカステラと紅茶がありますからね。うちの従魔となったからには生活を豊かにすること」


「楽しみ！」


ルーカの尻尾がピンと伸びた。


変調はなんだか気になるけれど、そろそろレベルアップも近いので、できれば狩りを続行したい。なんだかんだと予定が入ってくるので森を訪れる機会もなかなかないし。みんなが揃っているからいざという時はなんとかなるし、とレナはあと少しだけ滞在する判断を下した。


☆


「ああっ。リボンスネークが木陰にたくさん集まってるのが、視えた。ちょっと遠方だけれど……急げば間に合う」


ビュン！　とルーカが走り去る。レナがフードをひっつかむ暇もなかった。


「ああっ、はこちらのセリフですよ！　……追うよ、みんなハーくんに乗って」


『全く困った後輩だなー』


巨大化したハマルにみんなが騎乗して（小さな魔物は羊毛に埋もれていて、飾りのようだ）メルヘンハマル号がどかどかどかどか森を進んだ。モスラが風を操って追い風とし、リリーは虫に声をかけて進行先の葉を退けてもらったりとスピードアップを工夫する。


レナは顎に手を添えて、考えながら呟いた。


「あのルーカさんが……無用心すぎるよね？　ネコミミヒト族の体にやっと慣れてきた段階で、さらに一人きりでいる時の悪運を警戒しないのも、ありえないよ。何が起こっているのかわからないけど、私たちが追いつくまでせめて戦力アップしといてもらおうか。スキル［鼓舞］」


▽レナは　遠方から支援を行った。


ぐーん！　とルーカのテンションが上がった……はずだ。


懐のスマホが、ピコン♪  と音を鳴らす。


＜ルーカティアスさんからの伝言で御座います＞


「なに!?」


＜リボンスネークはリボンのように平たい胴を持つ蛇。牙は鋭いが毒はなく、それぞれ個性豊かなスキルを持つ。弱点は頭。危険度はＣランククエスト相当。倒したあと、胴を魔法リボンに加工することが可能。その際、スネークが生前持っていたスキルが反映されることがある。……やったね！　レア素材だよ！　とのことで御座います＞


「自分の心配をしなさーーい！」


レナの叫びはモスラが風に乗せて前に届けた。


ズドン!!　と土煙を上げて、ハマルが広場に出る。


目を爛々とさせたルーカが、ごめんね、と手を合わせた。


「ちょ、前を見るんですよ！」


「はーい」


▽リボンスネークが　襲いかかってきた！　×４


ルーカはゆったりと魔剣を構えている。


「さあ、いくよ。光魔法［サンクチュアリ］」


▽光の聖結界が　リボンスネークを包んだ。


（（（（!?））））


結界にぶち当たったリボンスネークは、グネグネとのたうち回っている。必殺の毒牙をくらわせてやろうと全力で突撃していたのに。頭に星を飛ばしている混乱状態だ。


四体はやがてカラフルな編み込み蛇になった。


▽リボンスネーク（青）の  ［冷化］！


▽リボンスネーク（緑）の  ［突風］！


▽リボンスネーク（黄）の　［穴掘り］！


▽リボンスネーク（白）の　［強調］！


▽合体攻撃！


［冷化］によって結界の内側表面を零度近くまで冷え込ませ、［強調］スキルで威力四倍、［突風］［穴掘り］スキルで集中攻撃したのだが……力を合わせても結界を突破できなかった。


また突撃時に頭をぶつけてしまい、リボンスネークはもはや瀕死である。


サンクチュアリの外側に、ルーカが手を触れさせた。


「よっと」


ぐるぐるぐる！　と結界を回転させる。


シェイクされたリボンスネークの編み込みがほどけて、一体ずつになった。


「じゃあ狩るとしよう」


魔剣を結界に差し込んで、カット。雷をまとわせて切り口を焼き、魔力を保有する血液を中に留める。素材になるのは胴体だけなので、頭の部分はスライムのおやつになった。


▽リボンスネークを　倒した！　×４


「ほとんど外傷のない素材を入手できて、満足だよ。でもこれは色が微妙だから、クレハの体内にたゆたわせておいてもらおう。そのうち赤色に染まるといいね」


『オッケー』


「私たちからしたら、はしゃいだあなたが怪我をしなくて本当によかったですよ……」


レナは口をへの字にして、珍しく怒りながら、ルーカに近づいた。


＜従魔：ルーカティアスのレベルが上がりました！  ＋１＞


＜ギルドカードを確認して下さい＞


（くうう！　このタイミングで）


レベルアップの際には、なによりもまず褒める、とレナは決めているのだ。


しょうがないので、伸ばした腕に力を込めて、グリグリとルーカの頭を撫でた。


ルーカは明るい笑い声をあげた。


そしてレナから目を逸らし、風が木々を揺らす動きにキョロキョロとして、尻尾がパタパタと揺れる。瞳孔が異常に細くなっていて、呼吸は早く、白目の端が赤い。


レナは凝視した。


（オズくん、なにか分かった？）


（……ネコ科、だもんな。あっ）


「赤のリボンスネーク、視つけた！　とってもいいね」


「こらーーーー！」


レナがフードを掴もうとすると、そのままひょいとルーカに抱えられた。


「レナも連れてけば問題ないんだよね？」


「そーいう問題じゃ、なあああああスゴクハヤイ！」


▽レナが　攫われた。


▽身内なのでまあいいけれど。


▽ジェラシーはあるので。


▽おっと、主人後輩ともども心配なのでルーカあいつめを追いかけようぜ！


『まあーーてえーーー。めえええええ！』


▽ハマルが　木々をなぎ倒して突進する。


オズワルドが感心した声をあげた。


「へえ、でもまだルーカの方が速いんだ。森の木を避けるステップ、鼓舞と半獣化のステータスの上昇を使いこなしててヤバイ。やるじゃん。あ、でも運び方はだめだ……主さん酔ってる」


『『きゃーっレナーっ！　かわいそうに、帰るときはスライムシートベルトでハーくんにくくりつけて安全に連れてってあげるからね〜っ』』


「うっわ……」


絵面を想像したオズワルドは口を押さえた。レナの心労がお察しできる。けれど従魔の気遣いとあれば、あの主人は受け取ってしまうのだろう。


「そしてルーカティアスにはネコ科の検証も必要ですね」


「ん。原因はおそらくそれだ。今度はロベルトについて来させよう」


護衛たちはといえば、魔王国の街から外出した場合、ついてこない契約だ。


もし外で困った場合、望めば、後ろ盾として魔王国が交渉に現れるという距離感である。というわけで、他の方法でまたロベルトを呼び寄せよう。主人から離されてしまったモスラがさみしさのあまり真顔になっているので、なんらかのえげつない裏交渉が行われるはずである。


木々の隙間から、赤いリボンスネークに戯れるルーカの姿が見える。


あの動き。


先ほどよりもレベルが高いであろうリボンスネークに、嬉々として素手を伸ばしてしまう仕草。


獲物を見つけたネコのよう、それだーーー!!


「ネコ科の本能で間違いない。好奇心旺盛、注意力散漫。ルーカまだ慣れてないから」


オズワルドが叫ぶ。


「主さん！」


「もーだめぇ……」


「えっレナ、ここで手を離す？　あぶなっ」


ルーカがレナを抱えなおそうとして、その弾みに足を滑らせて、泉に落ちた。


▽ドボン！


▽反省しましょう。


二人を助けるために、従魔が連携して動く。


『ハマル、思いっきり泉にダイブしまーす！』


「分かった、じゃあ俺が重くする」


▽ヒツジが巨大な水しぶきをあげた！


▽バッシャーーーン！


水とともに、ルーカとレナが外に放り出された。そしてぷかぷか浮かんでいるハマルの羊毛にぽふんっと落ちてくる。ほーっと従魔たちが一息ついた。オズワルドが手のひらをハマルの鼻先にとんと合わせて、ハイタッチの代わりにする。良いコンビネーションであった。


クチュン！　とレナのくしゃみ。


ルーカは鞄からバスタオルを取り出して、レナを包んだ。


「ごめんね……」


「もう。困りましたし、心配しましたし、寒いしっ」


「自分がどうこうなるよりも、深く反省した」


ルーカはしゅんとしてネコミミまでしおれてしまったので、レナはしょうがないなと、バスタオルの端でネコミミを拭いてあげる。


「当たり前に私を巻き込めるようになったことは、成長と思いますよ？」


「それって伸ばしていいこと？」


「従魔らしくって大変結構です」


レナがニッと笑ってあげると、ルーカもようやく顔を上げた。


ん、と何かを差し出す。


レナは思わずそれを受け取った。


▽でろん。


「ぎゃーーーっ!?」


「リボンスネークの赤色！　あ、倒したやつだから安心してね。後で魔法リボンに加工しよう」


「贈答体質！　これもネコ化の弊害なんですね!?」


「嬉しい？」


ルーカはまっすぐにレナを見つめてくる。期待に紫眼を輝かせて、髪が濡れていることで前髪が横分けになり綺麗な顔がよく見える。頬が赤いのも、その期待ゆえだろう。


「っくしゅん」


いや、風邪気味かもしれない。


そしてレナは弱っている従魔に、厳しくできるはずもなくて。


「大変よくできました……！」


バスタオルでモフッとルーカを包んであげて、［従魔回復］を施した。


反省会はまたあとで、だ。


今はレベルアップの喜びと、従魔らしくなった子猫を愛でることに努めた。


▽ネコミミヒト族の検証　総まとめ。


▽打撃　移動　魔法　それぞれの能力が向上している。


▽ネコ科の特徴に注意。


「そろそろお昼休憩にしましょう。……ルーカさん？　ぼんやりしていますね。疲れかな」


「にゃあ」


「えっ今は人型ですけれど。え？　なぜ……」


ふいにぴゅうっと風が吹いて、ぽわぽわとした黄の花びらが舞う。レナたちが見惚れていると、ルーカはくしゃみを連発した。くしゅん、くしゅん、はっくしゅん。


▽バターン！


▽ルーカが倒れた。


次から次へと、トラブルがやってきて忙しい。


レナは脳をフル回転させる。


「リリーちゃん、花びらを回収して。イズミ、毒味してみてくれる？　あなたにとって美味しかったら毒ってことだね。クレハ、スライムボディの壁を作ってルーカさんを花から守って。モスラは風の制御、スマホさんは映像記録。オズくんは、もしも知っている情報があったら教えてほしい」


すると、驚くべきことがわかった。


現在、この森には、季節外れの花が咲いている。






［マタタビ樹木］……黄色の花をつける樹木。独特の香りは、ネコ科への強烈な魅了効果を持つ。マタタビ酒などに加工されることもある。






「なるほど」


ルーカの頭をよっこらせと膝に乗せたレナは、泉の水で冷やしたタオルをおでこに当ててあげた。


「手のかかる子ほど可愛いって言葉もあるんですよ」


優しい言葉をかけられて、ルーカがやんわりと目を開けた。


手がかかる子だという自覚がある従魔全員が、テヘヘと頬をかく。


全員レナにたくさん可愛がられたらいいのだ。


そういう瞬間のために、共に生きているのだから。


さて、この場面で黙り込んでいたらダメだな……と覚悟したルーカが、重い口を開く。


「………………ごめんにゃさい…………」


「……なるほどそういうことですか。妙に沈黙してるなって思ったら……マタタビ酔いって、にゃるほど？」


「そうにゃんです……」


レナたちが肩を震わせる。


笑ってはいけない。笑ってはいけないのだ。ルーカは恥ずかしそうにしているので。


沈黙を破ったのは、意外にも、ルーカその人であった。


「いっそ笑ってくれた方が、ラクかも」


「あっはっはっはー！」


『『きゃーっルカにゃーん』』


「可愛いー♪」


ドッと森の中が賑やかになった。


なんだかまったく締まらなくて、グダグダだ。けれどレナパーティが笑っていることが、いつだって締めに一番ふさわしいのである。










「名前：ルーカティアス　　種族：ネコミミヒト族　　職業：魔法剣士 ＬＶ・23　　装備：高級ローブ、シャツ、スラックス、従属の首輪、厚底靴、Ｍバッグ、魔剣＋５　　適性：白魔法［光、雷］


体力：57（＋２）　　知力：64　　素早さ：58（＋１）　　魔力：49


運：５［＋－１００］　　スキル：［身体能力補正］、［瞬発］、［感電］＋１、［雷剣］、［雷光］


ギフト：【☆７】［魔眼］　　称号：麗人、制雷マスター、器用裕福、話題のイケメン、赤の宣教師、精霊の友達、調教師、笑い上戸　　（従属状態・主人：藤堂レナ）」








    
  
  




本日レナパーティは、王宮にやってきた。


王宮図書館を訪れて、魔物使いのことを学ぶのだ。お目当ては、魔王も読んだという究極の一冊、ジーニアレス大陸の偉大な魔物使いの書［ルージュ・ヒストリー］。


鞭の使い方から、魔物の制御から、レベルアップで覚える魔法まで詳細に記録されているのだそう。


レナはそこから学ぶことがあるのだろうか。


もうあんなにも強い魔物たちをメロメロにしているというのに。


「これ以上？」


屋根の上で護衛の樹人がちゃかしてみせた。


「魔物使いとして技術の向上を望んでいるわけではないだろう。レナパーティの目的は、今の幸せを奪われないように知識を学ぶことだ」


ロベルトが生真面目に言って、護衛対象から目を離さずに頷いた。


レナパーティは中庭にいる。レナよりも前をぱたぱたと歩いて離れすぎてしまった従魔たちがくるりとＵターンして、主人に抱きついている。微笑ましさのあまり、周りの従業員たちの顔がゆるっゆるだ。


平和である。


この平和を守るのは、とても難しいと実感している。護衛は激務。


新たに、魚護人が屋根に現れた。


「先輩方〜。昨日の不審者の捕縛人数、申請できたっす」


「ご苦労。俺たち」


「そのような物言いをするな、仕事なのだから。で、黒は何体だった？」


「20体」


はああ、と肩の力を抜いて遠い目をすることで、護衛たちは昨日の自らを労った。


昨日といえば、レナパーティが街歩きの際、吟遊詩人の歌に乗せられてダンスなどを披露してしまったのでえらく目立った。ただでさえ武闘大会の予選で有名人になってしまっているというのに、集団であの可愛らしさなので、遠方からも見物人を呼び寄せたほどであった。


人混みに紛れて近づこうとする不審者が入れ食いだったので、護衛を増やしてまで全員捕縛した。


だってレナパーティときたら国内でピンチと察したら容赦無く、朱蜘蛛の呼び笛を吹いてのけるのだから。わざわざ宰相に登場されてしまうなんて護衛たちは胃に穴が空きかねない。


というわけで先日の森への遠征なんて、できればやめてほしかった。


服を濡らしてバスタオルを肩にかけて帰ってきた時には心臓が一拍止まったくらいだ。


護衛としてラクをしたいなんてこと、思いもしないけれど。そのような気持ちは諜報部に入った時に消した。


なので怠慢でも心配でもなく、仕事のため仕事のため……。


「レナパーティはあそこからしばらく動かないだろう」


「ロベルト隊長？　なぜですか？」


「従魔それぞれを抱きしめてから戯れる時間がしばらくかかるに決まっている」


「うっわ……それを把握してるって、その、えっと、先輩仕事熱心〜」


「捕縛についてのミーティングを行うぞ」


「ここでぇ!?」


「動き始めるとその暇もないだろうからな」


声を出すことをやめ、目線で会話を成立させる。


各々昨日のことを思い出すと、目が鋭くなった。


（レナパーティだけを狙う者たちがいた。突発的な愛玩的興味ではなく、そうだな、藤堂レナに執着していた者が。よりによって、アンデッドを操る組織の一員、緑髪の死霊術師）


（レナさんの身長体重スキルまで把握していたので、過去に接触があったっぽいですね）


（パンケーキ屋で接触を試みたのも、ラビリンスを出現させたのも、こいつだな）


（実力はある。しかし藤堂レナだけを追いすぎて、見つけるのは容易だった）


（牢に送ったし、これからはこいつに悩まされることはないはず。よかったー）


樹人は鳥肌が立った腕をさすった。それはたいそうな捕縛劇だったのだ。あのような思いはできればこの先経験したくないと文句が出そうなほど。顔には出さない。


魚護人は物言いを注意された。よかった、などと表現するのは早計である。


死霊術師と組織について、それぞれの持っている情報が共有される。ミレージュエ大陸のガララージュレ王国出身、魂はまぎれもない漆黒。


（やつの口が軽く、組織の構成員についてあっさり吐いたため、他をほぼ捕縛できた。これから操られたアンデッドが出現することは稀だろう。全て、魔王国側で対処ができる。以上、内密にな）


（レナパーティには知らせないんですか？）


魚護人が意外そうに訊ねた。


冒険者パーティなのだから自分たちへの危機は受け止めてみせるだろう。


普段の業務であれば、伝えるものであると習った。


けれど、ロベルトは首を横に振った。


「伝えない。野暮だからな」


その視線は、中庭をひたすらに観察している。


従魔に触れたレナはひまわりのように笑った。その手つきの柔らかいこと、安心からくる無防備なふるまい。あちこちを警戒せずに、従魔の顔をまっすぐに見つめてあげる。


思わず三人ともに沈黙した。


「わざわざ暗部を見せる時ではないのさ……。少なくとも今、あの子らにとって大事なのは、平穏を満喫することだ」


「で、俺たちは仕事と。腕が鳴るな」


「はい」


三人は物陰に身を潜ませる。


レナパーティが移動したのだ。


音もなく追って、屋根や建物の死角を進む。


脇道に逸れて、牢の真上をわざわざ通りかかった。現状を把握するためだ。レナパーティに知らせない分は、護衛が仕事を増やすしかない。それをチームが選択したのだから。


牢には天使族の歌声が響いている。どこかイライラしているようなトゲのある歌声だ。


おかしな変質者に絡まれている時、よくこうなる。しかし仕事は全うされているようだ。


（……犯罪者が手綱を握っていた怨霊も、すぐ浄化されるだろう）


（であれば死霊術師は無力に等しい。まだ遠くにいる配下のアンデッドは魔力供給を絶たれて、しばらくすれば溶けて消滅するだろうな）


（その場合も、慰めの歌声を届けてくれる者がいるといいですね……）


アンデッドは死者の肉体と魂が何らかの理由で現世に残ってしまったもの。死を悼んでもらう瞬間を逃しているので、消滅の際には誰かに見送られることがないのが普通である。


それでも、という呟きであった。


先輩二人が、ため息を吐く。


（レナパーティなら、そう考えるのかもしれないな）


（お前染まりすぎ。従えられたんだっけ？）


（ち、ちげーです！　忠誠は魔王国に、ですっ）


魚護人が慌てたように敬礼し、先輩二人は（甘やかすのはあちら、戒めるのは俺たちだ）と注意をした。


レナパーティには、懐柔効果でもあるに違いない。


あの輪の雰囲気にいつの間にか染まって、変わってしまう。


猫にマタタビ、魔物にレナである。


牢から離れる。


レナパーティが間違っても牢に近づかないように、誘導しようと護衛が動きかけたところで、ドドン！　と魔王が現れて、全員をかっさらって図書館へとドシンドシン運び始めた。


こうなればもう安全だ。たとえ進む方角が間違っていようと、魔王は本能で目的地に到着する。


このレナの運の強さが、強者の証。


きっととんでもない伝説になる。


［ルージュ・ヒストリー］のページを捲った時、レナの新たな道が開かれた。








    
  
  




本日の予定は「アウトドアでカレーを作ろう！」


門のところでレナたちが短期外出申請をしていると、ロベルトとマリアベルがやってきた。


門番があわてて敬礼する。


ロベルトは「プライベートなので目立たせずに」と注意した。


「ではまいりましょうか」


「はうーん。お休みの日までリリー様といられるだなんてあたし、最高にハッピーですぅ♡」


ロベルトはハイネックのトップスにスラックス、ロングブーツに手袋。どれも暗色で、オシャレというよりは機動性を重視した無難な格好である。いざとなればブレスレットにより戦闘装備に着替えられるため、あくまで「アウトドア」を重視している。


マリアベルは浮かれたような花柄のワンピースにストラップシューズ。デートみたいね、とリリーにからかわれて鼻血を出している。いろいろと幸せそうで何よりだ。妖精姿になって、ロベルトの肩に座れば、移動に遅れるということもない。


同僚にベンチ代わりにされたロベルトは、プライベートだからこそ仕方なく許した。仕事中であれば払い落としているところだ。


「はい。よろしくお願いします、お二人とも」


レナがよく同行を許したものだ、と二人は思う。


護衛している立場とはいえ、ロベルトたちには監視の役割もあることは察しているだろうに。


モスラからまず同行の誘いがあり、あとでレナが承諾をした、という流れであった。


「ロベルトさん、マリアベルさん、私たちと仲良しになってくださいね」


「それは……。すでに、そのつもりですが？」


「お仕事と関係なくても、仲良くなれたら嬉しいなって、思うわけですよ」


「なるほど。もしかしてけっこう気に入られていますか？」


「お二人のことは好きだと思いますし」


「光栄です」


「そんなこと言われるのって滅多にないから、はわわ、もうあたし、えこ贔屓しちゃうわ……！」


「マリアベルさん、そうじゃなくってね〜。フラットな友人になれたらって」


レナが望んだことは、営利的に見られがちな二人にとって久しぶりの機会で、珍しい申し出だった。能力や立場がどうということは、今は気にしないでくれるようだ。


レナがにこっと微笑む。


「せっかくご縁があったんですから」


「光栄です」


やはり堅い返事をしたロベルトだが、目元はいつもよりも和らぎリラックスしているようであった。


▽さあ行きましょう


▽モスラに乗って！


＜ギャオオオオオオ！＞


これはモスラの鳴き声。スマホの録音拡散ともいう。動物たちがバタンと倒れて、魔物が一目散に逃げ出した。離陸時、風圧に他者を巻き込んでしまわないようにという配慮なのである。


快晴の空。


なめらかな追い風によって進むのは【☆５】［大空の愛子］の恩恵である。


空気が澄み渡っていて肺に美味しく、レナたちはすーはーと呼吸した。上空だから酸素が薄いということはなく、地球の常識とは異なっていて、それは助かる違いだなーとレナは思う。違っていることを楽しむのだ。ここで生きているから。はるか遠くを見るようなレナの眼差しに、二人が気づいた。


「物思いにふけっているようで」


「ん？　わっ」


ロベルトは空気中の水分を凝固させて、大きな雪の結晶を作りあげる。


それをレナに渡した。


レナはなんとなく（贈答体質ネコ科）と思った。


「旅の楽しみってこんな感じですか？　同行させていただいたからには盛り上げようかと」


「そうそう、そういうやつです。その時々の土地の特徴を楽しむの。ありがとうございます」


『『喰べるー！』』


スライムボディが雪の結晶をちょこっと味見した。


シュシュもペロリと舐めて、ウサギの舌をれろっと出す。


『冷たい！　こんなの草原にはなかったよぉ』


ロベルトにとっては当たり前の氷で、こんなに喜んでもらえるとは。


追加サービス、雲を変質させて、雪を降らせた。従魔がきゃあきゃあはしゃぐ。


牡丹雪がふわふわとレナパーティの頬を撫でていく。手を伸ばしそうで危ないので、雪雲のほうを引き寄せて、手のひらに雪が舞い降りるように調整した。


ここでレナがガラスの器と、夢産のシロップを取り出したので、


▽食前のかき氷パーティが始まった。


「なんと……」


ロベルトは（まさかこうなるとは）と器を持ちながら唖然とし、スマホ経由で、飛行中のモスラに声を届ける。


「なんだかすみませんね」


『＜蝶々は寒さが苦手ですし、背中がくすぐったいですよ？　全く、この状態での安定飛行は至難の業です──だからこそ、燃える＞』


モスラは肉体も精神も鍛えられた蝶々である。モスラがモスラで良かった、とロベルトは胸をなでおろした。お詫びも兼ねて、さらに主従を喜ばせることに努める。


かき氷に最適な氷作りにチャレンジ。粉雪、つぶ雪、ほとんど氷のような雹……それぞれの嚙み心地によって、従魔の好みも分かれる。かき氷シロップの色にそれぞれの舌が染まった。


「あの山の頂に降りよう。ギルド長さんから許可をもらっているんだよね！」


「ドラゴンの巣ですか……ギルド長もレナパーティのアウトドアに一枚嚙みたかったのでしょうね。こちらにエメラルドドラゴンが向かって来ますよ」


『ドラゴンキラーのボクが仕留めましょうかー？　ドラゴンカレー？』


「ご容赦ください。あれこそがギルド長その人ですから」


ふっ、と笑ってしまったのは、ロベルトがプライベートであるから気が抜けているのだ。そんなことは数年なかったぞ、と驚いて口元を押さえた。レナパーティの輪にいると、染まる。


エメラルドドラゴンはモスラより一回り以上大きい。翼を広げると、爽やかな風が吹く。鱗一つ一つに生命力が凝縮されている、緑魔法の権化のような存在である。


「ギルド長。午後から魔王国会議の出席予定がありましたよね。お疲れさまです」


ロベルトがスマホを使って、先に声を届けた。


『＜ああ、その通りだ……将来有望な冒険者に挨拶をしておきたかったんだがな＞』


エメラルドドラゴンはため息を吐くような仕草。爽やかな魔力をたっぷり含んだ風がレナパーティを包んだ。わっとレナたちが驚いた声を上げると、ニヤリと口角を上げる。


『＜それで飛びやすくなるだろう。俺からの祝福だ。魔王国へようこそ、魔物使いレナパーティ！また会ってくれよ＞』


飛び去っていく。＜ドラリンガル＞で声が翻訳されているらしいことを察して、すぐに恩を着せにくるあたり、食えない大人であった。


エメラルドドラゴンを追って、色とりどりのドラゴンがレナたちの横をゆうゆうと飛んでいく。


「うわああ……！　魔王国に来たなあって感じがします。感動だなぁ」


「山頂を空けてくれたみたいよ、レナちゃん。心置きなく過ごせるわね。さーて、光妖精マリアベルもいいとこ見せなくっちゃね！　採取の運はあたしに任せてちょうだいな」


マリアベルがレナの肩をポーン！　と叩いた。


光の粉が鼻に入り、レナはむせた。ちょびっとの災難の分だけいいことあるから……とマリアベルが、レナと己を慰めた。


☆


山頂はドラゴンたちにより平地のように踏みならされていて、ぽっかり円型の赤土の地面と、周りには珍しい樹木が自生している。ドラゴンが羽休めをするとっておきのポイントだ。


モスラが巨大な翅をゆらゆらさせると、風圧で木が揺れて、熟れた実がボトボト落ちた。


「カレーの材料を採取できそうだね。みんなで集めよう」


レナのかけ声で従魔たちが動く。広場からあまり離れないところで、食材が採取できた。マリアベルが見つけた金色の植物には、陸ホタテの実がくっついている。


「シーフードカレー」


レナが、ピンときた！　という表情で告げた。


マリアベルがさらに、胡椒の鮮やかな実を抱えて、飛んでくる。


「ねぇねぇ見て！　あたしも役に立つっしょ、ハックシューン！」


▽マリアベルは　光の粉を撒き散らした。


▽それを攻撃とみなした蜂に追いかけられた。リリーが撃退した。


▽レナパーティは　蜜林檎を見つけた。


「カレーの材料が揃ったね。蜜林檎に陸ホタテ、拳ジャガイモと雫玉ネギ、マンドラニンジン。各種スパイスは持ってきたし〜」


だから作れますよ、と胡椒を台無しにして落ち込んでしまっているマリアベル（体育座りで背中を向けている）の肩をレナはツンツンとつついた。切り分けた蜜林檎をリリーが持っていくと、かぶりついたので、気力復活してくれたようだ。レナはあははっと笑い、エプロンを差し出す。


「まだまだやることはありますからね。手伝って欲しいです、マイフレンド」


「マイフレンド、オーケー……！　んじゃあたし、洗うのやるわっ」


「いえいえ。みんなを見守りつつ、完成したら『おいしくなあれ』の魔法をしてほしいです」


「それどこ情報？」


マリアベルは目を丸くしてレナを眺めた。一応、光妖精の上位種として、生命力が宿っているものにパワーアップ効果を施すことができるのだが、これは政府の秘密事項である。そこまでは知らなかったレナはキョトンとしている。ロベルトがスッと手を挙げた。


（能力を詳しく口外しない分には問題ない。マイフレンドならば味の助力をしたいだろう？）


「なあんだロベルト情報かー。いいっすよあたし頑張っちゃうもん。まずはリリー様を見守ることですよねえ、えへ、えへへへへへ」


「これでおっちょこちょいの厄介者はしばらくおとなしいですので」


「くぉら！　ロベルト！」


しかしマリアベルは素直に退散した。アウトドアキッチンを作成中の従魔たちが、えっちらおっちら、いかにも可愛らしかったのでどうしても手を貸したくなったのだ。


木の枝を集めて、炎魔法で湿気を抜いて、カラカラに乾いたものを重ねる。夢産のキャンプグッズを配置して、あっという間に立派なキッチンと休憩スペースが完成した。


レナは別の作業を始める。


スマホを持ってうろうろと、平地の真ん中に佇むと「よし」と足踏みした。


近寄ろうか迷ったロベルトは、友人ならば行ってもいいだろう、とあえて無防備に近づく。


「なにをするんですか？　マイフレンド」


「おーマイフレンド、上手に使ってくれましたね。もともとお二人に見せるつもりだったから、聞いてくれてもいいんですよ。そんなに獣耳を伏せなくっても」


ロベルトは驚いて獣耳を手のひらで塞いだ。そんな風になっているとは……と顔にもわずかに出てしまうので、やはりレナに笑われてしまった。


よく笑う、レナを信じたいと思うのだが。


諜報部ゆえに、探るように眺めてしまう。


「スマホさん、せーのっ」


＜スペースペースト＞そのような空間魔法があるとはまことしやかに言われていた。どこかの場所を切り取って、別の場所に移動させるという超上級魔法。まさかレナパーティが、という感想は、レナパーティだからこそと納得できる。それでは、なにが貼り付けられるというのか？


瞬きをやめていたロベルトの眼球がふいに潤ったと自覚すると、パチンと目前でシャボンがはじけた。水滴がついたまつげを、パチパチと動かす。


一瞬のうちに、たくさんのシャボンが舞っている。


地面にはまるで、水面のような魔法陣が現れた。


「これは一体？」


「ラビリンス」


レナが告げたその可能性に、ロベルトは体の芯から震えるような感覚を覚えた。


低い声で告げる。


「今すぐ中断したほうがいい。そんな不安定なものを扱うなど危険すぎます」


「まず私たちの心配をしてくれるんですね。ありがとうございます。そんなお二人だから、見せてもいいかなって思いました。このラビリンス、何を切り取ったものだと思いますか？」


「魔王国の街中で君たちが閉じ込められたラビリンスだろう？　どうりで、あの後犯人が逮捕しやすかったはずだ……途中、何度杖を振ろうもと奴の魔法は発動しなかった。ラビリンスは君たちのものになっていたのか」


ロベルトはレナの肩に手を置いて、首を横に振ってみせる。


「プライベートだからこそ言わせてもらいたい。君たちが疑われてしまう。この先、何か予期せぬことがあった場合、全部だ。そんなことにはならないで欲しい。だから、変わりすぎることはやめてくれ……！」


この世界の常識の範疇でいてくれたならば、レナたちが理解のできる存在でいるならば、ロベルトたちは守ることができるけれど。いともたやすく想定外の成長をしてしまうので、いつか、守りきれなくなるのではないかと、保守的な心配が口に出た。


レナは落ち着いて見つめ返す。


いつの間にまたこんなにタフになったのかと、ロベルトは驚いた。


「大丈夫ですよ。安心してもらいたい気持ちもあって、今、見せたんです」


レナはスマホをトントンと指先で叩いて、画面を見せた。


水面が映っている。


ここでロベルトは疑問に思った。あの時のラビリンスを切り取ったというのならば、闇が支配するような洞窟が現れるはずではないのか？


「スマートフォンの中で、ラビリンスがクラスチェンジしまして」


「…………そのようなことが可能なのだろうか」


＜ええ。このスマートフォン、日々アップデートをしております。ラビリンスから闇を抜くのは至難の業で御座いましたが、既存のラビリンスを模したりと工夫を凝らして、なんとかしてみせましたとも。成長を祝って下さいまし！　ホホホホホホ！＞


ツッコミきれない。


ロベルトの混乱をさしおいて、水面は伸びやかに波打ち、ますます潤いを増した。


魔法陣の中央が光を放つ。


ほっそりとした白い指先が、水面から現れた。


レナはしゃがむと、しっかり指を絡ませる。


手を繋いで、引っ張りあげた！


半透明のうるうるとした美少女が飛び出した。白い肌はみずみずしく透けて、新緑のような髪がエメラルドよりも鮮やかにキラキラときらめく。瞳は慈しみに満ちて、口元が微笑むと森が祝福するようにざわめいた。


「大精霊シルフィネシア……！」


「正解です。魔王国のお祭りの時にシャボンシルフィネシアを見せましたけれど、この子は、本物ですよ。ラビリンスは、この子が管理する＜青の秘洞＞と繋げています。だからこちらに姿を現すことができる」


声も出ない。


ロベルトは三歩下がって、大精霊に深々と一礼した。なんとか動けたのは諜報部として長年精神を鍛えていたからであり、そうでない一般の者などひれ伏していただろう。


大精霊シルフィネシアは水の膜のようなスカートをつまんで、淑女の一礼カーテシーを返した。それからレナに向かっては、街角の少女のようにフレンドリーに手を振る。


『はーい、わたしのかわいい友達のレーナ。久しぶりねー♪』


「うん、ネッシーに会えて私も嬉しい。こうしてラビリンスが繋がるの、成功して良かったねぇ」


『ほんとねー』


きゃあきゃあと戯れ、ハイタッチをしているレナと大精霊。


「……失敗するかもしれないと思いながらも、ここでこのような実験を!?」


ロベルトの獣のしっぽがぶわっと逆立っている。


何という恐れ知らず！


レナがどう言い訳をしようかと頬をかいている間に、大精霊はマイペースに話を進めた。


『あっそうだ〜。さいかいのきねんに、歌をうたいましょう。ラララー♪』


大精霊のハミングは波紋のように響く。


シャボンフィッシュたちがクルクルと宙で輪になりダンスをしてみせた。水面からは青い木々がにょきにょきと生える。真珠の実をつけて、泡を吐く。


おとぎ話のようなメルヘンな空間。


「レナ様……目立ちたくなかったのでは無いのですか……？」


「今のところはリリーちゃんの［幻覚］＋４で隠してるので大丈夫ですよ。……あとでギルド長さんに知られてしまっても、まあなんとかなるでしょう。大精霊っていろんなものがチャラになる尊い存在ですもんね。で、ですよね？」


「尊いどころか……。清らかさの象徴、自然の支配者。我々は生きとし生けるものとして、大精霊のご意志を真摯に受け入れるものなのです」


ロベルトはさらに大精霊の微笑みを直視して跪きそうだったが、魔王の部下である以上さらに頭を下げるのは……と我慢してふらついたので、レナに椅子に案内された。その椅子の坐り心地の良さに驚愕した。夢産の椅子は、日本の記憶を反映させたキャンプチェアなので。


大精霊に下心はなく、ただただ好意で微笑んでくれただけらしく、きょとんとするとシャボンフィッシュと戯れ始めた。


平和の歌のハミング、心に凪を運んでくれる。


ロベルトはぽつりと呟く。


「実は、危惧していたのです。長らく魔王国は平和です。魔王様たちのおかげです。その平和が脅かされるようなことがこの先起こるのではないかと……。……そのきっかけになってしまわれないだろうかと」


レナを見つめて、不安から来る杞憂ですけれど、と彼としてはいつになく冗長に話した。武闘大会が始まってからずっとくすぶっていた思い。遠回りな言い方で、慎重に口にしなければならない。レナにとって面白い話題であるはずがないのだから。


すでに察していたレナは、静かに耳を傾けている。


「魔王様が国をずっと守ってきました。次は、どのような者が魔王になるのでしょうか？　その者はこれまでと同じ志を以て、国を治めてくれるのでしょうか？　世にも珍しい考え方を持つ者が、頂点になったら、はたして何が変わってしまうのでしょうか……」


「なってみないことにはわからないですねー」


レナの答えはするりと、滑り出てきた。


まるで自分には関係がないよと伝えるように。


ロベルトは獣耳をピンと立てて、尻尾は穏やかに力を抜いた。実際、レナにその気が無いのであろう事はこれまでの行動を見ていて察していたが、今の言葉を聞いて確信となった。


レナは慰めるような苦笑を浮かべている。諜報部として気にかけなくてはいけないことに同情してくれているようだ。


（彼女はただただ従魔の主人でい続けるのだろう。現魔王ドグマ様とも、おそらく快い友人のままでいてくれる……）


それに足してロベルトは考える。


（彼女にとってのめいっぱいの幸せが現状ということならば。仕事としてもプライベートとしても守らなくてはならないな。他ならぬ、俺からの敬意として）


なるほど、変わることが恐ろしいと思っていたものの、ここまでくるといっそ諦めがつく。


面白いほどである。頼もしいとも表現できる。曖昧なラナシュ世界において、レナの存在が強い。


「私たちはまったりゆるく過ごしたいだけですからねー」


「そうですか。どうぞ仲良くして下さい……いや、よろしく頼む」


「おーフレンドリー」


「今がプライベートならばと思ってな。どうだろう」


「ふふ！」


ロベルトとレナが握手をした時……レナはずっこけた。


なぜならネッシーの曲調ががらりと変わったのだ。


『ゆたかなスパイス、パチパチパチ♪  はじけた赤い実、ピリピリピリ♪  からくてあまくて、おいしいの〜。まあなんて情熱てき〜！　ウフフ煮こみましょうね、カレーカレー♪』  


まさか大精霊によるカレーの歌が聴けるなんて。


歌詞はめちゃくちゃだが、歌そのものは抜群に上手い。


マリアベルが「おいしくなあれ」の魔法をかけたときに、大精霊が歌で応援をしたので、相乗効果で鍋がまばゆい光を放ち、ひええと震えている。


さらに余波はこんなところにも。


鞄の中、クラーケンストーンがカタカタと揺れ始めた。


レナが慌てて取り出す。


「えっ、もしかしてネッシーの歌に共鳴しちゃったのかな……？　水属性つながりの興奮？」


レナの手のひらに収まるくらいの丸いクラーケンストーンは、まるで興奮したように震えている。にゅるり、とイカの脚が一本、クラーケンストーンから生えた！


「うわーーっ!?」


見た目がひどい！　そんなことある？　というのがレナたちの正直な感想である。思わずみんな真顔になり、ビチビチ踊るイカゲソを眺めた。


歌が終わったとき、クラーケンストーンの興奮も収まったのか、スパンと足が切り落とされた。


▽レナのスカートの上には　新鮮なイカゲソが転がっている。


「これどうしよう……」


そんなふうに呟くレナの目は輝いていて、口の中はよだれで溢れているだろうことを想像し、従魔たちは歓喜の同意をして、ロベルトとマリアベルは「まじか」という感想を抱いた。


▽ルーカの魔眼判定。


▽イカゲソは　いいダシが出そう。


「イカゲソの気持ちの名残を視たところ、イートミィ！　らしいよ」


「カレーの歌の時に産まれちゃったからなのかな……それにしても、食べたい、じゃなくて食べられたいんですね。独特すぎる。大歓迎です。相思相愛じゃないですか。従魔がそう望むなら食べてあげるしかないねっンフフフフ」


「「レナってば食欲がにじみ出てるけどー？」」


「魔剣で刻んどくね」


「カレースープの海にどぼーん！」


▽イカゲソが　シーフードカレーに　投入された。


じっくりと鍋が底から混ぜられて、フワンといい香りが漂う。野菜はトロトロホクホク、しあげにレナが［熟成］の魔法をかけた。


完璧。


もう全員、食べることに迷いはない。


「いただきまーす！」


スプーンを口に入れると、ピリリとした辛さが舌ではじけて、旨みがブワっと口内に広がる。ごくんと飲み込む時、大地の恵みを丸ごといただいているような心地である。後味はこれまた豊かに、海の恵みも忘れずにねとクラーケンの風味がやってくる。嚙めばぷりぷり食感。


「最高においしいーー!!」


▽レナパーティは　アウトドアを満喫した！


▽お腹がいっぱいになったので、うとうとお昼寝。


▽大精霊シルフィネシアの子守唄が　みんなを優しく包んでいる。


ロベルトがやんわりした声で呟いた。


「大精霊様のご好意をこうも見せつけられては……清らかな心というものを、こんな俺でも信じることができてしまうな……。君たちは、大丈夫だ」


「すう……すう……」


レナは眠ってしまって、聞いていなかったけれど。


従魔たちの数名がそれを聞いてるから、後できちんと伝えてくれるのだろう。


ロベルトもしばらく瞳を閉じた。


すんなりと肩の力が抜けた。


このゆるやかな輪が、いつまでも続きますように。








    
  
  




    
  
  




電子版特典SS


天使と悪魔のハーフ








「この子の面倒みてほしいの」


そう頼んできたのは、淫魔のレディ・ミャーラ。レナたちがお世話になっている淫魔ネレネの友達で、どうしても外せない用事で出かけている間に「この子」を一人にできないというのだ。


「種族は天使と淫魔のハーフ。白淫魔って呼び方をしたりもするわ。名前はキー」


「キー……くん？　ちゃん？」


「両性なの」


魔人族の中には性別の両方を合わせ持つものはふつうにいる。有名なのは一体で雄花も雌花も咲かせるツタ系の樹人族。


「キー、と申します。どうぞよろし……く」


小ぢんまりとした美しい子供が、ぺこりとお辞儀をした。レナたちがそのような仕草を好むので営業上手な淫魔たちは同じ習性をかえしてくれる、このキーが受けている教育も同じものなのだろう。普段はレディ・ミャーラの店の裏方を手伝っているという。


キーは、薄桃色の巻き髪に、純白のささやかな翼を持っている。


「翼が白い時には天使族の傾向が強くなって、黒くなったら淫魔族の傾向が強くなるらしいの」


「へえ」


「あとはこのノートに書いておいたから、見てあげてね。お願いよ。あなたしか頼れないの～っ」


レディ・ミャーラは長スカートの下からノートを取り出した。どうしてそこから、というと淫魔は大事なものをスカートの下にしまう習性があるのだ。生あたたかいノートを、レナは少々引きつった表情で受け取った。


（分厚い。大事にされている子なんだろうな）


レナがキーに微笑みかけた。そっくりな笑みが、あちらから返される。


（あれ？……）


「ありがとうレナちゃーん～！　さすが淫魔のお宿♡チェーン店のヘビーユーザー。淫魔に優しくっていいお客♡♡」


（ぐあああ息ができません……！）


レディ・ミャーラに抱擁されると、小柄なレナの顔はちょうど胸のあたりに来てしまい、豊満なバストに呼吸活動のすべてを遮られることになった。ばしばしとくびれた腰を叩いてようやく解放された。


ネレネがレナの頭を撫でる。


「お願い事を聞き入れてくれてありがとう、レナちゃん。私とララニーも出かけてくるわ。淫魔ネレネのお宿♡には結界を仕掛けてあるからいつものようにくつろいでいてちょうだいな」


「はい」


行ってらっしゃーい、とレナたちが宿主を見送る、なんとも不思議な夜となった。


＊


頼まれたのはこのお宿♡（淫魔の宿屋はハートマークがつくところまでが店名なのだ）でお行儀よく留守番をすること。そして別のお宿♡でひとりきりになってしまうキーとともに過ごすこと。


まあ楽勝でしょ、というのがレナの慢心であった。


速攻で慢心。それくらいのフラグ的思考であった。


「キーさんの翼が黒くなってるんだけど!?」


「すみません。仕様で」


「仕様で……」


座っているだけなのに妙なしなりをつくっていて、凹凸でこぼこのない体つきなのに妙に艶めかしい。風もないのにはらりとエプロンの裾が捲れて、つやつやの素肌があらわになった。ボーイ用のパンツルックにエプロンなのでこの程度ですんでいるが、もしスカートスタイルだったら事故が起きていたのではないだろうか。


はあ……と吐息すらもなんだか薔薇ばらの香りがする。


「ご、ごめん……僕ちょっと別室にこもってくる……」


▽従魔ネコミミヒト族　ルーカは女性恐怖症の色気アレルギー


口元を押さえてそそくさと退散したルーカを仲間は慣れた様子で見送る。レナだけは頭を押さえて悶えていた。ルーカの首にかけられた首輪の効果で、ルーカが不安を感じたらレナの脳内にけたたましいアラームが鳴る仕様なのだ。魔王国に入国する時に、ルーカが特殊な生い立ちであることを理由に、主人がいつでも従魔の不調を察せるようにと要求されたシステムであった。


ルーカと淫魔の愛称は壊滅的に悪い。


退室が正解だったな、とレナは青い顔で頭を上げた。


「そんな……ぼくの誘惑術が不快でしたか……？」


（わざとだったんかい）


つい心の中でつっこんでしまったレナである。


「誘惑術って淫魔サキュバスのみなさんが大人のお客さんに使うやつだよね。私たちは今夜たまたまお留守番することになっただけの仲だし、誘惑術なしでもいいんじゃない？」


「……」


キーの翼の色が、白くなる。


お、とレナたちは返事を待った。


「それではこのお宿♡の裏方を案内しましょう。淫魔のお宿♡チェーン店のランクが同じであれば構造はだいたい同じですし、夜食を作りにぼくがキッチンを使うことは認められていますから」


『『夜食たべたーーい！』』


「行かれますか。ではすみやかに」


「ああもう……」


レナが口を挟む前に、キーが扉を開けるとスライムのクレハとイズミが飛び出して行ってしまった。この二人はずっとお腹を空かせながら待っていたので、耐えきれなかったようである。


そのあとには、居眠りをする羽根飛ビウサギを背に乗せた夢喰いヒツジが続こうとしていて、リリーとオズワルドは『どうしたい？』というようにレナを見上げている。


「じゃ、案内してもらおっか。私もお腹空いちゃったしね……」


『わかった。ご主人様……何かあったら、あのね、あっ、花飴だ♪』


『そう簡単に白淫魔に近寄ろうとするなって。まあ、主さん、あいつに敵意はないよ。だから心配するなら、歪んでてめんどくさいやつと一夜過ごさなきゃいけないってことだけ。夜食たべたら、早いとこ寝ちゃえば』


キーから花飴をもらったリリーと、オズワルドは、それぞれ心を視る目を持っている。悪意ナシ、と明言されるとレナは安心できた。


▽蛍光ランプが灯る廊下を　奥に進む。


▽スタッフオンリー　の扉を開けた。


▽そこは風呂場であった。スライムたちが浴槽の中に入り、みなものようにプルプル揺れている。


『『ベロベロバー』』


「っわあ!?」


驚かされたキーが足を滑らせて、器用にも浴槽の中に入り込んでしまった。どうやらかなり運が悪いタイプらしい。


ラナシュ世界において［運］ステータスは重要な意味を持っており、運の値が低ければ不運に遭いやすい。どうりであのレディ・ミャーラが「拾った」と称したわけだと納得した。おそらく不運な境遇にいたところを救出されて仕事もあてがわれたのであろう。淫魔族は情に厚い一面があるから


「うう……ここはキッチンのはずなのに」


「あなたの勤務店ではキッチンだったんだね。たまたまネレネさんのお宿♡では違ってただけだよ。それよりもうちの従魔たちがイタズラしちゃってごめんね」


「こんなのはイタズラのうちに入りませんし。イタズラってのはもっとこう……」


「実践しなくていいから！」


キーの翼が黒くなりかけている。


「そ、そういう判断は主人のレディ・ミャーラがいらっしゃる時に研修するのがいいんじゃないかな!?」


『レナ様～。そういう研修ってなあに～？』


「ほら子供が疑問を持ち合わせてる。即着替えましょうね装飾保存ブレスレットで」


従魔に妙なことを教えられてたまるか！　とレナが願力強めにキーに迫ると、キーは諦めてブレスレットを光らせて、一瞬で着替える。


清潔なボーイ服になった。そこに、ちょっとしっとりしたままのエプロンをつけ直す。どうやら自動洗浄機能まではついていないブレスレットのようだ。そしてエプロンをつけることがキーにとって意味がある選択なのだろう。


「さて。次こそはキッチンに行きましょう──」


──その後。


ネレネの私室などに遭遇しながら十二扉目でやっと正解にたどりついた。おそらく最後の部屋がキッチンだったので、キーの運の悲惨さがうかがえる。ここまで歩いただけでもっとお腹が空いた。


「今夜作るのはパンプティングにしましょう。パンをちぎって卵液に浸して、オーブンでこんがり焼き上げるんです」


『『えーっラーメンがいい』』


「こらこら」


「……ぼくが作ることができるのはこれだけですので」


「はい、よろしくお願いしますっ」


クレハとイズミがぶーぶーと文句を言う前に、レナが決定させた。おそらくクレハとイズミはおしゃれな少食では満足できないと言いたかったののだろうが、がっつり食べたいのであればあとでマジックバッグから出してあげよう、今夜はみんなで仲良く過ごすことがミッションである。


キーは手際よくパンをちぎって、その間に卵を常温に戻す。割った卵と砂糖を泡立て器でリズミカルに混ぜて、バニラエキスを加えた。まんべんなくひたして皿に盛り重ねる。上にはピンクシュガーをふりかけて、温めておいたオーブンに入れる。ふんふんと鼻歌がまるで聖歌のように美しい。また黒くなった翼が、パタパタと動く。


（思い出のレシピなのかもね）


レナたちはキッチンテーブルにフォークを並べながら、焼き上がりを待った。


ふわんと香ばしい匂いが漂う。


「お召し上がりください」


「ッッッ……」


『『うまーーい!?』』


─スライムは悪喰だ。毒物を美味しくいだたける特別な味覚を有していて、このたびの『うまい』は、そっちだった。


レナたちはフォークを口に入れたまま、ピキンと固まっている。


それを訝しげに眺めながら、キーもパンプティングを噛みしめた。


「しょっぱ……！　砂糖と塩をまちがえた!?」


（かわいそうに……）


ショックを受けて明らかに落ち込んでいるキーを、レナは撫でてやることはできない。従魔であればそうしてやると機嫌が直るのだが、キーの慰め方はまだわからない。雰囲気が悪くなると思いつつも黙ってしまう。やばい味のパンプティングが今だに口の中にいるのも原因だ。


（ううう噛むとじゅわっと塩辛いから塊を飲み込めないよ～っ）


沈黙の食卓に、羽根飛ビウサギのシュシュがようやく起きてよじ登ってくる。転がり落ちた。悔しかったようで、ヒト型に変化する。


可憐な桃色髪とウサミミの幼女になって、今度こそ席に座った。


隣にいるキーは目を見開いてシュシュを眺めている。


「あれ？　アンタ苦しそうね。背中叩いてあげる、やあっ」


「ッゲホゴホ！」


「吐き出せてよかったね、喉になんか詰まってたの？　あ、翼がまた白くなってる」


「！」


「シュシュもこれから進化したら天使族になる予定なんだ～。自然界初の、幸運の証（カーバンクル）持ちの魔物は、うまく進化できたら始祖天使になれるんだって。だからきっとそのうち白い翼が生えてきて、ご主人様をもっと守れるの。ねえ、翼で飛ぶってどんな感じ？」


「知りません」


キーは貼り付けたような笑みを浮かべている。


むむ……とシュシュが顔を顰めた。


やけ食いのようにがぶりとパンプティングに噛み付くと、あまりの塩辛さに短毛をびびびと逆立てた。


「……キッチンにスムーズに案内できず、夜食業務をミスして、こんなはずじゃ……はぁ……」


「（さすがに声をかけないと。ごくん）っな、慣れない環境でそういうこともあるから。ごほっ、おもてなししようとしてくれたのは伝わってるよ？」


「キー、見てて」


シュシュが大口を開けて、二口目のパンプティングをわざわざ見せつけるように食べた。


びびびび、と短毛が逆立つ。


「…………っほっといて！！」


キーの翼が白と黒のグラデーションに染まり、キッチンを飛び出していった。


「ああっ!?……シュシュ、どうしてそんな風に見せたかったの？　しょっぱいのわかってたよね」


「だって、だって……しょっぱいだろうとちゃんと食べ合うって、アンタと仲良くなりたいってアピールだったんだもん」


「なるほどね……同じ釜のご飯を食べ会うような。ウサギコミュニケーションか」


レナは苦笑して、塩辛い口の中を、ミルクで甘く中和した。


シュシュにも同じものを勧める。


「魔物ごとに文化の違いがあるから難しいね。やっぱりそこは大人の魔人族がいるときじゃないと、うまく擦り合わせられない。喧嘩やすれ違いになっちゃう。でもね、私たちは旅をしてきて何度もそういうことがあったし、だからこそ仲直りの仕方も知っているから大丈夫だよ」


レナは、しょんぼりしているシュシュのウサミミを撫でてあげる。


主人と従魔ならこれで仲良くなれるけれど、よその白淫魔であるキーの仲直りのポイントはなんだろう？


そんなことを考えていると、オズワルドの獣耳がピクピクと動く。


「あいつ外に出て行ったみたいだ。窓が内側から開いた音がした」


「えーーっ」


「確か半分白い翼だったじゃん。天使族は一見優雅だけど、頭に血が上りやすくて頑固なんだ」


「そうなんだ。天使族ってなんかイメージと違った」


「イメージに助けられてなんとか許されてるような奴らさ」


「淫魔のみなさんと真逆だねえ。優しいんだけどその種族特性とイメージでどうしてもアンダーグラウンドに見られがちっていうやつ。……でもあの子は、もしかしたら」


従魔たちの、どうするの？　という視線を受けて、レナが結論をまず口にした。


「待とう」


＊


夜の街を、キーが駆けていく。室内用のローファーでこすれた足が痛くなり、やっと立ち止まった。


細道に入っていき、翼が隠れるようにワイン樽の横に身を縮こまらせる。隣で出店をやっている悪魔がちらりと覗きにきたが、去っていく、子供にはそうしてくれることを知っているのでここでうずくまっていられる。ずっと側にいると魂を喰われてしまうけど、わずかに嫌な気持ちを吸い取ってくれていると思えばちょうど良い。出店の周りでは、にぎやかな音楽と酒の匂いが充満している。嫌なことを忘れたいとき、魔物たちは悪魔のいる出店にやってくるのだ。


「はあ……」


（カッとなっちゃった。ぼくはいつも失敗をするし、そのたびにカッとなる。でも……いつもはレディ・ミャーラが横にいてくれるから表情をとりつくろえるけど。今日は止める人もいないし、このままだと暴言を吐きそうだったから逃げるしかなかった。……ぼく、ダメすぎる）


膝に頭を埋めた。


このまま地の底まで落ちていってしまいたい。


ゼロからやり直してしまえたらいいのに。


ネガティブな気持ちがむくむくと膨らんでくる。


（塩と砂糖を間違えるなんて、部屋の案内もできないなんて、お客をいなすどころか自分の機嫌も取れないなんて、従業員失格だ……）


ずぅーーん、と後悔を背負った。


「おいおい、嬢ちゃん。ん？　坊ちゃんか？　まあいいが。悪魔も胸焼けするような負の感情に苛まれている場合じゃあねーぜ」


「なんでしょう？」


「おうおう、子供がそんなはりつけたような顔するもんじゃあねーよ。それはそうとして、逃げな。暗い夜になりそうだ」


「！」


暗い夜になる、というのは忠告だ。


魔王国には街灯が多く、夜の街にも明かりが絶えないようになっている。それは魔物を引きよせやすい土地柄であっても安全が保たれるように、という工夫。その街が暗い夜を迎える、ということは、ゴーストなど負を増幅させるものが流れ込んでくることを示す。


「どうやらここらの歓楽街で暴れた酔っ払いが、街灯をいくつも壊したみたいだぜ～。あっちは真っ暗よ」


「なんだって!?」


淫魔ネレネのお宿♡がある場所に的中している。


自分が居たから？　という予感にキーの背筋が凍る。キーは生まれつき運が悪いのだ。［運］ステータスが低いという言い方にもなる。多くの混血（ハーフ）の魔物はステータスが極端になりやすい。運ステータスの低さはこのラナシュ世界において人生が過酷になることと、周りを巻き込むことを表している。


（……行ったら余計にひどいことになるかも）


自分の背を見て、黒い翼であることに落胆する。


でも白い翼であったとしても、天使族なんて、という気持ちとともに動けなくなったことだろう。


どちらにせよ自分はダメなのだというネガティブな念が強くなる。


ふと、それが軽くなった。


「あーまずいまずい」


「……おじさま」


「そんな物言いされたら翼の付け根が痒くならあ。で、気持ちは楽になったんかい？　大人なら酒でなんとかしろっていうところだが、お子ちゃまだからなあ、思い込みの力でなんとかすりゃあええさ。アタシはヒーローだぞぉ！　ってなあ。なあに多少やらかしても許されるさ、ここは魔物が多い街、本能に寛大な街。だからお前さんもやってきたんだろう？」


「……」


「ところでまじでまずいぞぉ、ゴーストの増え方が尋常じゃねーから逃げな……あっ!?」


今なら、翼が軽くなっているからなんとか飛べた。


翼の重さは、気持ちの重さだったような気もしていた。


キーはなけなしの思い込みの力で、とても久しぶりに夜空を飛んだ。


おじさま、ありがとうございますっ」


「この方向音痴ーーー！」


そして淫魔ネレネのお宿♡へと向かっていく。






戸締りをしていてくれと願った。


しかしお宿♡の前にたどり着くと、最悪なことに、窓は開け放たれたままで、キーの帰りが待たれていたのだ。


建物の結界にほころびがあるので、そこにゴーストが押し寄せている。


「……ッ」


キーが手を組んで祈る。安寧を強烈に願う聖歌が、辺りに響いた。


ゴーストがしゅわしゅわと浄化していく。


「あ、キーさん」


「みなさんご無事ですか!?」


「おかげさまで。助けてくれてありがとうございます」


レナたちは一階の談話室に集って、部屋の隅に縮こまりゴーストたちの動向を見ていたようだ。


ルーカも揃い、従魔全員が主人を守ろうとしていた。


「はあ。叱ってください……」


「キーさん？　そういうのは良くないですよ？　助けてくれたじゃないですか」


「しかしぼくが窓を開けて外に出たせいでみなさんにリスクを負わせました。折檻して下さい」


「そういう趣味はないのでお断りします。いや本当に。その手首を合わせる仕草は嫌です」


えんがちょ！　というように、レナは謝罪の仕草をぶったぎった。


称号［お姉様］をセットした。


これはキーに甚大な影響をもたらした。レナが話した言葉がお姉様口調に変換されることと、その気高い雰囲気のおかげで、一気にキーに話を聞き入れてもらいやすくなったのだ。レディ・レナ様爆誕である。


「みんな無事だったのだからまず喜びなさいな。聖歌での手柄を誇りなさいな。ゴーストを退けた勇敢な白淫魔キー！」


「おおー……」


さすがにちょっと引かれた。


照れくささと、自分が招いたトラブルなのにといういたたまれなさと、でもレナの物言いがかっこよくて目が離せない。


「私たちはレディ・ミャーラに望まれた通り、お留守番ができればいいだけのお子ちゃまなのよ。お留守番ができた、という結果が必要なのであって、過程で落ち込む必要はないのだわ。ないったらない！　私が保証して差し上げてよ！」


「こんなお子ちゃまレディ見たことも聞いたこともないです……」


「初見で得をしたわね。初体験は重要よ」


「それは重要ですね」


会話の流れがよくわからないことになってきた。


「ポジティブじゃないと冒険者の旅はやってられなくてよ！　オホホホホホ！！」


レナが無理やりこの話題を雑にひとまとめにした。


「ぼくは、ネガティブになりがちです……」


レナが、じーっとキーを見る。


キーは「うっ」と後ずさって顔をそらした。翼もぴったりと畳んで背中に隠した。


ここは慎重に、とレナは称号を解除してそうっと話しかける。


若干キーが残念そうにしたのは無視した。


「そういう、キーさんが苦手なポイントがあるんですよね。話してくれてありがとうございます。運のこと、そして天使の翼の話もきっとそれだった」


「……そうですね。いきなり飛び出して行って申し訳ありませんでした」


「あのね、うちの従魔が言いたいことがあるんですって」


「悪気はなかったけどごめん！」


「問題ありませんよ。こちらこそ」


「嘘だあ……その表情は嘘だ……もっと本心で語りなよ、拳で一戦してもいいよぉ？」


柔らかな笑顔を浮かべて見せたはずなのに逆ギレされたキーは、戸惑っている。


「この子本当にこれから始祖天使になるんですか？　こんなに血気盛んでとりつくろうことをしないのに……？」


「なるらしいねぇ」


「やめておいたほうがいいですよ」


「でも、なりたいんだって」


キーが、胡乱な目でシュシュを眺める。


ごっつい強い目力でギラギラと見つめ返されて、ウッとひるんだ。


「だってねシュシュ、天使族のスゴイツヨイヤツになってご主人様を守るの。シュシュが強くなる手段がこのレアクラスチェンジだからやりたいし、ご主人様がいいよって言ってくれたからいいに決まっているのがこの世界の真理、是非はないからご主人様が決めていい、万歳！」


「大丈夫ですか」


「ちょっとヒートアップしちゃったみたいだね」


レナがよしよしとシュシュを撫でる。はにゃーんと頬を緩ませて、シュシュは羽根耳をパタパタとさせた。


なんだかキーは無性にレディ・ミャーラが恋しくなった。


ポツポツと語り始める。言葉は溢れてきた。


「レディ・ミャーラは自分らしくって言ってくださるんです」


「うん？　そうなんだ。素晴らしいね」


「うちと似てる！」


「でも自分ってなんですか？　ぼくは黒い翼の時は淫魔族のよう、白い翼の時は天使族のよう。黒い翼のままでも光魔法が使えるし、色が混ざることもある。制御できない感情に振り回されるし……落ち込みます……」


「種族の分析はできたほうがいいけど、自分はといえばキーさんでしかないと思うよ」


「もっと明確な答えがほしいんです」


「そっか。数時間でみえた客観的な意見をいうと、キーさんは、レディ・ミャーラのことが大好きで淫魔のお宿♡の仕事を継ぎたい、やれることは全部やりたい、努力家のお子様って感じ」


「……お子様」


キーはショックを受けたように立ち尽くした。


ネガティブ思考に入り込まないうちにと、レナが話をねじ込む。


「だから突発的にカッとなるのも、お子様の衝動としてふつうのことでね、それをたしなめようとできるあなたは十分えらくって、……翼の黒さ白さは正直関係ないらしいんだよねぇ」


「えっ!?」


「て、うちのガチの魔眼持ちの子が見ててね」


金色の子猫をレナが持ち上げた。


獣型のルーカである。紫の瞳を瞬かせている。


「それが認識のネックになってるようだから伝えさせてもらったよ。翼の黒さ白さは、淫魔・天使族としての傾向を強くするものではなくてあなたはずっと一定の”白淫魔”のままだったって。立ち振る舞いが変わってしまっていたのは、見た目によるプラシーボ効果。こうあるべきだ、って考える習慣がついていたんじゃないかな」


「そんな……」


「気づいたから変われるよ。いつでも聖歌や淫魔術を使える、自分がやりたいときにやりたいことを」


「……それが、わからなかった自分の答えになりますか」


「私はそう思ってる！」


「ご主人様の言うことは絶対！」


「シュシュはもうちょい自分で考えて！」


「っふ」


キーがくすくすと笑いを漏らした。


口元にそっと指先を添える仕草はちょっと芝居がかっていたけれど、今まで染み付いていた習慣のようなもので、笑みそのものは本心なのだろうという感じがした。くすくす、くすくす、と鈴を転がしたような小さな笑みがしばらく続いた。


「やりたいことなら決まってます。レディ・ミャーラのお宿♡のお手伝いをしたくて。御役に立ちたくて。──そのためにはまずお子様として今宵を穏やかに過ごします」


「そこがわかってるのすごいんだよね。私は最近ちょっと悩むもん……今日は何をしようかなあって」


「もうやりたいことが手に入っているから？」


レナが従魔たちを眺めた。


みんなが強くなり、後ろ盾も得ることができて、ひとまずの安全は確保されているのだ。追われっぱなしの逃亡旅をしていた頃から比べると、たしかに一番欲しいものはすでに手にしていた。


「そうかも」


へへっ、とレナが笑う。


くすくす、とキーが笑い返した表情は、白淫魔として独自のもののように思えた。


出会ってすぐの時には、まるでレナの笑顔を映したような笑みしか浮かべなかったのに。


（ああ。違和感がなくなった）


レナがポンと手を打つ。


ふと寒気を感じると、窓の隙間からゴーストがしぶとく中に入ろうとしていた。


「ぼくがやりましょう」


黒い翼のままキーが聖歌を歌いあげて、ゴーストが消えると同時に、淫魔の結界を紡ぎ直した。


「すごかったね！　ありがとう」


「……できた」


『『今までできてなかったのぶっつけ本番だったんかい。キャハハ♪』』


ぷよぷよと跳ねるスライムたちを上手にジャグリングして、ダークフェアリーと合唱を楽しみ、キーは笑う。もう羽根飛ビウサギのウサミミの白さを見ても気にならない。談話室で騒ぐと、巨大化した夢喰いヒツジの羊毛をまくらにしてみんなが眠ってしまった。






翌朝、レディ・ミャーラが喜んだ。


「まあまあ、キー！　その笑い方とっても素敵ね」と。「でもちょっとレナパーティに似ているわ」と、おかしそうに。
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レアクラスチェンジ待望の７巻です！


レナたちの旅はこれからどうなるのかな？というかなり先まで想像してもらえるように、小ネタを詰めました。完全書き下ろししたのはこの一冊が初めてです！これからも、読んでいてずっと楽しいコミカルな物語を作っていきます～！
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７巻をお手にとっていただきありがとうございます、


期間が少し空いてしまいましたがこうして無事発行の運びとなりましたことを嬉しく思います。


レナ一行の旅をお楽しみください♪
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